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　左目の端はしに不ふ可か解かいな文字が見えたのは、三時間目の授業も半なかばを過すぎたところだった。隣となりの席せきのやつと話して時間を潰つぶしていた気もするが、そもそも隣の席には誰だれも座すわっていない。そこまで含ふくめて寝ねぼけていたのだろうかと、目もとを擦こすってみたが文字の方は消えなかった。

　机つくえに手を置いたまま、正面を向く。依い然ぜん、謎なぞのメッセージが左下に浮かび上がっていた。

　まるでそう、画が面めんを通して景け色しきを見ているように重ねられて表ひよう記きされている。




　Ver1.1に更こう新しんされました。




　左端には白い字でそう表ひよう示じされている。位置としては丁ちよう度ど、俺おれの机つくえの端に引っかかっている。前を向いたままそこへ手を伸ばしても、文字に触ふれることはできない。指で払はらえるものはなにもない。その上、表示された文字の下に手が潜もぐり込んでしまう。なんだこれ、と次し第だいに頭が冷ひえてきた。さっきまでは重かった瞼まぶたも氷柱つららが張り付いたように引き締しまり、痛いたみを覚える。

　しばらく残っていたメッセージが薄うすれて消しよう失しつする。完全に消えてから、頰ほお杖づえをついて教科書を広げた後に、頭にせり上がってくる冷ひや汗あせを感じて頰ほおが引きつった。どういうことだろう。

　遊んだことがないので詳くわしくはないけれど、オンラインゲームのお知らせみたいだった。また目を擦ってみたけど、黒こく板ばんの文字がにじむぐらいで異い常じようは途と切ぎれない。それどころか右端にもなにか浮かびだした。今度はなんだと注ちゆう目もくすると、時じ刻こく表示が現れた。
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　時間は一秒ずつ減っている。仕掛けられた爆ばく弾だんの爆発時刻が迫せまるように。

　こちらは一いつ向こうに消えず、終いには存そん在ざいしない時計の針はりの動く幻げん聴ちようが聞こえ始めた。

　俺おれの頭がどうかしているなら、それはそれで話が早い。自分がおかしくなったのだと認めればこの出で所どころの摑つかめない不安は解決するだろう。だがもし、おかしくなったのが外だとすれば。

　取り巻く世界の方だとしたら。

　授業中なこともあって下へ手たに騒さわぐことはできず、腹はらに抱かかえた恐きよう怖ふを便べん所じよでも堪こらえるような前まえ屈かがみの姿勢で支える。何度まばたきしても目の端の異い物ぶつは消えようとしない。目め障ざわりだ。

　右下の時計が十分も過ぎた頃ころだろうか。授業がもうすぐ終わって、昼休みになろうとするその直前だった。誰に相そう談だんするかを真しん剣けんに考こう慮りよして、こんな与よ太た話ばなしを真剣に聞いてくれる相あい手てなどいないことに絶ぜつ望ぼうしながらも顔を上げたとき、突とつ如じよとして異い変へんが起こった。

　まず、教室が斜ななめに傾かたむいた。そして、床ゆかに亀き裂れつが走って左側が盛り上がる。

　ウエハースを指で潰つぶすような些さ細さいな力の働はたらきに見えるほど、呆あつ気けない。変形して、それに伴ともなう音は重苦しい大だい騒そう音おんのはずなのにいまいち耳に入ってこない。寝ねぼけながら聞いていた教きよう師しの退たい屈くつな声の方がまだ耳に残る。事じ態たいが大きすぎて感かん覚かくが麻ま痺ひしているようだった。

　盛り上がった床ゆかと共ともに同どう級きゆう生せいの悲鳴が上がる。片かた想おもいしていた女の子が真っ先に天てん井じようとの間で『ぷちっ』となって、不ふ可か解かいな方向に折おれた頭と丁ちよう度ど目が合ってしまった。

　更さらに地じ響ひびきのようなものが走った直後、天井が崩くずれてきて暗あん転てんする。

　なにも見えないし、どこにも動けない。身体からだの感覚も半分ぐらいしか残っちゃいない。

　その残りがぐしゃぐしゃに潰れる感かん触しよくと共ともに、俺おれの意い識しきは途と切ぎれた。




　Continue?




　→Yes

　　No







　顔を上げると、目の前にはいつもの授業風ふう景けいがあった。

　正確にはいつものではなく、『さっき』の。

　黒こく板ばんには教師の記しるした数式がある。ついでに半円を二つ並べてその距きよ離りを測ったような謎なぞの絵もある。それを機械的にノートに写す音が教室内のそこかしこから聞こえてくる。原っぱで虫の鳴き声に包まれているような感覚は健けん在ざいだった。教室も天井と床が平行で、くっつく気け配はいを感じない。窓まど際ぎわにいる片想いの女子の首もへし折れていない。ただし、こっちも向いてくれない。

　自分自じ身しんはどうなのだろうと、俯うつむくようにして確かめる。

　天井と床の狭はざ間まで押し潰されたはずの身体からだは無事だ。だけど右腕うでにはまだ少し『痛いたい痛い』が残ざん留りゆうしていた。頭の端はしに引っかかって、吐はき気けをもよおしそうになる。腰こしが引けながらも腕を動かすと、ちゃんと動いたので引きつっていた頰ほおも少しほぐれた。

「藤ふじ、なんだ？」

　振り向いた教師が注ちゆう目もくしてくる。同級生も一いつ斉せいに俺を見た。「あ」動かした腕を挙きよ手しゆと受け取られてしまったみたいだ。慌あわてて腕を下ろした後、「あー、その」と返答に窮きゆうする。なんでもないですと言いたいが、混こん乱らん気ぎ味みの頭が『なんでもなくないよ！』と泣き言をのたまって、それを邪じや魔まする。じっとりと抑よく揚ようのない頭ず痛つうに苛さいなまれる。頭ず蓋がい骨こつを溶かされているようだ。

「この学校の、耐たい震しん強きよう度どはどれくらいなんでしょう」

　たやすくひしゃげる教室を思い返しながら、そんな脈みやく絡らくのないことを尋たずねてしまう。日に本ほん史しの授業を担たん当とうする教師が怪け訝げんな顔となった。同級生たちが無む言ごんなのが地じ味みに辛つらい。

「この授業となんの関係がある」

「ないですけど、急に気になって」

　周しゆう囲いの席せきの連中に、引きつったあいそ笑いを振りまく。誰だれも笑い返してくれないし、冷めた視し線せんばかりが返事となる。そりゃそうだ、と相あい手ての立場を踏ふまえて納なつ得とくはするが、それでも助けがほしかった。具ぐ体たい的てきにどういった救きゆう済さいができるのかも思いつかないが。

「分からん。あまり考えたこともないからな。だが地じ震しんの被ひ害がいというのは記き憶おくに新しいところもあるし、そうした疑ぎ問もんを抱いだくことは……」

　教師が少し脱だつ線せんして話し出したが、俺おれとしては顔を手のひらで覆おおいたくなる。

　昼休みになったら友人たちから、なんだ今のと問とわれて、物笑いの種たねにされるのは容よう易いに予想できた。もっとも無事に昼休みを迎えられるなら、それでも構かまわないという心しん境きようではある。

　覆っていた顔を上げて、右みぎ端はしに目をやる。時じ刻こく表ひよう示じはなにごともなく続いている。

　思えば目の前が暗あん転てんしたときだって、その数字だけは消えなかった。
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　最後に見たときから二時間以上進んでいた。それがなにを意味するのか、理解できない。

　さっきと同じく前まえ屈かがみの姿勢になって机つくえと向き合いながら、どういうことよと自じ問もんする。

　思し春しゆん期き病びようだろうか。誤あやまった全ぜん能のう感かんと過か剰じような自じ意い識しきによって織おりなされる独ひとりファンタジーが頭の中で展開されている可か能のう性せいも否いなめない。もしくは最近、映えい画がを観に行っていないので禁きん断だん症しよう状じようが出たというのもあり得る。とりあえず幻げん覚かくと決めつけて、事態を静せい観かんすることにした。

　さっきは確か、時計の針はりが十二時にさしかかったあたりで嫌いやなものを見たはずだ。その幻まぼろしに怯おびえて、指先が震ふるえる。握にぎり拳こぶしを作って机に叩たたきつける形で解決しながら、時計を睨にらむ。

　十二時まであと三分といったところだ。教師の話はまだ続いている。現実。俺が恥はじをかいたのも確かに現実で、地続きで。なにも疑うところはないはずだ。『二度目』という考え方を打ち消そうと、現実という呪じゆ文もんにすがる。

　死んだ人間が一いつ斉せいに生き返るのと、死んだという空想をしただけで実際は誰も死んでいないというのでは、どう考えても後者の方が『現実的』だった。だから俺は動こうとしない。

　その結果が悲ひ惨さんなものであると。たとえ経験しても、人は、動くことができない。

　十二時が訪おとずれてまたしても前まえ触ぶれなく、教室が波なみ打うつ。

　今度は真っ先に悲鳴を上げた。女みたいな甲かん高だかい声をあげてしまって思わず嫌けん悪お感かんに苛さいなまれたが、そうした余よ裕ゆうも教室の変形と共ともに歪ゆがんで、へし折おれる。

　そして、俺たちは再ふたたび潰つぶされた。痛いたみより早く暗あん黒こくが訪おとずれることに、慈じ悲ひを見た。







　Continue?




　→Yes

　　No







　三度、三時間目の授業中に戻る。ここまで来れば、自分の身みになにが起きたか理解する。あり得ない、非科学的、ＳＦという否ひ定ていの悲鳴を廃はいしたうえで、現実と向き合う。

　時計を確かく認にんすると十二時になる十分前。今から十分後、この教室ごと俺おれは押し潰つぶされて、恐らく圧あつ死ししてそれからなぜか時間が巻き戻る。だがそれを認にん識しきしているのはこの教室で俺だけのようだった。そうでなければ大人しく授業を受けているやつなんかいない。

　ノートの端はしに自然、連想した言こと葉ばを書き出す。

　ループ

　地じ震しん

　予よ知ち？

　タイムリープ

　矢や印じるしと線を用いて、半円のドームを書き出す。進んで、でも最初の地点に戻されて。

　持じ久きゆう走そうみたいに、その線の上を延えん々えんと回っている。決めつけるには早そう計けいかもしれないが、俺の想像できる現げん象しようはそんなところだ。時じ空くうの異い変へん。それが我わが身みに降りかかっている。

　Ver1.1への更こう新しんという報ほう告こくを思い出す。関連がない、とは考えがたい。

　世の中には人生をゲームにたとえるやつがいたりするものだが、まさか俺の人生のバージョンが上がってしまったということだろうか。そのためにこんな謎なぞの現象に巻き込まれた？

　誰だれが頼たのんだそんなこと。運うん命めい的てきな存そん在ざいを呪のろう。頭に輪っかがあって、それが引き締しまるような窮きゆう屈くつさと鬱うつ屈くつに苛さいなまれる。まだ確かく証しようもないのに、人生への干かん渉しようを恨うらんだ。

　だけど、この現象によって俺は救われているのかもしれない。

　この教室から逃げなければ、また潰されるのだから。

　逃げなければいけない。それも火か急きゆう速すみやかに。

　授業中の教室からいきなり飛び出すなんて大それたことを試こころみるには、相そう応おうの覚かく悟ごが必ひつ要ようだ。今も椅い子すから腰こしを浮かそうとして、嫌いやな汗あせがにじんできている。今度は耐たい震しん強きよう度どを聞くより恥はじをかく必要があった。

　……あぁ、別に断りを入れれば問題ないのか。それはそれで、恥はずかしいけど。

「先生、トイレ！」

　焦あせって勢いきおいよく言ったら子供の発言みたいになってしまった。

「俺はいつから小学校で教えていたんだ」

　教師にもしっかりと言げん及きゆうされてしまう。周しゆう囲いの笑いを受けつつ、席せきを離はなれた。携けい帯たい電話だけはポケットにねじ込んで持ち出したけれど、財さい布ふも持ってくるべきだったかと軽く後こう悔かいした。

　廊ろう下かを走って、早歩きになってと中ちゆう途と半はん端ぱに急ぐ。勿もち論ろん、トイレになんか向かっていない。でもどこへ行けばいい。別の校こう舎しやと繫つながっている渡わたり廊下の途と中ちゆうまで来て、立ち止まる。

　窓まどから下の景け色しきを眺ながめて、行き先を決める。地じ震しんで建物が倒とう壊かいするとしたら、グラウンドの真ん中まで逃げるのがいいだろう。幸さいわい、この時間は体育の授業で使っていないようだ。下か半はん身しんの方が頭より先に危き機き意い識しきを抱いだいたようで、自然、早歩きから全ぜん力りよく疾しつ走そうに切り替わる。

　別校舎を通って遠回りしながらも階段を下り、下げ駄た箱ばこに到とう着ちやくする。上うわ履ばきを脱ぬいで、こんなときでも丁てい寧ねいに靴くつを履はき替える途中、慌あわただしく顔を動かして時じ刻こく表ひよう示じにも目がいく。
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　また二時間減っていた。時間ではなく分ふん数すうの表ひよう記きに注ちゆう目もくすれば、大だい体たい十分刻きざみで減っている。これは納なつ得とくいくが、二時間の減少は不ふ可か解かいだった。そんなに時間は経たっていないはずだ。

　まさか死ぬ度たびに、二時間ほどマイナスされているのだろうか。ペナルティ？　そもそもこの時間はなんなんだ。数字がすり減って、すべて０を指し示したときに一体、なにが起こるのか。

　並ぶ０を想像して、悪いイメージを抱いだくのは当然の流れに思えた。

　靴を履き終えて校舎から飛び出す。両りよう腕うでを広げるように、非ひ効こう率りつ的てきに走ってグラウンドの中央を目指す。しかし教室の窓まど際ぎわから、或あるいは職しよく員いん室しつから教師が気づいて咎とがめられないかとそちらも気になって、地面を蹴ける足が緩ゆるみそうになる。命の危機に日常の恥はじが勝まさってしまうのは、俺おれの中で未いまだ危機感が本格的に機能していないからだろうか。周囲を気にして挙きよ動どう不ふ審しんに首を振りながらも、なんとか独ひとり、グラウンドの中央に立つところまで移動する。

　広げていた腕うでを腰こしに当てて、左右を見渡す。落ち着かない。時間を間ま違ちがえて、一人だけ体育の授業の始まりを待まっているみたいだ。こいつのせいで余よ計けいにめだつし、と自分の髪かみを恨うらめしく摑つかむ。五月の強い日差しに焼かれた髪は柔やわらかい独特の熱を帯びて、指の間をすり抜ける。

　その色は遙はるか上空の太陽に染まったような、白色を含む金。金きん糸しより薄く、光よりも濃こく。染めているわけではなく自然、この色として生まれてくる髪に『母親』を感じて、俯うつむいた。

　そうして、目に強く光が焼きついた後だった。

　半開きになっていた口が顎あごと共ともに激しく揺ゆれて、歯を強く打ちつけることになったのは。

　突とつ如じよとして訪おとずれたその地じ響ひびきと振しん動どうに足あし下もとを掬すくわれて、派は手でに尻しり餅もちをつく。きたきたきた、と悲鳴を奥歯でかみ殺しながら顔が引きつる。やはり地震だったのか。手足が地面に張りつくように動かなくなり、これから起きる大だい惨さん事じを共に震ふるえながら見守るしかないのか、と覚かく悟ごを決める。だがその振動はすぐに過すぎ去さって、後続はなかったのだ。

　その代わりに、もっと大きな変化が立ち塞ふさがる。

　高校一年生。五月二十二日。水曜日、三時間目の授業がもう少しで終わる。高校受験の張り詰つめた空気を少しだけ引きずりながら、新しい環かん境きようでの生活にも慣なれて。今日と明日が平へい凡ぼんに回ってくる中で、自分の生まれと髪かみと目の色にわずかな引け目と多た大だいな自じ意い識しきを膨ふくらませて。

　手を振れば、その気になれば。どこにでも行けて、なんでもできるように思えるほど、波のない毎日を送っていた。世界に抑よく揚ようはなく、山も海も平へい坦たんで。きっと俺おれはそうした平べったい地面をのろのろと進んで、いつの間にか多くの悲ひ喜きをそれなりに済すませてしまうのだと。

　そう思っていた、十五分後にそれはやってきた。

　その瞬しゆん間かんから、俺は立体的な困こん難なんに立ち向かうことになる。

　命をかけて。そしてなによりも大切なはずのその命を、軽々しく消しよう費ひして。

　意い識しきできないほど、一瞬のよそ見の間にそいつは現れたのだろうか。

　校こう舎しやに大きな影を生む巨きよ体たい。予よ兆ちようなき重量と、騒そう音おんの主ぬし。

　太陽と俺の間に、そいつは立っていた。

「巨きよ大だい、怪かい獣じゆう？」

　無数のトゲが生えた背中、長ちよう大だいな尾おに短い腕うで。見開いた目と不ふ揃ぞろいな牙きば。校舎を悠ゆう々ゆうと越こえる強きよう大だいな体たい軀くから生まれた棒ぼうのような影が、俺とグラウンドを消しよう灯とうするように暗く沈める。

　怪獣だった。巨大怪獣。開けば光線や炎ほのおが飛び出しそうな口もとが小こ刻きざみに動いている。まばたきのない目玉がぎろりと、グラウンドの方へ、俺の方へと向く。

　地じ震しんと、教室を潰つぶすものの正体。それは大きく、あり得なかった。

　黒こく褐かつ色しよくの胴どう体たいから生えた足が向きを変えて蹴けり飛ばすだけで、校舎が半はん壊かいする。乗り越こえようと振り上げた足が、崩くずれつつある学校を派は手でに踏ふみ潰す。あれで教室が潰されて、俺も死んだのか。こいつの移動だけで、俺たちがみんな死んだのか。

　なんだ、こりゃあ。

　想像もしていない危機の襲しゆう来らいに、俺の頭は完全に麻ま痺ひしていた。塞ふさがらない口の端はしから泡あわぐらいは噴ふいていたかもしれない。ついた腕と地面のどちらが震えているのかも分からなかった。

　怪獣が俺の方へ迫ってくる。グラウンドを踏みしめて、足あし跡あとを描えがいて。未いまだ尻しり餅もちをついている俺はその接近を無ぶ様ざまに見上げることしかできない。立ち上がって逃げようとか、そんな当たり前のことは思いつくのだけど、心しん臓ぞうから根が生はえて全ぜん身しんの動きを遮さえぎっているように、鼓こ動どうに包まれて身動きできない。まばたきもできなくなり、目玉が乾かわく。

　破は壊かいされた校舎の端はしから、潰れた生徒が滑すべり落ちていくのが見える。べしゃりと、校舎の残ざん骸がいに落下した人間の上半分が潰れてしまう。あれはなにあれはなに、と念じるような疑問が渦うず巻まいて逃とう避ひをする最さい中ちゆうも、現実は地面を揺ゆらして訪れる。

　怪獣が、俺を見下ろす。

　えへはは、と意味のない笑いが漏もれた。口は歪ゆがんで、他に言こと葉ばらしいものもなく。

　怪獣が、無む慈じ悲ひに動く。振り上げた足の巻き起こす風だけで身体からだが飛ばされそうになった。

　そして非ひ現げん実じつの塊かたまりが飛ひ来らいし、俺おれを踏ふみ潰つぶす。

　易やす々やすと、抵てい抗こうなく真っ平らになっていく自分は水たまりのようで。

　肉と骨ほねの同時に砕くだける感かん触しよくは、中ちゆう途と半はん端ぱなところでさえぎられた。







　Continue?




　　→Yes

　　　No







　死んだ俺は十一時五十分の教室に逆ぎやく戻もどり。そういうルールらしい。

　胸むな元もとを押さえて息いきを整ととのえながら、心しん底そこ安あん堵どする。生きている。怪かい獣じゆうの足に踏み潰されたはずの俺が五ご体たい満まん足ぞくに、席せきに座すわり込んでいた。カエルみたいにぺらっぺらにもなっていない。

　額ひたいの汗あせを手で拭ぬぐってから、どうするとまた葛かつ藤とうが始まる。グラウンドの中央に逃げてもだめだった。相あい手ては地じ震しんじゃない、怪獣だ。全長何十メートルとある怪かい物ぶつだ。シロナガスクジラが直ちよく立りつ不ふ動どうに迫せまってくるとあんな迫はく力りよくなのだろうか。人間の足あし下もとを行く蟻ありの気分が身に染みた。

　やつは、どこからやってきたのだろう。あんな巨きよ体たいが動けば大きな音もするし、街まちの被ひ害がいは甚じん大だい。ここに来るまでにその軌き跡せきを見逃すはずがないのに、校こう舎しやの側に登場するまで物音一つなかった。忍にん者じや怪獣とでも言い張るつもりか。宇う宙ちゆう忍者だって分ぶん身しんするぐらいだったぞ。

　あの場所に、最初に現れたと考えるべきだろう。あそこがやつの登場地点なのだ。そして登場した後は明らかに俺を狙ねらい澄すまして動いていた。偶ぐう然ぜんで片づけるには無理がある。偶然、こちらへ向かってきて俺を狙ったように踏み潰すなどという動きに意思がないとは、殺された身としては誰だれかに言わせたくない。

　やつは、『俺の』敵てきなんだ。そして『俺が』立ち向かわないといけない。

　……どうやってだ。無む茶ちやを言うもんじゃない。同じ背せ丈たけの相手とも殴なぐり合いで勝ったことがほとんどないのに。そもそも人類が力尽づくで勝てる相手なのだろうか。戦せん闘とう機きや戦車で怪獣に立ち向かって、始し末まつするところが想像できないのは幼よう少しよう期きに特とく撮さつ番組を見ていた弊へい害がいだろうか。

　考えがまとまらない。なにをすればいいのかまるで思いつかない。時間が短すぎる点も、焦しよう燥そうに拍はく車しやをかける。時計を見上げると、怪獣出現まで残り五分を切ろうとしていた。

　卑ひ怯きようなのは相手が非ひ常じよう識しきなのに、こっちが一いつ介かいの学生に留とどまっていることだ。超ちよう人じん的てきな身しん体たい能力に目め覚ざめた気け配はいはまったくない。死んでも生き返るようにはなったが、それでは根本的な解決にならない。救きゆう済さいとして巨大ロボットも用意されていないし、俺おれ自じ身しんが巨大化することもできない。光の星からウルトラマンがやってこないなら、せめてメーサー兵器でもくれ。

　とにかく、屋内にいては潰つぶされるだけなのだから教室を離はなれる必ひつ要ようがあった。行動を起こす前に右みぎ端はしの時じ刻こく表ひよう示じを確かく認にんする。やはり死ぬ前より二時間減っていて、その引き算のルールについては確かく定ていとしていいはずだ。残りは約六十五時間。単たん純じゆんに考えればあと三十二回は死んでも大だい丈じよう夫ぶということになる。もう二度と死にたくないし、次も生き返る保ほ証しようなどないのだが。

　またトイレと言い張って（教師からすれば一度目になるようだが）廊ろう下かに出てから、今回は最さい短たん距きよ離りで下げ駄た箱ばこを目指すことにした。今度はグラウンドどころか学校の外に逃げてしまおう。

　やつが俺おれを正確に追ってきて、その移動によって被ひ害がいが増えるだけだとしても大人しく殺されるわけにはいかない。そもそも、殺されたってやり直しになるだけだ。俺は自分を犠ぎ牲せいにすることもできそうにないわけで一体、この命の軽さはどうなんだと本気で憤ふん慨がいしそうになる。

　階段を一段飛ばして駆け下りる。逃げろ逃げろと追い立てられる心しん境きように陥おちいりながら踊おどり場を蹴けって曲がろうとすると、その途と中ちゆうで駆け上がってきた相あい手てと肩をぶつけた。

　お互たがいに壁かべに背中を打ちつける。そのまま足を滑すべらせて落ちようとしていたやつへ咄とつ嗟さに手を伸ばして引き上げた。そいつも落ちないようにと必ひつ死しだったらしく、考えなしに抱きついてくる。支えようとしても間に合わず、勢いのままに押されて今度は壁と腰こしがぶつかり、鈍にぶい悲鳴をあげた。

　そうして落下を逃れた後、腰に抱きついていた女子がすぐに離はなれる。こっちも座すわり込んだまま足を動かして、壁に沿そって後ずさってしまった。

　そうして一定の距きよ離りを取ることで、その相あい手てがだれかを理解する。
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　保ほ険けん委い員いん長ちようの敷しき島しまだ。濡ぬれ烏がらす、青みかかった黒くろ髪かみを真っ直ぐ伸ばした女子で男には好すかれるが女には嫌きらわれる。つまり美人ということだった。とりあえず黒い髪の美少女だと思っておけばいい。素す性じようの説明は後。事こと細こまかにその容よう姿しを観察して詳しよう細さいを述のべている時間も今ない。

「藤ふじくん、だったわね」

　これまで接点もほとんどないはずの俺おれの名みよう字じを口にする。探さぐるような口ぶりで。

「今、授業中なんだけど」

「お互たがいさまだろ」

　どちらの声もどこか上うわ擦ずっている。抱きついて接せつ触しよくしたから、という理由だけでは説明しきれない焦あせりのようなものが敷島の表情から窺うかがえる。額ひたいと頰ほおが引きつるように細かく動いていた。

「俺は、その、トイレ」

「なんで、二階のトイレに、行かないの」

　お互い、喋しやべり方に妙みようなくぎりが生まれてしまう。怪あやしい。敷島は授業をサボるような不ふ良りようではないはずだ。詳くわしくはないがそんな噂うわさを聞いたことはないし、見た目が真ま面じ目めそうだ。

　根こん拠きよになっていない評ひよう価かも一部含ふくまれるが、つまりなにか異い常じよう事じ態たいにでも見み舞まわれない限り、授業中の教室から離はなれてうろつくことはない。そして、その異常事態はまだ起きていないはずなのだ、俺以外の人間からすれば。

　それなのにこうして、肩をぶつけるという意味を見み失うしなってはならない。

「そっちは？　授業中なのに」

「私は不良だから、好すきな時間に校内歩いていいの」

　敷島が平然と言う。好きに歩いている割わりに教室前の廊ろう下かを通るところなど見たことがない。つまり大おお噓うそだ。大だい体たい、不良は免めん許きよじゃない。やるのは勝かつ手てだが、やっていいという許きよ可かになるものか。

「好きな時間、って割わりに焦っているように見えるけど」

「そっちこそ」

　視し線せんが錯さく綜そうする。敷島と俺のどちらも、相手の不ふ審しんな部分を見つけようと忙せわしなく目が動き続けている。そして時とき折おり、天てん井じようにもその目がいく。まるで、潰つぶれることを恐おそれるように。

　その目の動きから察するものが行き着くところは、お互いに同じ場所のようだ。

「ひとつバカみたいな質しつ問もんしていい？」

「どうぞ」

　敷島の思わせぶりな前振りに頷うなずく。どこまで一いつ気きに踏ふみ込んでくるか、と覚かく悟ごを決めると。

「藤くんって、ひょっとして記き憶おくがあるの？」

　敷島から先に核かく心しんを突つこうと、強く踏み込んできた。心しん臓ぞうが強く跳はねる。

　記憶への言げん及きゆう。更さらに授業中にもかかわらず教室を飛び出してこんなところにいることが、お互たがいの立場を説明している。俺おれの表情から動どう揺ようを読み取り、敷しき島しまが察したように身を引く。

　髪かみを搔かき上げながら、「ふぅん」とジト目で俺を観察してきた。

「じゃあ多た分ぶん、あなたのせいだったのね。偶ぐう然ぜんにせよ、丁ちよう度どよかった」

「お前は……いや、話している余よ裕ゆう、」

「ないわね」

　そう呟つぶやいた直後、立ち上がった敷島が走り出す。俺も慌あわてて、その後を追った。急がないとあの怪かい獣じゆうに潰つぶされるし、なにより敷島には色々と聞きたいことがある。

　敷島は一階に下りてから、靴くつも履はき替えないで外へ出る。俺は脱ぬぎかけていた上うわ履ばきをどうするか悩なやんだあげく、敷島に倣ならうことにした。走り出すと上履きが前方に飛んでいって靴くつ下したとなってしまうが、拾ひろうのも諦あきらめて敷島の細い背中を盲もう目もく的てきに追いかけることを選んだ。

　敷島はグラウンドではなく正門付近へと走っていく。敷島も校外へ逃げるという考えに行き着いているのだろうか。しかし走っていて悟さとるが徒と歩ほで怪獣と競きよう争そうして逃げ切れるはずがない。ゾウとネズミが競争したら、ネズミが勝つことはあり得ないのだ。

　敷島もそこは重じゆう々じゆう承しよう知ちのようで、校門には直接向かわない。駐ちゆう車しや場じように停とめてある白のベンツに取りつく。なんてことなく出した鍵かぎを操そう作さして扉とびらを開けた後、当然のように乗り込んだ。

「おいこれ、」

「教きよう頭とうの車ね」

「そうだよ。なにを簡かん単たんにドア開けているんだ」

　などと言いながらも助じよ手しゆ席せきの方に乗り込む。座すわってすぐ気づいたが、車内には煙草たばこの臭においが染しみついている。シートに背中をつけると、背はい後ごからその臭いも迫せまってきて気分が悪い。

　敷島がこちらを横よこ目めで窺うかがう。

「私、教頭先生と付き合っているの。鍵は貸してくれたわ」

「………………………………………」

「黙だまらないで、噓うそに決まっているじゃない。先生から盗んできたのよ」

　それはそれで立りつ派ぱな問題だ。でもそちらの方がまだ反はん応のうに困こまらなくて済すむので助かる。

「えと、こう？　鍵を、こう」

　敷島がエンジンをかける段階でもたつく。鍵を刺さす場所も分かっていないようで、上じよう半はん身しんが右う往おう左さ往おうしている。ここまで的てき確かくかつ一直線に動いてきたこともあって、手て際ぎわの悪さが際きわ立だつ。

「運転したことないのかよ」

「あるわけないでしょ」

「ないのに自信満々に乗らないでくれませんかね」

　十二時が迫っているのに。敷島の腕うでを取り、鍵を刺し込む位置に誘ゆう導どうする。「なんで知ってるの」と言いつつも敷島が鍵を捻ひねってエンジンを起き動どうさせた。それはいいが運転したことないやつがハンドルを握にぎりしめて、肩かたが強ばっているのを助手席から見守るのは心しん臓ぞうに悪いなんてものじゃない。ここは教習所じゃないし、助じよ手しゆ席せきにブレーキもないのだ。

　俺おれが運うん転てんする、と言う前に車が動き出してしまう。加か減げんが分からずにアクセルを思い切り踏ふみ込んだことで、ベンツが急加速する。シートベルトも忘れているので、二人して車内で跳はねそうになった。シートに身体からだを深く沈めながら、腰こしと首の裏うらの痛いたみに顔をしかめる。

「お前なぁ！」

「初めてなのよ、大おお目めに見て」

　涼すずしげな態たい度どを装よそおう敷しき島しまも顔つきだけはごまかせない。頰ほおと目の端はしが引きつっていた。

　直進して向かい側の車に衝しよう突とつしそうな勢いきおいだったが、ハンドルを派は手でに回して左さ折せつする。校門の方へなんとか車を向けて、また力加減など放り捨てて力強くアクセルを踏み込んだ。それは初しよ心しん者しやだからという理由以外にも、怪かい獣じゆうから少しでも逃れようとする心しん理りが働はたらいているのだろう、と同じ身の上であるから理解はできる。しかし、校門を通つう過かする際さいに擦こすれ合う教きよう頭とうの車の側面が悲鳴を上げるのは擁よう護ごしようがない。

　近未来レースゲームでダメージゾーンを通過するときのような音が耳の裏に聞こえてくる。

「おい削けずってる、削れてる！」

「しゃーないでしょ！　初めてなの！」

　敷島がそのまま強引に左折する。サイドミラーが派手に接せつ触しよくして、あり得ない角度を向く。その開き具ぐ合あいに教室の天てん井じようとの接触で首を折おった片想いの女の子を思い出して吐はきそうになった。恋こい心ごころも一いつ緒しよに出てきそうなので、慌あわてて胃いに戻した。喉のどの焼ける味が往おう復ふくする。

　口を押さえながら時計に目をやると、そろそろ十二時になろうとしていた。

　こんな短い時間でどれくらい逃げられるのだろう。

　なんとか外に出た傷きず物ものベンツが道路の真ん中を走る。おいっ。線などまるで無む視し、対たい向こう車しやもどこ吹ふく風。右に流れようとする車を戻そうとして左にハンドルを傾かたむけて、結果今度は左に、そしてまた右に……と分かりやすく暴ぼう走そうしてくれる。蛇だ行こう運転もいいところだ。

　怪獣より危ない女がここにいた。

「あーもう、変われ！　俺が運転する！」

「ちょっと、ハンドル摑つかまないで危ない怖い！」

「妨ぼう害がいされた方が普通に運転するより真まっ直すぐ進んでいるのはどういうわけだ！」

　道路の脇わきに衝突気ぎ味みに自動車が停まる。狭せまい運転席で強引に敷島と入れ替わろうとして、お互いの顎あごを肘ひじで殴なぐるような揉もみ合いとなった。敷島の方は腹はらいせにわざとかもしれない。顎を痛めながらも席を交代して、ハンドルを握にぎる。それとギアをＲに変へん更こうする。

　教頭が特にこだわりなくＡＴ車に乗っていて助かった。こっちなら、なんとかなる。

　バックした後、ギアを戻して正面へ走り出す。脇の看かん板ばんに従したがえば真っ直ぐ走ると柿かきの販はん売ばい所じよがあるようだ。今は五月で季き節せつ外はずれだから、販売所も機き能のうしていないだろう。そんなどうでもいいことをよそ見しながら考えた後、次に敷島の様よう子すを窺うかがう。口を雛ひな鳥どりのように開けていた。

　真っ直ぐ走る車をしばらく体たい験けんした後、その口が閉じて低い声で話しかけてくる。

「なんで運うん転てんできるの？」

「説明書を読んだのよ」

「同学年なのに」

「アメリカでは十六歳から免めん許きよが取れるところもあるんだ」

「ここは日に本ほんよ」

　嚙かみ合わない会話だがその最さい中ちゆう、面おも白しろくなさそうに膨ふくれる敷しき島しまがかわいいので良しとする。

　無免許に決まっていた。だけど悪いことをやりたくなるお年とし頃ごろでもある。そんな俺おれでも自動車の鍵かぎを盗ぬすむなんて大それたことはやったことがない。敷島の方が豪ごう胆たんと言える。

　盗んで無免許運転したことも大問題だが、教きよう頭とうからすれば愛あい車しやの被ひ害がいの方が痛いたいだろう。既すでに助じよ手しゆ席せき側がわのミラーと車体の塗と装そうは見るも無む惨ざんというやつである。返しに向かったら敷島と一いち蓮れん托たく生しように轢ひき殺されかねない。

「これで生き残ったら教頭に殺されるな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。みんな死ぬもの」

　こちらの軽かる口くちと大差ない軽々しさで、敷島が現実を述べる。

　運転中でも思わず顔を助手席の側へと向けて、敷島を凝ぎよう視ししてしまう。

「あの学校にいて、生き残れる人なんかいないわ」

　その言こと葉ばに側そく頭とう部ぶを殴なぐられるような衝しよう撃げきを受けて、意い識しきが飛びそうになる。

　側面の線を飛び越こえて、畑に頭から突つっ込む。前ぜん傾けいとなってハンドルに頭とう部ぶを強く打ちつけてしまう。敷島もサイドボードに身体からだを打って呻うめいていた。そんな敷島に詰つめ寄よる。敷島は俺の剣けん幕まくに身体を引こうとして、今度はガラスに後こう頭とう部ぶをぶつけて強く左目を瞑つむった。

「死んだ？　みんな死んだのか？」

　頭の右側は真まっ白になったままだ。口先は足が痺しびれたときのように、感かん覚かくがない。

「なによ、今いま更さら……あなた、破は壊かいされる校こう舎しやを見なかったの？」

「見たけど、見たけどさ。俺の友達も？」

「死んだわ」

「俺の好すきな子も？」

「誰だれなの？」

「それは、言えないけど」

　なにも言えないままに、死んだのか。席せきに座すわり直して、目もとを手で覆おおう。

　一度目と二度目の死に際して見た暗あん黒こくよりも、少しだけ光の透すけた闇やみだった。

「そうか、死ぬんだ……俺たちが逃げても、あいつらは……」

　どこへ行くのだろう。バージョンが上がったことで、歪ゆがんだこの世界に魂たましいの抜け道はあるのだろうか。密みつ閉ぺいされた魂の氾はん濫らんで、急に空が破は裂れつしてしまう場面を想像してしまう。

「ふぅん。あなたは、自分が助かればいいや、とは考えないわけね」

「そりゃあ、そうだろうっ」

「そういう考え方は、できれば藤ふじくんには持って欲ほしくないんだけど」

　敷しき島しまの声は冷たい。その上、言い分が母親を思い出して反発が芽め生ばえる。

「俺おれの考え方とか道どう徳とくに口を出さないでくれ。こっちも干かん渉しようする気はないんだからさ」

　たとえ敷島が自分以外どうでもいいと判断して動いていても、それを批ひ難なんする気はない。

　現げん代だいっ子こ同どう士し、議ぎ論ろんはよそうぜと持ちかけてみたが敷島は尚なおも否ひ定ていする。

「嫌いやよ。あなたが死ぬと困こまるから」

　まるで艶つやのない調ちよう子しだった。迷めい惑わくをかけられて、呆あきれているような風ふうでさえある。

　なんだいそりゃあと言いたいところだったがそれより早く、敷島が溜ため息いきをつく。

「ここまでね」

「なにが？」

「今回は逃げるのを諦あきらめたってこと。見て、後ろ」

　敷島が後ろ側を指差す。シートに捕つかまるようにしながら振り向くと、怪かい獣じゆうがフェンスや校こう舎しやをまたぐような大おお股またで、こちらへやってくるところだった。他のものには目もくれていない。

　あと十歩も進めば、俺たちを足あし下もとに捉とらえるだろう。

　この距きよ離りで車を畑から引き上げて走らせることなど、間に合うはずもなく。敷島が諦めたのはそういうわけだろう。それでも、逃げられやしないと分かっていても扉とびらを開けて、車の外に出る。敷島は車内に留とどまり、顎あごに手をやる。俯うつむき、なにかを思し案あんしている顔つきだった。

　怪獣が一歩前進する度たび、腹はらの底までもが飛び跳はねて震ふるえるようだった。デカイというのは、純じゆん粋すいに力強い。突とつ起き物ぶつだらけの背中も、不ふ揃ぞろいながら鋭するどい牙きばも威い嚇かくには十じゆう分ぶんな効こう果かだった。

　こいつは、一体なんなのだろう。どこからやってきて、どう、生まれたのだろう。

　生命の循じゆん環かんから生まれる流れとは明らかに異ことなる、作さく為い的てきな巨きよ大だい生物。こいつを用意したやつがどのような正体を持つのかは分からない。しかし世界を繰くり上げた犯はん人にんがたとえ天の意い思しだろうと人じん為い的てきなものだろうと、そいつが望むのは俺たちや周まわりの人間がこうしてひしゃげ、蹂じゆう躙りんされて絶ぜつ叫きようするところなんだろう。それと同時にこうした絶望的な状じよう況きようを打だ破はしろと、あくまでも余よ興きようの観点から期き待たいを寄せている。知恵を使えと、勇気を振ふり絞しぼれと。

　そういうものを望む理り不ふ尽じんな意思が、怪獣の凶きよう悪あく面めんの向こうに透すけて見えていた。

　そんな身み勝がつ手てなものに応えるのは、怒いかりしかなかった。

　なんで俺たちなんだと。俺たちを狙ねらうんだと、迫せまる怪獣に怒るしかなかった。

　移動して運うん転てん席せきの窓まどから顔を出した敷島が、制せい服ふくの袖そでを引っ張ってくる。

「藤くん、下げ駄た箱ばこに集合ね」

「は？」

　敷島が、無理をするように笑う。どれだけ気取っても下した唇くちびるが震えていた。

「また後で会いましょう」

　それが今こん生じようの別れの言こと葉ばとなった。俺おれの目の前で、車ごと敷しき島しまが肉にくせんべいになって。

　その命の灯ともし火びが潰ついえたことで、世界は消しよう灯とうする。







　Continue?




　　→Yes

　　　No







　教室に引き戻されてまず考えたのは、俺は死んでいないのに、ということだった。

　さっき敷島が死んだ瞬しゆん間かん、俺はまだ生きていた。けれど暗あん転てんしてリスポーン地点に戻されたということは、どちらが死んでもゲームオーバーなのだろう。残り時間もしっかりと二時間引かれている。七十二時間からカウントが始まっているので、既すでに十時間弱じやくを消しよう費ひしたことになる。

　こうして時間の消費に注ちゆう目もくすると、比ひ較かく的てき早期に敷島と出会えたのはお互たがいにとって幸こう運うんだったかもしれない。自分がいくらがんばっても、相あい手てが死んで何度もおシャカにされては堪たまったものじゃない。敷島が最初に言っていた『あなたのせい』とはそういう意味のはずだ。

　一つ、自分を取り巻くルールを理解する。それは光こう明みようどころか、重おも荷にになりかねないが。

　次に考えたのは、周まわりの同どう級きゆう生せいをどうにかして校こう舎しやの外に逃がす方法はないだろうかということだった。校舎内の全員を避ひ難なんさせることが理想だが、一体どうすりゃあ逃げてくれるのか。怪かい獣じゆうを見たら教科書を放り捨すてて逃げるだろうが、それでは遅おそすぎる。

　武ぶ装そうした暴ぼう漢かんがひとしきり暴あばれて、親切にも生徒を外に追いやってくれないものだろうか。授業中の暇ひまなときにはよく人の頭にやってくる暴漢さんだが、実じつ際さいに登とう場じようを期き待たいしてもそいつは無理というものだろう。大だい体たい、そんな都つ合ごうのいいやつが来るはずもなく。さぁどうしよう。

　そんなことを考えている間にも時計の針はりは淡たん々たんと進んでいく。遠い道のりに思えて辟へき易えきしていた授業時間があっという間に消化されてしまう。敷島のもとへ行かないといけない。死に別れる直前、下げ駄た箱ばこに集合と言っていたな。

　しかしあいつに言ったとおり、俺はこの周りの連中を見み捨すてることを良しとできない。気の合う友達だっているし、片想いの女の子だっている。それをいくら自分の命が大事だからと、人との積み重ねを破は棄きしろと。そんなことは無理だった。なんとかならないか、と黒こく板ばんを睨にらむ。

　もういっそのこと校舎を燃やしてしまうか、と冗じよう談だんで考えたが存ぞん外がい、悪くない気もした。酷ひどい思いつきだが、怪獣の出現より前に危険を作ることで避難させるというのは効こう果か的てきに思える。問題としてはそこまで火が早く回るのか、そして逃げ遅おくれたやつがその火に包つつまれて死し亡ぼうしたら、俺おれが人殺しになるということだ。死んでしまったら本ほん末まつ転てん倒とうもいいところである。

　考える時間がない。敷しき島しまはもう俺を待またずに逃げてしまっただろうか。だけど敷島が無ぶ事じでも俺が死んでしまえば台だい無なしだ。逃げないといけない。いやもう間に合わないかもしれない、と時計を見上げながら中ちゆう途と半はん端ぱさに悔くいいる。このままなにもせず逃げたら、本当にムダになる。

　良い目が出るとは到とう底てい思えないけれど、悪あがきとして訴うつたえてみることにした。

　でも、なんて言えばいいわけ？

「先生！」

　急せかされるように勢いよく立ってみたものの、考えは纏まとまらず。

　周しゆう囲いの注ちゆう目もくが不ふ快かいに肌はだを擦こするのを感じながら、卑ひ屈くつに、顔を歪ゆがめる。

「今日、は避ひ難なん訓くん練れんとかありませんでした？」

　その発言の直後、教室中が沸わく。大笑いだった。寝ねぼけているとでも思われたのだろう。

　笑うな。笑ってもいいから逃げてくれ。願う一方で、彼らの気持ちもよく分かる。俺に記き憶おくがなければ、敷島が飛び込んできてこんなこと言い出しても笑うばかりだったはずだ。

　教きよう師しが嫌いやな目で見てくる。授業を邪じや魔まする生徒へ向ける、煩わずらわしさの籠こもった目つきだ。大人はすぐにそういう目で子供を見る。なにもできないのに出しゃばるな、というように。

　なにかできることを見つけたのが大人だとでもいうように。

　窓まどに近づいて、身を乗り出すようにして外を覗のぞく。教師から授業中に立ち歩いていることを注意されるが、もう知ったことではない。バカをやっている間に時間が来てしまった。

　まもなくこの校こう舎しやの付近に怪かい獣じゆうがやってくる。空から降ってくるのではなく、地面を割わるわけでもなく、遠くから転てん送そうでもされるように。逃げることは無理ならせめてそれを見み届とどけて、なにか得るものはないかとじたばた動く。数分、いや数十秒後に死ぬことを知りながら。

　密みつ室しつで、天てん井じようが降ってくる最さい中ちゆうにちょろちょろ逃げ回る小動物のようだった。

　なにかあるのか、と窓まど際ぎわの席せきの生徒が動いて一いつ緒しよに窓の外に首を出す。その直後、校舎の角かどに寄り添そうように怪獣が一いつ瞬しゆんで出現を果たす。その巨きよ体たいの影に俺たちは吞のまれて、夜を迎える。

　そして怪獣の発見と同時に、グラウンドに敷島が立っていることに気づいた。

　こちらの教室を見上げて睨にらみ、腕うでを組んでいる。仁に王おう立だちというやつで細い肩を怒いからせて、分かりやすく怒おこっているようだった。俺が下げ駄た箱ばこに現れなかったからだろう。半分ほど怪獣の影がかかって、黒い外がい套とうでも羽は織おっているようだった。俺の教室が見える位置でそうしているということは、『今回』を諦あきらめたのだ。

　目があった後、『バーカ』と敷島の口が動いた。反論の余よ地ちもない。おっしゃるとおり。

　だから今回、怪獣に潰つぶされるのは俺であるべきなんだろう。

　教室が歪む。段ボール製のおもちゃ箱が上から潰れるように、中なか身みも崩ほう壊かいしていく。

　肉にくが舞まう中で死ぬ寸すん前ぜん、なんの成果もあげられないまま潰れていく自分に幻げん滅めつする。

　あぁ、俺おれは、なんというバカな死に方をしたのだ。
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　現げん状じよう、なにもできないし思いつくこともできないと悟さとった。だから今回は素直に教室を出て、下げ駄た箱ばこを目指して走った。今回は、という考え方と次回は、という淡あわい希望を持っている自分に気づく。それはつまり既すでに今回でなにかしらの目的を達成することは無理だろうという、次を踏ふまえての諦あきらめが出で来き上あがっているわけで、軽く絶ぜつ望ぼうする。俺は、或あるいは敷しき島しまがまた怪かい獣じゆうに殺されるのだ。俺はそれを認みとめたうえで教室を独ひとり出て、下駄箱に向かっているのだ。それは、気持ちが悪い。自分が死ぬことを受け入れる覚かく悟ごもないまま、軽けい薄はくに命を見み捨すてている。

　階段で敷島とぶつかることはなかった。とっくに下駄箱の前に来ていたからだ。

　壁かべに寄りかかって、片足を引っかけながら不ふ機き嫌げんそうにむくれている。俺が近づくと一いち瞥べつはするものの、すぐに目を逸そらした。俺のバカげた行こう為いがお気に召めさないらしい。

「やり直しって案あん外がい不ふ便べんね。携けい帯たい電話の番号を聞いても毎回登とう録ろくしないといけないのよ」

「教えておこうか？　暗あん記きすればいい」

「いいわ、きっと覚えられないもの。私、日に本ほん史しとか苦にが手てだから」

　敷島が壁を軽く蹴けって離はなれる。数すう歩ほ進んでから反転して、俺に向く。機嫌の悪さも整理がついたのか、澄すました顔つきに戻っていた。そうして敷島が普ふ段だん通どおりに立っていると、安心するものがある。一度は真まっ平たいらに潰つぶれて中なか身みを見てしまった間あいだ柄がらだ。ある意味、裸はだかを見たとかよりも気まずいものがある。俺の目の前で、敷島は確かに一度死んでいるのだ。

「来なかったら教室に行って、引きずってでも連れて行くつもりだった」

「放送で呼び出してくれる方が助かるなぁ」

　この廊ろう下かの突つき当たりに丁ちよう度ど、放送室があるわけだし。

「あ、電話番号教えておこうか。手間いらずになるよ」

「いらない。今いま更さら聞いてみるけど、死んだ感想はある？」

　なんてことないように聞かれると困こまるものがあった。

「死んだ、って言っていいのかな。潰されるときにあまり痛いたくないのが救いか」

　痛みを感じるより早く巻き戻される。意い識しきも途と切ぎれないし、『死』の実じつ感かんは鈍にぶい。

「死んだ後は？　目の前が真っ暗になって」

「あぁ。それで、コンティニューするか選せん択たくが出る。気づかない内にイエスを選んでいるけど」

　敷しき島しまが頷うなずいた。同じ症しよう状じようらしい。敷島が両手を広げて、またうろうろと歩きまわる。

「あの選択って、誰だれがしていると思う？　私たちの意思か、それとも凄すごく偉えらい人？」

　俺おれに聞くなよ。きっと先生も教えてくれないことだぜ、それ。

　神様という言こと葉ばを口にしかけたが、どうにも事態が俗ぞくっぽいので口をつぐむ。

「藤ふじくんがノーを選んで、私がイエスとしたらどうなるんだろう。藤くんを除じよ外がいして再さい開かい？」

「さぁね。選ぶ方法も分からない」

　なんだか混こん乱らんしそうだが、死んだ後に選択する余よ裕ゆうなんかないのだろう。だから選べない。肉にく体たいは潰ついえて、吐はき出されるか逃げ出すかした魂たましいが本ほん能のうでその問といに答えているのかもしれない。それなら、俺が諦あきらめないうちは勝かつ手てに復ふつ活かつする、の、だろうか。まるで確かく証しようがない。

　記き憶おくを引き継ついでいるやつが俺と敷島の二人きりというのも確定ではないのだ。だけど一人が死んだらやり直しというこのルールが続くなら、人数が増えるほどに不ふ利りになる気もする。

　分からないことばかりだ。でも、俺は意い識しきしていなかっただけで普ふ段だんから『分からないこと』ばかりに包まれて生きてきた。携けい帯たい電話の仕組みも、パソコンの仕組みも深く考えたことがない。自分の髪かみや目が他の人と異ことなることも、地ち球きゆうの存そん在ざいも、深しん海かいの果はても。分からないまま生きているし、不ふ都つ合ごうすら感じない。想そう像ぞうを巡めぐらさないまま、ただ、ここにいる。

　それを当たり前として受け入れてなんの疑問も持たなかったのは、不自然じゃないのか。

　敷島が俺の前に戻ってくる。じろじろ、身体からだの輪りん郭かくをなぞるように観察される。

「とりあえず、顔見知りが目の前で潰つぶれると、良い気分ではないわね」

「普通の反はん応のうだな」

「そう、私って普通なの。だから困こまっているんだけどね、怪かい獣じゆうなんか出てきて」

　目を伏ふせつつ、敷島が苦く笑しようを浮かべた。死に疲つかれたような青白い顔に、こっちも似にたようなものだと親しん近きん感かんを抱いだく。なぜ自分が、と周まわりを恨うらみたくはないが今回は自制できる自信がない。

　光こう明みようなどどこにもないのだ。

　天てん井じように目をやり、話し込んでいていいのだろうかという気になる。逃げながら、とも提てい案あんしかけたが果はたして本当に、俺たちはこんな短い時間で怪獣を引き離はなせるのか。

「今のところ分かるのは、私と藤くんが一いち蓮れん托たく生しようってこと」

　握あく手しゆの一つもするべき場面かもしれないが、どちらも天井に気を配ってしまう。

　なんで俺と敷島なんだろう。近くにその答えは転がっちゃいない。

「運うん命めい共きよう同どう体たいの相あい手てが私で嬉うれしい？　それとも片想いの女の子じゃないと不満？」

「冴さえない男子と運命を共ともにするよりはずっとマシ」

　学生という身み分ぶんを同じ団体とするのは少々あやふやな部分もあるが。突つっ込むのも野や暮ぼだ。

「私も藤くんで良かったかも。あなた、本物のお人ひと好よしみたいだし」

　胸むねをノックするように軽く叩たたいてくる。まったく褒ほめられている気はしない。お人好しだろうと人の死に心を痛いためようと、結果として見捨てて教室を出ているなら心の機き微びなど無む価か値ちだ。

「敗はい北ぼく条じよう件けん１（仮）、時間切れ。敗北条件２、藤ふじ、敷しき島しまいずれかの撃げき墜ついってところね」

「撃墜ってあなた」

　なんとかロボット大たい戦せんじゃないんだから。呆あきれている間に敷島が一いつ歩ぽ詰つめ寄よってくる。

　こちらの胸むねの前まで顔を突つき出した後、身体からだを逸そらすようにして近づけてきた。敷島の顔が間ま近ぢかにやってくる。こんなときに、と言われそうだがどぎまぎした。

　動きに勢いきおいがあるので胸むなぐらでも摑つかまれるかと覚かく悟ごしたが、敷島の左手は腰こしにある。

　残る右手の人差し指を俺おれの胸に突きつけながら、顔を見上げてきた。

「あなたと私の命は、同じ価か値ちがある」

　そう言った後、敷島が自分の胸むな元もとを指す。こんなときに、と言われそうだが敷島の胸元に目をやることに様さま々ざまな意味を含めてしまう。敷島本人はその視し線せんに気づいているのだろうか。

「一人じゃ生きられないの。身に染しみてくれた？」

「ああ。自分のようにお互たがいを大事にしよう」

「そういうこと。だからこれからも一いつ緒しよに行くわよエイサップくん」

「いつから俺は聖せい戦せん士しになったんだ」

　身体を引いた後、敷島が意外そうな目を向けてくる。

「知っていたの。博はく識しきね」

　それはこっちが言いたい。

　さっきの例え話といい敷島にロボットアニメの知ち識しきがあることに驚おどろきつつ、その後に続く。

「兄がロボット好ずきなの。で、プラモデルを買ってくるんだけど不ぶ器き用ようだから、私に作らせるのよ。色いろ塗ぬりとかして作っているうちに、それなりに詳くわしくなったわ」

「へぇ……器用そうだもんな、敷島」

　運うん転てんは素人しろうと丸出しだったけど。思い出しかけて、潰つぶれた敷島も連想しかけたので打ち切る。

　頭を振っていると、敷島に髪かみを摘つままれた。なんだよ、と目を向ける。

「ところであなた、エイサップじゃなかったら名前なんだった？」

　あまり名乗りたくないが、聞かれた以上は答える。

「アリッサ・藤」

「女の子みたいな名前ね」

「悪いか」

「いいえ。まるで未来が分かっているように的てき確かくな名前だと思うわ」

　敷島が俺の髪を指に巻く。人差し指の関かん節せつに巻いて、にやにやと笑ってきた。

「髪もサラサラで。羨うらやましい限りだわ」

「……俺はあんたの髪の方が羨ましいがね」

　この金きん髪ぱつのせいで生せい徒と指し導どうには引っかかるし、ガキの頃ころから運動会でムダに注ちゆう目もくを集めるし。名前も気に入らないがなにより、母親譲ゆずりの髪かみの色が大だい嫌きらいだった。搔かきむしりたい。

　どうして俺おれは日に本ほん人じんである父親の見た目を引き継つげなかったのだろう。

「名前は母親が決めたんだ。親父はもっと別の名前にしたかったらしいけど」

「嫌いなのね、名前」

　敷しき島しまが嬉うれしそうに指し摘てきしてくる。意い地じ悪わるいな、こいつ。口をへの字に折おることで返事とした。

「安心しなさい。どうせ私は藤ふじくんとしか呼ばないもの」

「優やさしいねぇ」

　敷島が髪をほどいて離はなれた。ついでに優しいというお世せ辞じを鼻で笑ってくる。

「藤くんの方がよっぽど優しいじゃない。今も、同どう級きゆう生せいを気き遣づかっているみたいだし」

「気遣うだけじゃ、なぁ」

「そうね。救いたいならこれぐらいしなさい」

　敷島が廊ろう下かの方へ向かう。なんだろうと離れて追うと、躊躇ためらいなく火か災さいベルを押した。

　けたたましい警けい報ほうが鳴り出す。豪ごう雨うのように訪おとずれる騒そう音おんの中で、感心の声をあげた。

　なにも本当に燃やさなくても、そうした悪戯いたずらで外に誘ゆう導どうすればいいのか。

「賢かしこいな、お前」

「普通の発想だと思う。それにこんなの悪戯と思って、これぐらいでは逃げてこないわよ」

　時間もないし、と付け足たすのが唇くちびるの動きから見て取れた。それは俺たちも同じだ。

「時間、ないよな」

「いいのよ。逃げないから」

　さらりと言われてしまう。それは『ここで死にます』と宣せん言げんするに他ならない。

　敷島と俺の死は結果こそ同一だが、過か程ていは違ちがう。巻き込まないでほしいが本ほん音ねである。

　しかし敷島が自分の髪を落ち着きなく弄いじっているのは、平気じゃない証しよう拠こなのだろう。

「逃げないって……じゃあこれは、なんだ？」

「自じ己こ紹しよう介かい。それとお互たがいの命を尊そん重ちようするという約やく束そくを交わしたかったの」

　一いつ緒しよに死ぬことは平びよう等どうだが、尊重ではない。もっとも、これだけ軽けい薄はくに死んでは生き返っている命など尊とうとくもなければ、重くもないか。

「あぁ、そういう……そっちもか、参まいるな」

「まいる？」

　背せ伸のびして聡そう明めいな印いん象しようしかない敷島にしては珍めずらしく、幼おさなさを含ふくむ発音だった。

「死ぬことを前ぜん提ていに行動しているってこと。良くも悪くも慣なれてきた感があってさ」

「……そうね、感心しない」

　そういう割わりに軽い安あん堵ど感かんを覚えるような調ちよう子しだった。仲なか間まを見つけて安心でもするように。

「残り時間はもうすぐ六十時間を切るけど。まだ六十時間ある、と前向きに捉とらえて活用しましょう。恐らくこれからもっと死ぬけれど、意味なく死ぬのは避さけたいの。死を積み重ねて、生きるのよ」

　敷しき島しまが自分から見て右みぎ端はしを指差しながら言う。確かく認にんはしていなかったけどやっぱり、敷島にも時じ刻こく表ひよう示じが見えているようだ。見えている場所も一いつ緒しよ。同どう一いつ規き格かくのゲームらしいな、これ。

　そして敷島は前回の俺おれみたいな死に方は止めろと、暗あんに言っているように聞こえる。確かに敷島からすればムダ以外のなにものでもなかっただろうが、状じよう況きようを変えることの困こん難なんさが身みに染しみた、と今の俺は解かい釈しやくしている。敷島の言うとおり、前向きに捉とらえていこう。

　勝てない敵てきがいるなら、レベルをあげるしかない。……あがっているのかな、リセットの繰くり返しで。たまには戦せん闘とうなんか無む視ししてあれもラブ、これもラブとあがってほしいものだが。

　でも、あがるはずないか。

　やり直せるといっても、いきなりボスと遭そう遇ぐうするしかない。

　そして負けてしまうのだから一いつ向こうに経けい験けん値ちは増えていかない。レベルが上がらない。

　強くならないままニューゲームを繰り返しているにすぎないのだ。

「次回もここね。急いで来て、めいっぱい逃げてみるから」

　敷島が足を大げさに持ち上げて床ゆかを踏ふむ。怪かい獣じゆうもこれぐらいのスケールで俺たちを踏み潰つぶしているんだろう。酷ひどい現実だ。俺は道を歩く度たびに虫を踏み潰して生きてきたかもしれないが、その痛みを知る意味なんてどこにもない。人は虫の無む残ざんな死に方から目を逸そらし、食べている肉の悲鳴から耳を塞ふさいで生きるべきだ。人は立場の違ちがうものを本当に理解することなんてできない。また、したところでそこが見下ろす位置であるのなら、飛び込む勇気を持っていない。

　価か値ち観かんとは凝こり固かたまっているものだから。自分が思っている以上に、ずっと。

「聞いてる？　また教室でみんなを救おう、とか考えていない？」

　返事がないことに焦あせるように、敷島の言こと葉ばと指が胸むねを打つ。

「聞いてるよ。デートの待まち合わせにしてはときめかない」

　胸がざわつくが、踊おどっちゃあいないのだ。

　その不ふ快かい感かんを虫むし下くだしあたりで解決したくなりながら、虚きよ勢せいを張るように元気よく頷うなずく。

「運うん転てんは俺がするから」

「不ふ本ほん意いだけど、任まかせる」

　約やく束そくを交かわした後、俺たちは一緒に死んだ。何度目だ、と数えようとしたが無理だった。
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　敵てきがアイテムを落とさなかった。中なか身みが固こ定ていではない宝たから箱ばこを開いて、手に入れた道具が不満だった。そういうときに安あん易いにリセットして、もう一度挑ちよう戦せんする。

　宝箱の底にいるのが、今の俺おれたちだった。

　教室から「逃げろぉぉおおおおおおおお！」と叫さけんで走る。ろくに歌か詞しも覚えていない洋よう楽がくを鼻はな歌うたでごまかしながら口ずさむ。別に無理をしているわけではない。暗く冷たい池に下か半はん身しんを浸ひたすように、悪い具ぐ合あいに落ち着いてしまっている。ただ、行動が固定化しないようにしているだけだ。

　行動に変化を失うと、頭にもやがかかって動けなくなる。人間は、適てき応おうする生き物だからだ。

　無変化にさえ順じゆん応のうしてしまう。頭まで水に浸つかったら、這はい出てくることも無理になる。

「ちょいーっす」

「ちっすちっす」

　投げやりに挨あい拶さつした後、敷しき島しまと一いつ緒しよに校こう舎しやを出て走る。もう靴くつも履はき替えない。敷島の手には自動車の鍵かぎが見え隠かくれしている。手て際ぎわが良すぎるだろう。本当に一々盗ぬすんでいるのだろうか。

　駐ちゆう車しや場じようまで来たところで敷島が投げてきた鍵を受け取り、運うん転てん席せきに乗じよう車しやする。敷島は助じよ手しゆ席せきに座すわった後、シートベルトを着用した。それはいいのだが、二人して制服姿で運転しているのはいかにもよろしくない。余よ計けいな敵を増やしかねない。かといって脱ぬいで裸はだかで運転するのも、せめて敷島が隣となりにいなければ少しは考えたのだが。

「逃げ切れるわけないけど、可か能のうな限り離はなれてみましょう」

　逃げられない、という見けん解かいを始める前から語る。少し考えて、そうだろうなと納なつ得とくした。

「あいつらは歩ほ道どうなんて利用しないからな」

「それだけじゃない」と敷島が俺の意見を補ほ足そくする。

「ウルトラマンは時じ速そく四百キロで走るのよ。あの怪かい獣じゆうの動きは緩かん慢まんだけど、それでも車より遅おそいなんていうことはあり得ないわ。本気で走れば新しん幹かん線せんにも追いついてくるかもしれない。大きいっていうのは安あん直ちよくに強くて、打つ手がないわね」

「……ウルトラマンって足速いんだな。なげーもんな、足。羨うらやましいよ」

　ほとんど見たことないが、飛んでいるイメージばっかりだった。

　というか、飛べるやつがわざわざ懸けん命めいに走るのだろうか。

　……そういえば。飛べなくなった鳥を、見たことがあったな。

　車を発進させる。逃げられないと太たい鼓こ判ばんを押されてしまったが、留まっていても踏ふみ潰つぶされるだけなのだからあがいてはみたい。もしかしたら怪獣の出現より前に距きよ離りを離せば、あいつもこちらを見失うかもしれないのだ。校門に塗と装そうを削けずり取られることもなく、道路へ出た。

「車が無事なまま学校を出られるのも積み重ねかな」

「うるさい」

　敷しき島しまが俺おれの皮ひ肉にくを低い声ではねのける。

「で、さぁ。ヘイ彼女ぉ、マジでどこ行こう」

　半分泣き言だった。家に帰るわけにもいかないし、と敷島にすがる。

「自じ衛えい隊たい基き地ちとかどう？　でも無理よね、道も分からないし」

「ファニーなデートコースだね。……あ、カーナビある。道はなんとかなるかも」

　灰はい皿ざらの側にある画面を操そう作さして、地図を表ひよう示じさせる。運うん転てんしながら弄いじるのも難むずかしいので、道の検けん索さくは敷島に任まかせる。敷島は少し前まえ屈かがみになりながら、画面と睨にらみ合う。

「でも自衛隊に行ってなにか解決するのか？」

　戦せん闘とう機きが続々発進して、怪かい獣じゆうに立ち向かってくれるだろうか。怪獣との戦たたかい方を日々訓くん練れんしているわけでもないのに。疑ぎ問もんは多いものの、道路を右う折せつして基地の方面へ走らせる。

　詳くわしい位置までは分からないが、大まかな方角は分かる。俺たちの暮くらす地ち域いきに存そん在ざいする自衛隊基地は一カ所しかないからだ。中学校の遠足で見学に行ったことがある。

「少しくらいは戦って時間を稼かせいでくれるでしょう……と、思いたい」

　敷島も確かく信しんがあって提案したわけではないようだ。本当に逃げたいなら飛行機にでも乗ってしまうか。でもパスポートなんか携けい帯たいしていないし、なにより空くう港こうまで電車を乗り継ついでいる間に怪獣に殺されるのがオチだ。時間の余よ裕ゆうのなさから、『逃げる』という選せん択たく肢しはどうにも選べなくなっているようだ。学校で決着をつけることを望まれているようで、気が沈しずむ。

　それも、この世界を強きよう要ようする者が願ったことなんだろうか。

「考える時間がほしい。二時間でいいから平へい穏おんを与あたえてほしいところね」

「この状じよう況きようでは贅ぜい沢たくな注ちゆう文もんだな」

　かわいい同どう級きゆう生せいが欲ほしがっているのだからプレゼントして格かつ好こうつけたいところだが、調ちよう達たつするアテがまったくない。むしろそんな時間は俺が欲しい。ベッドの上で大だいの字じになりたかった。

「俺は頭そんなに良くないから、考えるっていうことには期き待たいしてない。でも、シャトルランみたいに走り回されているからなぁ。少し休みたいっていうのは強く思うよ」

　走りながらも時計を何度も確かく認にんする。まだ十二時にはなっていない。しかしそれも数分を残すばかりとなっている。そもそも教室とこの車の時計が同じ感かん覚かくで時を刻きざんでいるわけではない。微び妙みような差があって、それ次し第だいでは既すでに怪獣が出現していても不ふ思し議ぎではなかった。

　振り返るのが怖い。ルームミラーだって覗のぞきたくなかった。

　近所に老人ホームと病院、それと畑ばかりの学校近辺から離れて市し街がい地ちへ向かう道に入る。怪獣が追いかけてくるのなら人気ひとけの多い場所を通ることに躊ちゆう躇ちよしかけたが、道を逸そらそうとしたら敷島にすぐ問とい詰つめられるだろう。俺の家の近所は通らないことを心がけつつ、進んだ。

　市街地といってもビルなんて洒落しやれたものはない。三階建ての建物が精せい々ぜいだ。右手側に堤てい防ぼうの端はしがちらりと見えて、その上を多くの車が通つう過かしていた。左側にはバス会社が見えてくるが、バスじゃあなぁ。今も客の一人もいないバスが敷しき地ちから出てくる。恐らく、町の中を一いつ周しゆうしても客はほとんど増えない。この地域では移動をほとんど車に頼たより、公こう共きよう交通機関の出で番ばんはない。

　俺おれたちの住んでいるところは田舎いなかに属ぞくする。怪かい獣じゆうもさぞ移動しやすいだろう。

「しかしさぁ、やばいよな。蟷かま螂きりの斧おのもいいところだ」

　怪獣の足に殴なぐりかかりに行く自分の姿を想像しながら話しかける。あ、蹴けり飛ばされた。

「今いま更さらなに言ってるの？」

「いや、あいつの倒たおし方なんてあるのかなと思って。俺たちのできる範はん囲いでさ」

　リスポーン地点にバズーカ砲ほうが支し給きゆうされても勝てる気がしない。プレデターが十人いたら勝てるだろうか。あ、だめか。プレデターは単たん独どくで戦せん闘とうするのだった。何人いても一いつ緒しよだ。

　そんな緊きん張ちよう感かんのないことを考えていると、敷しき島しまの目つきが変わる。

　なに言ってんの、みたいなバカを見る面つらを向けられた。

「倒せるわけないじゃない、あんなの」

「……えー」

　あまりにはっきり否ひ定ていされて、反論も弱い。じゃあどうするんだよ、と聞きたかった。

「藤ふじくんもしっかり『男の子脳のう』なのね」

　敷島が額ひたいに手を当てて、わざとらしく息いきを吐はく。先が思いやられる、というニュアンスが強く込められていた。男の子脳という表現は敷島の独どく自じのもののようだが、なるほど、上う手まく言い表していると納なつ得とくしてしまう。小こ馬ば鹿かにされている感はあったものの、大たいして腹はらも立たない。

「でもあれ明らかに敵てき性せい怪獣だよ。和わ解かいは無理だろ、握あく手しゆもできないし」

「なんでそう極きよく端たんなの。私だって仲なか良よくやっていく気はありません」

　あんなやつ、と敷島がぼやく。殺された相あい手てということもあり、思うところがあるのだろう。

　そういえば不ふ思し議ぎと、怪獣を恨うらむ気持ちはないんだなと胸きよう中ちゆうの在あり方に気づく。

　普通、殺されたら相手を恨むだろう。友人たちを纏まとめて潰つぶされたら怒いかりで胸むねを焦こがすものではないだろうか。しかし俺の心しん臓ぞうは焦しよう燥そうに駆かられるばかりで、一定の温度を維い持じし続けている。

　これでは、俺の口にする友人や片想いというのはまるで『設せつ定てい』だ。

　自分を含ふくめて、様さま々ざまなものが『作られた』ように感じられて、ゾッとしない。

「エイリアンやプレデターぐらいの大きさならシュワちゃんに倒してもらうのに」

「家の近所のデザイナーさんでも勝てそうね。ボディビルで優ゆう勝しようしていたし」

　筋きん肉にくがあれば勝てるというものじゃないぞ。でも虚きよ勢せいからの軽かる口くちに答えてくれて安あん堵どする。

「あいつを倒すなんていうのは、他にどうしようもないと分かってから視し野やに入れるべきよ」

「倒さないなら、どうするつもりだよ」

　敷島曰いわく、男の子脳の俺には他になにをすればいいのか見当もつかない。

「今のところは思いつかない。でもこれはそういうゲームじゃないと思うの」

　敷しき島しまのその言い分に目が動く。確かに状じよう況きようやコンフィグがゲーム的であるのは感じる。現実とゲームを混こん同どう、なんて見出しを時々見かけるが実際に融ゆう合ごうしてしまうと随ずい分ぶんと理り不ふ尽じんになってしまうものだ。説明書の一つも机つくえの引き出しに入れておけよ、と苦く情じようを投とう書しよしたい。

　ところで、俺おれが男の子脳のうなら敷島は女の子脳なのだろうか。

　女の子脳って聞くと途と端たん、敷島がメルヘンな生き物に感じられる。

「敷島はこれをゲームと捉とらえているわけだ」

「最初、更こう新しんの報ほう告こくが来る前に出ていたのを見なかった？　『チュートリアル』って」

　敷島の指が宙ちゆうに文字を描えがく。チュートリアル？

「あった？」

「あったのよ。藤ふじくん、見落としたの？　あとstage1とも出ていたけど」

「どう、なんだろう……」

　信号待まちに引っかかるついでに思い出すことを試こころみる。しかし何度も同じ時間を繰くり返しているせいで、一度目を思い出すことが困こん難なんになっている。ぐちゃぐちゃに積まれて絡からまっている服の中から、一週間前に着ていた上着だけを引っ張り出せと言われても簡かん単たんにはできないのと一いつ緒しよだ。見たような覚えはうっすらあるが、明めい確かくに『あった』と言い切るほど自信がない。

　だから俺は必ひつ死しに思い出すことを諦あきらめて、無む知ちであることを一いつ貫かんした。

「そんなの、見た覚えもない。船でもこいでいたのかな」

「暢のん気きね」

「そのときはまだ死んだことなかったからな。……多た分ぶん」

　自分が生きてきたことに自信が持てなかった。過か去こも用意されたもので、演えん出しゆつの一つに過すぎないのではないか、と疑ぎ心しんに駆かられる。俺の知っている生せい死しがここにないのだから、それも当然だと思う。それでもこの髪かみと、それにまつわる記き憶おくが噓うそであってほしくはない。偽いつわりの屈くつ辱じよくに猛たけり狂くるうほど虚むなしいことはそうそうない。

「これは『ゲーム』なの。それを念ねん頭とうにおいて考えれば、きっとクリア条じよう件けんっていうものがある。それが本当に怪かい獣じゆうを倒たおすこと以外にない、と確かく信しんを持てるまでは考えないつもりだけど」

　どうでしょうかねと横よこ目めでの強い視し線せんを感じる。お前も同じ方向で思し考こうしろよと強きよう要ようされていた。それには賛さん成せいしかねる。なぜなら、敷島の方が明らかに俺より頭いいからだ。

　頭のいいやつと一緒に同じことを考えたところで、悪いやつが閃ひらめくことなど期き待たいできない。それならもっと別のことを考えた方が効こう率りつ的てきだ。なにしろ制限時間があるからな。

　だから敷島の言い分に明めい確かくな答えは返さず、代わりに愚ぐ痴ちった。

「しかしこれがステージ１って、難なん易い度ど狂くるってないか」

　なにより、２があるという可か能のう性せいの方に絶ぜつ望ぼうしているが。誰だれか交代してくれ。

「こういうのを、えぇとなにゲーって言うんだった？　だめゲーだった？」

　両方の人差し指を水すい車しやのように回しながら、敷島が尋たずねてくる。なんのこと、と一いつ瞬しゆん分からなかったが話の流れを追って、なんとなく言いたいことを察した。

「クソゲーのこと？」

「そうそれ」

　クソという言こと葉ばを直接口にしないよう配はい慮りよするあたりが、女の子脳のうだろうか。

　しかしクソゲー。そのレッテルを貼はられても文もん句くは言えない、不ふ親しん切せつな仕し様ようだ。

　こんなもん、一人で遊べと言われたら絶対に投げ出す。

「敷しき島しまがいて助かっている」

　確かに記き憶おくは引き継ついでいる。だけど俺おれは確かに死んで、その度たびにやり直している。

　ここに今、こうして存そん在ざいする俺は固こ有ゆうのものだと信じたい。

　だから、今の俺が感じたことは勿もつ体たいぶらずに伝つたえておこう。

「急にどうしたの？」

「敷島がてきぱき動いて、はきはき喋しやべってくれると安心するよ」

　先せん導どう者しやがいるのは心強いものだ。きみが俺の人生のカーナビになってくれ。

　プロポーズじゃないんだから。

　敷島は窓まどに額ひたいをくっつけるようにしながら、目だけを動かしてこちらを見ていた。

「まぁ、保ほ険けん委い員いん長ちようだし」

「委員長だからな」

「望んでやっているわけじゃないけどね」

　敷島が控ひかえめに笑う。押しつけられた立場でも、全まつとうしようとするのは立りつ派ぱなものだ。

　今もその責せき任にん感かんが、敷島の立ち向かう原げん動どう力りよくかもしれない。

「十二時にさしかかった。もう出しゆつ現げんしたかな」

　言うと敷島がすぐに振り返る。シートの背もたれにしがみつくように後こう方ほうを確かく認にんして、「目立つわね」と腹はら立だたしそうに呟つぶやく。他に高い建物がないためにここからでも見えるらしい。

　そのまま町の観かん光こう名めい所しよに落ち着いて、石せき像ぞうにでもなってくれないものか。

「少し気が早いけど、次回について話していい？」

　前に向き直った敷島がそんな話題を持ちかけてくる。おいおい。

「まだ一いつ生しよう懸けん命めい運うん転てんしているんだけど」

「時じ速そく六十キロだと、」

　敷島が言いかけた途と中ちゆうで、なにかの崩くずれるような派は手でな音が聞こえてきた。思わず首を引っ込める。続くものは大だい規き模ぼな工事の音のようだった。近所の古い家を解かい体たいするように、無む機き物ぶつの欠片かけらの激しく摩ま擦さつする音が響ひびいた。それが段々と近づいてくる。

　うんなるほど、と首を伸ばしてから敷島に笑いかけた。

「話をしようか、次回の」

　後ろ向きな覚かく悟ごを、敷島もせいいっぱい微ほほ笑えむ。

「次回は集合先を変えるわ。いやむしろ集合しない」

「どういうこと？」

「嫌いやなお願いしていい？」

　敷しき島しまにすがられる。あと二十秒びようも経たてば死ぬかもしれない身の上でありながら、不意に距きよ離りを詰つめられると心が揺ゆらぐ。ついでに物理的にも揺らぐようになってきた。怪かい獣じゆうが覆おおい隠かくしているのか、日差しも途と切ぎれて道路に影かげが広がっていく。

「まずは聞く。承しよう諾だくするかは内容による」

　慎しん重ちように返事すると、敷島が声のトーンを低くしながら言った。

「藤ふじくん、囮おとりになって」

「……はぁ？」

「怪獣を観かん察さつしたいの。なにかヒントでもないか、じっくり調べたい」

　調ちよう査さと囮。その二つの言こと葉ばから敷島が俺おれになにを求めているかは、少し考えれば理解することができた。

「でもそれには時間と、距離が必ひつ要ようなの。その距離を得るために」

「別れて行動して、なんとか殺されないように時間を稼かせげ、と？」

　敷島がはっきり頷うなずく。

「この異い常じよう事じ態たいではっきりとしているのは怪獣の存そん在ざいぐらいだから。もっと注ちゆう目もくしていこうと思うの。藤くんにもそういう時間を持ってほしいから、その次は私が囮になる」

「つまり、俺が囮として上う手まく機き能のうした後は敷島が囮になる？」

「うん」

　普通に肯こう定ていしているけど、酷ひどい予定だ。死ぬことを確かく定ていさせるなんて。

　この状じよう況きようをゲームとして捉とらえているからこその決断だろう。繰くり返される命は尊とうとくない。

　そうした発想に未いまだ違い和わ感かんを拭ぬぐえない俺と違ちがい、敷島の方が順じゆん応のう早いのだろう。適てき応おう力りよくの高さは優ゆう秀しゆうな人間の証しよう明めいだ。

「方法が思いつかなくて、何回か無む駄だ死じにするかもしれないぜ」

「一回でできるなんて思ってない。死ねることが私たちの利り点てんだもの」

　それを利点と言い切るところが、敷島の性せい格かくの表あらわれか。

　俺には呪のろいにしか思えない。そしてその呪じゆ縛ばくを払はらうために。

「努力は、してみる」

　敷島のお願いを、受けることにした。

　やっぱりかわいい女の子の頼たのみは断ことわれないからな。そう強がってみたが、内ない心しん、嫌いやだった。

「学校のロッカーにロケットランチャーとか入ってないかな」

　敷島が現げん実じつ逃とう避ひ気ぎ味みにそんな願がん望ぼうを口走る。それは別のゲームだ。

「効きくのか、そんなもん」

「人間が蜂はちに刺さされるときぐらいの痛いたみはあるんじゃない？」

　そう聞くと案あん外がい、効こう果か的てきに錯さつ覚かくしてしまう。スズメバチぐらい凶きよう悪あくなら、という淡あわい希望だ。

「あとは傷きずを一いつ瞬しゆんで回かい復ふくするハーブとかもほしい」

「怪かい獣じゆうに一回踏ふまれて耐たえられたことがないんですけどねぇ……」

　今回もきっと一いち撃げきでリセットだろう。

　震しん動どうが道路を波なみ立だたせる。前へとつんのめるように車が浮いて、後こう輪りんが虚むなしく回転する。

　額ひたいをハンドルにぶつけて火花が散った後、顔を上げるより早く屋根が降ってきた。

　背せ骨ぼねは屋根の形に添そうように曲がり、顎あごがハンドルに引っかかったことで首の骨ほねが後ろ向きに派は手でにへし折おれる。ハーブを食べて復ふつ活かつしようにも舌したも動かせないときた。

　ほら、やっぱり無理だった。
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　ちょっと時間稼かせいで死んできて、という敷しき島しまの頼たのみを叶かなえるために大おお慌あわてでグラウンドを目指した。物もの陰かげに隠かくれるとそのまま潰つぶされてしまうから、障しよう害がい物ぶつなどない方がマシだ。怪獣は動いて空から降る地じ震しんのようなものである。意味は分からんが、とにかく凄すごい災さい害がいだ。

　怪獣は俺おれたちの位置を視し覚かく以外のものでも捕ほ捉そくしている。それが前回の逃とう亡ぼうで判明した。こうなると逃げも隠れもできないのは確かく定ていだ。『たたかう』と『にげる』がないうえに、『まほう』と『どうぐ』も持ち合わせていない。コマンド欄らんの空くう白はくが酷ひどすぎる。打つ手なしじゃないか。

　俺たちが二ふた手てに分かれた場合、怪獣は近い方を優ゆう先せんして狙ねらう。グラウンドにいた俺を踏ふみつぶしに来たことや、教室でぼぅっとしていると敷島ではなく出しゆつ現げん地点のすぐ側にいる俺を狙うことからの推すい論ろんを信じて、俺と敷島は動いた。

　敷島は屋上あたりに移い動どうしているのだろうか。グラウンド中ちゆう央おうへ向かって、額ひたいに手を当てて日差しを遮さえぎりながら見上げると、屋上で手を振る女じよ生せい徒とが見えた。当然ながら昨さつ今こんの学校では屋上への出入りは禁止されて、鍵かぎもかかっているはずだ。敷島のことだから遠えん慮りよなく破は壊かいしたのだろう。頼もしくも怖い女だ。あいつが犠ぎ牲せいや被ひ害がいを度ど外がい視しすれば、怪獣を倒たおす方法もすぐに思いついてしまいそうな気がした。

　怪獣の出現地点に近寄りながら、頭を悩なやませる。どうやって時間を稼げばいい。ここまで来てみたはいいが腹ふく案あんの一つも持っていない。頭ず脳のう労ろう働どうが敷島の担たん当とうなのだから、策さくを授さずけてくれないと困こまる。いや、今勝かつ手てに決めた分ぶん担たんだけど。

　なにも得られずに死ぬわけにはいかない。閃ひらめけ、電でん球きゆうよ輝かがやけと意い識しきに訴うつたえかける。しかし力を込めて出てくるのは鼻はな血ぢくらいで、集中するぐらいで妙みよう案あんを思いつけるはずもなく。

　怪かい獣じゆうが無む音おんで出現する。改あらためてそれを目まの当たりにすると、自分が超ちよう常じよう現げん象しように巻き込まれていることを実感する。既き存ぞんの科学では説明できない瞬しゆん間かん的てきな転てん移いに、その質しつ量りよう。これが他ひ人と事ごとに、テレビの向こうなら拳こぶしを握にぎって興こう奮ふんしたかもしれない。気き軽がるに空も飛べない重力に縛しばられた世界で、こんな『リアル』が迫せまり来るというなら最さい高こうの感動が約やく束そくされるだろう。

　ただしそれは、痛いたみや覚かく悟ごを伴ともなわなければの話だ。

　非常に残念だが俺おれと怪獣の間に遮さえぎりはない。

　同じ次じ元げんに属ぞくする、別種の生き物だった。

　怪獣が予想通り、敷しき島しまには見向きもしないで俺の方へやってくる。

　やはり距きよ離りの近い方へ向かう習しゆう性せいを持っているようだ。

　あと五秒もすれば俺を踏ふみ潰つぶして今回は終わりだ。なにができる、なにをすればいい。知ち性せいを感じない直線的な行動。プログラミングされたように、俺を、俺だけを狙ねらう巨きよ大だい怪獣。

　距離、行動、順番。習性。教室、黒こく板ばん。教きよう師しの下へ手たな絵。

「……あ」

　鱗うろこめいた突とつ起き物ぶつの目立つ黒い腹はらを見上げながら、光こう明みようを見た。気がする。瞳ひとみいっぱいに映る怪獣の足の動きに伴ともなうはた迷めい惑わくな騒そう音おんと風に気け圧おされながらも、「待まった！」と叫さけぶ。

　思いついた、なんか思いついたから！

　だからちょっと待て、待てコラ！　タイムはないのか、タイムは！
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　なかったので仕し方かたなく死んでやり直しとなった。どっちみち、タイムしたところで死んだとは思うが。マリオが穴あなに落下する寸すん前ぜんでいくら時間を停てい止しさせても結果は変えられない。

　俺の命は電車の定期と大たい差さない。使い道も、薄うすっぺらさも。

　なにを思いついた、と教室で頭をかいて必ひつ死しに思い返そうとする。漠ばく然ぜんとしてはいるが、怪獣が動く姿を見てなにか閃いた感じだったのだ。なんだった、なんだったと自分の内側を見つめるように俯うつむくが、垣かい間ま見た光はとっくに消え去さっていた。本当に俺はそれを見たのか、と疑わしくなる。記き憶おくがあるからと言って、過か去こがあるとは限らない。こんな身の上では単たん独どくの記憶などなんの証あかしにもならない。敷しき島しまと記憶を共きよう有ゆうするとき、俺おれは過去にいたことを証しよう明めいするのだろう。それはいいとしても、ゆっくり、少しずつ思い出すのだ。今回はここで死んでいい。

　確か咄とつ嗟さに教室の風ふう景けいを思い浮かべた。ここと関連してなにかあるのではないだろうか。そう思い立ち、顔を上げて黒こく板ばんに目をやる。授業内容は当然、毎回変わらない。よくも同じ動き、同じ言こと葉ばを繰くり返すものだと知らないとはいえ教きよう師しに呆あきれてしまう。

　黒板の数式を見つめる。何度見てもさっぱり分からん。次。右側には直線の上に半はん円えんが描えがかれている。二つ、谷のように並んでいる。中ちゆう央おうから引かれた曲きよく線せんが、地面のように走る直線の端はしに向けて二つ。思し春しゆん期き的てきに正直白はく状じようすればその半円の盛り上がりを見て女子の胸むねを想そう起きしたのだが、そんな恥ち部ぶはさておき。こいつと怪かい獣じゆうのどこに接点を見出したのだろう。

　じっと見る。この教室で多た分ぶん、一番真ま面じ目めに黒板と向き合う。

　半円。距きよ離り。半分ずつ。

　等分の距離感。ちかちかと、額ひたいの上で光るものがあった。

「あ、これだ」

　思わず声に出してしまった。きろりと、教師が反応して振り向く。

「どれだ？」と教師に聞かれてしまう。奇き行こうで何度注ちゆう目もくを集めても、慣なれないものだ。

　時計を一いち瞥べつする。今から向かったところで間に合わない。敷島の元もとへ向かって用よう件けんを伝えるのも考えたがそちらも難むずかしい。となればこの残り時間は、大おおいに贅ぜい沢たくに、ムダに使うとしよう。

　席せきを立って教きよう壇だんへ向かう。困こん惑わくする教師の横を通って、黒板の前に立つ。チョークを握にぎる。色は赤にしておいた。青いのは血けつ色しよくが悪いだろう。黄色だと薄うすすぎる。なんだそりゃ。

　大人になったらこんな知ち識しき使わないよ、と中学生のときに授業に対して反はん抗こうしていたやつがいた。そう言われた教師は、『勉強するということを身につけているのだ』と返して黙だまらせていた。まったくもってその通りだと今なら思う。今回もしっかり勉強して死んでいこう。

　半円の頂ちよう点てんに、チョークで赤い粒つぶを書き足たす。塗ぬり潰つぶして、円との接点も少し塗った。

「つまりこれなわけです」

　もう少し立たせてみるか、と粒の頂点を少し書き足す。うむ、よりリアルになった。

「はい問題。これはなんでしょー」

　チョークでガンガン突つきながら、半円状の物体がなにを指し示しめすか問う。男子諸しよ君くんなら即そく、俺と同じものを連想したはずだ。教師があきれ返るように言葉を失っている。

　そして山やま崎ざきという女子が真っ先に手をあげて「乳ち首くび！」と大声で答えた。教室が静まりかえる。数すう秒びよう後ご、山崎が「あ、おっぱい！」と言い直したところで教室内が大いに沸わいた。授業中ということも忘れて盛り上がる。一部の男子は女子からのそうした発言に照てれるように、顔を赤くして俯うつむいていた。恐らく山崎に片想いする連中がそういう反はん応のうを示しめすのだろう。

　ちなみに山崎は最初に首がへし折おれた女の子で、つまり俺の片想いする相あい手てだった。教室に同どう級きゆう生せいが大おお勢ぜいいる中で堂々と『乳ち首くび！　おっぱい！』とか大声で言えちゃう、山やま崎ざきさんはそういうちょっと頭おかしいところがかわいい。予想通りのリアクションがあって大だい満まん足ぞくだった。

　愉ゆ快かいな思い出作りも終わったので、暗あん幕まくが下りる。

　今回は下りてよかったかもしれない。主おもに俺おれと山崎の名めい誉よのために。
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　次に死ねば、五十時間を切る。約一日分の時間を消しよう費ひしたわけだ。

「……さて、と」

　思いついたはいいが問題が一つある。敷しき島しまにも協力して貰もらう必ひつ要ようがあるからだ。やはり携けい帯たい電話の番号を聞いておくべきだったと後こう悔かいしながら、屋上へ向けて走る。途と中ちゆうで会えるかと思っていたが、誰だれとも出会わないままに屋上へ続く窓まどの前に到とう着ちやくしてしまう。

　壁かべの代わりにある巨きよ大だいな窓の向こうには、コンクリートのくすんだ色しき彩さいと錆さびついたフェンスが見える。その向こうには、教室で退たい屈くつしのぎに見ていた青々とした空が広がっていた。雲が溶とき卵たまごのようにだらしなく流れて、忙せわしない俺たちとは交わらない、緩ゆるい時間に生きていた。

　本当に羨うらやましい。俺も雲の一部になって流れて、遠くへ逃げてしまいたい。

　窓に鍵かぎがかかっている。破は壊かいした跡あともないので、敷島はまだ来ていないのだろう。耳を澄すませば階段を駆かけ上がる足音も聞こえ出す。こっちも息いきを整えて、敷島を待まつことにした。

　そうして敷島が全力疾しつ走そうで上がってきて、顔を上げて窓の前に立つ俺を見た瞬しゆん間かん「わっ！」と驚おどろいて仰のけ反ぞる。足を滑すべらせた敷島の手を取り、引っ張り上げる。後ろに下がった勢いきおいでそのまま背中を窓に強く打ちつけて、鈍にぶい振しん動どうと痛いたみが背中と踊おどり場に反はん響きようした。

　ばぅんばぅんと、音が跳はねるのが見えるようだった。回かい顧こめいたものがある。授業中、静まりかえった校こう舎しやの隅すみっこでその名めい状じようしがたいものを見上げる感かん覚かく。なぜか懐なつかしい。

　その音が次し第だいに静まった後、両りよう膝ひざをついて肩で息をしている敷島に言った。

「敷島と階段で会うと落ちそうになるけど、そういう巡めぐり合わせなのかな」

「……かもね。因いん果がかも」

　耳にかかっていた髪かみを搔かき上げて、息を荒あらげながらも短く答える。

　どちらからともなく手を離はなして、膝ひざを払はらいながら立ち上がった。

「なんでここに？」

「頼たのみたいことができた。怪かい獣じゆうを観察するとき、毎回、同じ位置に立ってくれ」

　敷しき島しまの目つきが変わる。まだ息いきこそ荒あらいが、目に淀よどみはない。しっかり見み据すえてくる。

「なにか思いついたのね」

「おうとも」

　上う手まくいくか自信がないという旨むねは黙だまっておいた。どうせ言わなくても察している。

　敷島が赤くなった膝を気にするように内うち股また気ぎ味みになった後、へらへらとやる気なく笑う。

「きゃー藤ふじくんたのもしー。冷れい凍とう庫こから出したばかりのアイスみたーい」

「しがみつかれるとすぐに溶ける自信もあるぜ」

　生なま温あたたかい声せい援えんも頂いただいたので、次は俺おれが持ち場につかないといけない。

「じゃ、後でまた！」

　手早く挨あい拶さつして階段を駆かけ下りる。半分は飛んで省しよう略りやくして、目まぐるしく景け色しきが動く。変に降りて足首をくじかないかとか、酔よいそうとかどうでもいいことを次々に心配してしまう。足が折おれようとゲロ吐はこうと死ねばリセットがかかるのだ。もう最低である。俺の大たい半はんの行動はなんの意味もないわけだ。やり直せるということがこんなに無む慈じ悲ひとは思わなかった。

　しかもやり直せるのに生き急いでいるという矛む盾じゆんがやるせない。

　牧ぼく羊よう犬けんに追い回されている感じだ。

　二階まで降りたが、ここから下げ駄た箱ばこへ向かっても間に合いそうにないので、意いを決けつし渡わたり廊ろう下かの窓まどを開く。窓まど枠わくに足をかけてよじ登り、深しん呼こ吸きゆうして、目め眩まいを催もよおしながら飛び降りた。

　背中や足から一いつ対ついの翼つばさが生える。そんなイメージを幻げん視しするような落下を経へて、無ぶ様ざまな姿をさらした。衝しよう撃げきを足で受けることに耐たえきれず、肩から地面に転がる。足がバネ製にでもなったように、衝撃が輪わを描かいて下か半はん身しんを行き交かう。むちゃくちゃ痛いたくてのたうち回る。三階は大おお怪け我がしそうだが、二階ぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうと無む根こん拠きよに漠ばく然ぜんと認にん識しきしていたけど、とんでもない。着地に失敗したせいもあるだろうが、足が折れたんじゃないかと思うほどだった。

　五月の日差しに背中を焼かれながらもなんとか、腕うでで地面を押して立ち上がろうとする。その際さいに頰ほおを地面の尖とがった部分で切って、血ちが肌はだを舐なめる感かん触しよくに鳥とり肌はだを立てる。手の付け根で拭ぬぐい、わななく足を引きずるように立った。よろめきながらも、校こう舎しや前まえから移い動どうする。

　そろそろ怪かい獣じゆうがやってくる。いや、きた。音はないが空気の変化を鼻の先で感じ取れるようになっていた。校舎を回ってグラウンドに出ると、やはりその巨きよ体たいが既すでに影を作っていた。

　敷島のいる位置を確かめて、怪獣との距きよ離りを目もく測そくで測る。五十メートル物差しとか学校の備び品ひんにないだろうか。ないものねだりをしつつ動こうとするも、怪獣の方は待まってくれない。動くな、と睨にらみ上げて命じても金かな縛しばりになどあってくれない。無慈悲に、俺へ接近してくる。

　懸けん命めいに後こう方ほうへ走ってみるも、まったく効こう果かをあげていない。さすがにいきなりは成せい功こうするはずもなかった。

　失敗のようだ。だが根底の部分で間ま違ちがっているかは判断できていない。やり直しだ。

「何度でも戻ってきて、やる、ぞぉ！」

　言い切るにはまだ少し勇気が足たりなかった。

　死にゆく瞬しゆん間かんの恐きよう怖ふに、決意は千せん切ぎりにされた。
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　ふと思ったが、怪かい獣じゆうの側からすれば不ふ公こう平へいなルールと感じているのかもしれない。なにしろ何度殺しても復ふつ活かつする相あい手てを延えん々えん踏ふみ潰つぶしているわけで、もし怪獣側も記き憶おくを引き継ついでいるなら嫌いや気けがさすだろう。或あるいは恐怖することもあり得る。一体どうすれば、勝てるのだと。

　逆に俺おれたちは、恐らく一度でもあの怪獣に勝つことができればクリアとなる。なってくれ。願がん望ぼう混まじりだが、ゲームって『そういうもの』だろう。敵てきはたった一度の敗北ですべてを失う。偶ぐう然ぜんでも積つみ重ねの果はてでも、一回だけクリアされれば終わる。こちらが諦あきらめない限り。

　そうくれば理り不ふ尽じんな力の差も当然……とは思えないのだった。

　どうしても怪獣と正面から戦たたかわせたいなら、ジアースでもよこせ。一いつ蹴しゆうしてやる。

　しかし残念ながら支し援えん物ぶつ資しなどまったく存そん在ざいしないのだった。今回はグラウンドに直ちよつ行こうせずに駐ちゆう輪りん場じようへと走っていた。考えてみたが急いで動くための足が必ひつ要ようだ。自動車も考えたが調達する方法は思いつかないし、なにより小回りの利きく方が都つ合ごういい。よって自転車を選んだ。

　駐輪場の乱らん雑ざつに止められた自転車を搔かき分けて、自分の自転車を引っ張り出す。その際さいにハンドルが引っかかったので強ごう引いんに引っこ抜いたら、左側に止めてあった自転車が倒たおれてドミノ倒しのように次々と転てん倒とうしていった。他のクラスの自転車も派は手でに横よこ倒だおしとなったが、見なかったことにした。自転車の鍵かぎを外はずしてまたがる。命の危機に自転車、というのがいかにも高校生の限界だった。気休めにジアース号と命めい名めいしてみる。これで名前だけは大たい層そうになった。

　色合いも似にているし、帰ったらＺのシールをフレームに貼はりつけておけばいいだろう。かくして誕たん生じようしたジアース号に乗じよう車しやする。地面を蹴けって加速しながら、ハンドルを押すようにグラウンドへ向かった。その途と中ちゆう、そういえば怪獣の名前はあるのだろうかと気になった。

　校こう舎しやと塀へいの間の裏うら道みちを通ってグラウンドに出ると、幸さいわい、怪獣はまだ出しゆつ現げんしていない。敷しき島しまは屋上のフェンスを摑つかみながらこちらを見下ろしている。自転車に乗ってきたことに首を傾かしげているようだ。なにそれと指差してくる。

　怪かい獣じゆうの出現地点と敷しき島しまのいる場所を曖あい昧まいながらも測りつつ、俺おれも怪獣から極きよく力りよく距きよ離りを取る。ただし敷島より数メートル程てい度どは近づいておく。本当に上う手まくできているかは、大型の物差しで測っているわけでもないので確かく証しようがない。本番を経けい験けんして学習するしかなかった。

　俺のやろうとしていることは、怪獣との距離を上手く維い持じすることだ。

　怪獣は俺と敷島の距離の近い方へ向かっていく。だから最初はこちらを向かせて、同時にめいっぱい離はなれる。そうして敷島との距離が近くなったら敷島の方へ向かう。それを確かく認にんしたら急いで距離を詰つめれば、今度は俺の方へやってくる。その地点を上じよう手ずに見つけて上手く距離を調整し続ければ怪獣を振り向かせ続けることができる、かもしれない。思いついたのはそんなことだった。もっと上手い方法があるのかもしれないが、俺の頭で思いつくのはこれが限界だ。

　自転車の向きを変える。反対のバックネットの方を向き、怪獣の出てくる場所に背を向ける形となる。最初はめいっぱい離れないといけないので、こっち向きで始めるのが正解のはずだ。

　向きを変える途と中ちゆう、朝ちよう礼れい台だいが目に留まる。青せい銅どうのような色合いの台で、体育祭の開かい催さい宣せん言げんとかで使われる、らしい。あの高さではちょいと怪獣に届とどかないなぁ、と苦く笑しようした。

　ペダルに足をかけたまま上じよう半はん身しんを捻ひねって、怪獣出現に備える。見えたと同時にスタートだ。離れて、怪獣が振り向いて進もうとしたら近寄って、振り向いたらまた離れて。繰くり返せば、怪獣がアホであった場合はその場から動けなくなる。頼たのむから単たん純じゆんであってくれ。

　リレーでバトンを待まつような心しん境きようだが、俺はその待っている間が大だい嫌きらいだった。他の子供が黒い頭をしている中で、俺だけが金きん色いろだから否いや応おうにも目立った。そして目立つ割わりに大たいして足も速くないから、五人の中で三位になっても最さい下か位いより恥はずかしく思えた。……違ちがうな、これは別の駆かけっこの話が混じっている。とにかく俺は運動会に嫌いやな思い出しかないんだ。

　その嫌な思い出から逃げるように、足に力を込める。ふっと、まばたきの間に現れた鋼こう鉄てつの塊かたまりめいた巨きよ体たい。背中は獰どう猛もうなタワシのように突とつ起き物ぶつが生はえ揃そろい、そいつがゆっくりと振り向くと同時に俺は走り出した。野や球きゆう部ぶが練習に使っているバックネットの方へと無む我が夢む中ちゆうに駆ける。

　自転車をこぐ度たびに、食いしばった口の端はしから息いきが漏もれる。ふしっ、ふしっ、と奇き妙みような鳴き声をあげているようだった。立ちこぎで左右に身体からだがぶれる度、髪かみが首にぴしゃりと当たって鬱うつ陶とうしい。邪じや魔まするなと前ぜん方ぽうを強く睨にらみつけて、ここにいない誰だれかへの怒いかりを募つのらせた。

　もういいだろうかと自転車をターンさせる。すると振り向くのが遅おそすぎたのか、怪獣が敷島の方へと向かっていってしまうところだった。待て待て待てと急いで後を追うが、とてもじゃないが距離を詰めることができない。移動させてはだめなのだ。一歩でも進み出せばもう追いつけなくなる。怪獣の足の長さは伊だ達てじゃない。

　敷島めがけて一直線の怪獣が校こう舎しやをその足で蹴けり壊こわす。退たい化かしたように短い腕うではほとんど働はたらいていない。屋上にいた敷島が校舎の崩ほう落らくに紛まぎれてその姿を消すが、目の前が暗あん転てんしない。

　まだ生きている。校舎に挟はさまれて無事なはずないが、命を取り留めている。今まで即そく死しで痛いたみを感じなかった方がかえって幸しあわせだったのかもしれない。ムダだと分かりながらも怪かい獣じゆうの背中に叫さけぶ。やめろと。止まれと、振り向けと。俺おれを殺しに来いと叫ぶが、誰だれも聞き留めない。

　慌あわてすぎて自転車のペダルを踏ふみ外はずし、そのままバランスを失って転てん倒とうする。右足を下した敷じきにしたまま自転車と共ともに滑すべり、グラウンドに無ぶ様ざまに倒たおれ込んだ。膝ひざから下がちぎれるんじゃないかと思うほどに痛いたんだが、敷しき島しまはそれ以上なんだろう。そう思うと、痛がっている暇ひまもなく起き上がって、自転車を放り捨てて走っていた。食いしばる奥おく歯ばがじゃりじゃりと土を嚙かむ。

　あと何なん秒びよう後ごに敷島は死ぬのだろう。そして、俺も一いつ緒しよに死んでいくのだろう。

　痛みを強く覚えているせいか、今までより死ぬことへの恐きよう怖ふが鋭えい敏びんに感じ取れる。

　壁かべのようなものの手て触ざわりがあった。いや、膜まくだろうか。無む理りに突つっ切った先に、追いやられた先は真まっ暗くらで、そこに落ちれば戻ってくることができない。そんな、隔へだたりに触ふれている。

　悔かい恨こんの中、怯おびえすくむ心も同時にあって呼こ吸きゆうが乱みだれる。土の味を感じながら、怪獣の強きよう大だいな背中を見上げていることしかできない。転倒時に擦すりむいたのか、額ひたいに血が流れてきた。

　怪獣が足を振り上げる。崩くずれかかった校こう舎しやを更さらに潰つぶして、敷島を殺すつもりだ。

　もうそれを止められない。もっと多くの人間も巻き込まれるのを、認めるしかない。

　それは怪獣のせいだ。そして、誘ゆう導どうに失敗した俺のせいでもある。

　失敗した。派は手でにすっころんで、被ひ害がいも甚じん大だい。

　だけどこの被害もなにもかも、なかったことになる。

　俺の失敗を責せめることができるのは敷島だけだ。

　なんて、ずるいんだろう。
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　俺たちの挑ちよう戦せんは詰つめ将しよう棋ぎに近いことに気づく。限られた時間と、限定された行動範はん囲い。その中でどう動くかを求められている。怪獣という王おうを討うち取るための最さい善ぜんの手は一体、なんなのか。そんなものがあるのかも不ふ透とう明めいだった。そういうところはどうにもまだまだ人生で、ゲームの範はん疇ちゆうを飛び越こして無む情じようだ。俺たちももう少し、非ひ現げん実じつに偏かたよってもいいんじゃないかと思う。

　走る度たび、首に当たっては跳はねてと邪じや魔まだったので今いま更さらだけどゴム紐ひもで髪かみを纏まとめた。自転車をこぐときはこうしていた方が、気が散ちらなくて済すむ。済ませてすぐ駐ちゆう輪りん場じようを出た。

　次こそは失敗しない、と強く言えないのが辛つらいところだ。次で成せい功こうする可か能のう性せいがゼロではない、とはいえまだ調ちよう査さの段だん階かいで、ガンガン死んで時間をすり減へらしてこんな調ちよう子しでいいのだろうか。少し悩なやむが、マリオと同じなら問題ないかと結けつ論ろんづける。

　追い詰つめられても最後の一回で成せい功こうすればいい。その成功は十数分で終しゆう了りようするものだ。

　俺おれたちはその短い時間のために多くの時間と命を費ついやす。後あと先さきを考えている余よ裕ゆうはない。

　残り時間は次のステージがあっても引き継つがないでくれと祈いのるしかなかった。

　それより敷しき島しまは俺の派は手でな失敗を怒おこっていないだろうか。そっちの方が心配になってきた。先さき程ほどと同じようにグラウンドに出て、屋上を見上げて目を細める。既すでに立っている敷島がなにを思ったか手を振ってきた。振り返すと、鼻でも鳴らすようにそっぽを向かれた。敷島の場合はそれくらいの反はん応のうを普ふ段だんからやりそうなので、怒っているかの判はん別べつがつかない。

　今は気にしないで自分の役やく割わりを努つとめようと、用意を始める。バックネットを見み据すえてどこまで走っただろうかと、記き憶おくとその風ふう景けいを見み比くらべる。前回、Ｕターンした位置より手前で曲がる必ひつ要ようがある。しかしどこまで走ったか、あの慌あわただしさの中で正確に記憶などできるはずなく。

　あのときの俺は怪かい獣じゆうを必ひつ死しに追いかけるのではなく、自分がどこまで走ったかを確かめる方が効こう率りつはよかった。正しいと認めたくはないが、敷島ならそっちを選んだだろう。愚おろかな選せん択たくであることに後から気づくしかないのが、俺の限界なのだと思う。

　俺には事態を鳥ちよう瞰かんする力がない。だからつい目の前の出で来き事ごとに囚とらわれて、それが敷島の言う善ぜん良りようさに繫つながっているだけだ。効こう率りつを無む視しすれば、そりゃあ、いくらでも優やさしくなれるさ。

　グラウンドには俺の走った跡あとは、当然受け継がれていない。あれはなかったことになって、不確かな記憶の中にひっそりと収まるばかりだ。その曖あい昧まいなものが俺をここに導みちびいた。

　これからも手て応ごたえのないそれを摑つかんで、暗くら闇やみを渡わたっていくしかないのだった。

　振り向いていた首の筋すじに緊きん張ちようが走る。怪獣だ。見た瞬しゆん間かん、前へ向き直るより先に足がまず動いた。自転車に挟はさまれて痛いたみを記憶した右足が、恐きよう怖ふを訴うつたえるように暴あばれる。良い兆ちよう候こうだと思う。死に慣なれて注ちゆう意い力りよくが散さん漫まんになるより、少しぐらい怯おびえている方が生きることに従じゆう順じゆんだ。

　前回同どう様よう、一いつ気きに走る。そして適てき当とうに、気持ち早めにハンドルを切ってＵターンを図はかる。加速する車輪が、そんな無理な動きできるかと言いたげにひねくれて傾かたむこうとする。左足で地面を蹴けって、更さらに削けずって協力しながら強ごう引いんに力で押さえて曲がった。途と中ちゆう、靴くつが吹ふっ飛ぶ。

　舞まい上がる靴を自動的に目で追うと、その先に敷島へ振り向こうとしている怪獣がいた。足は一歩、こちらへ出ている。成せい功こうしたのだ。ここだ、と一いつ瞬しゆん歓かん喜きに頰ほおがほころびかけた。でもそこで迷まよいが生じる。振り向きかけた怪獣に近寄ってこちらへ振り向かせるか、それとも俺のターンした場所を把は握あくしておくべきか。カーブし終えた自転車が前へ走り出す中で、どっちだと自じ問もんする。悩なやんでいる時間はないが、自分が混こん乱らんしていると気づくのは一瞬だった。

　ここで立ち止まってどうする、と側そく頭とう部ぶを殴なぐられた気がした。俺は頭が悪いのですぐ勘かん違ちがいしてしまう。こうやって何度も自転車で急いで往おう復ふくしなければいけない、と思い込みかけてしまっていた。大事なことは怪獣が敷島の方へと向かう、切り替えを行う正確な位置だった。それを割り出すために、ここは加速して怪かい獣じゆうとの距きよ離りを詰つめる。振り向いた怪獣が一歩進む前に、急いで、こちらへ振り向く位置まで走る必ひつ要ようがあった。

　だが悩んでペダルをこぐのが疎おろそかになっていたせいで、その地点へ引き返すより早く、怪獣が敷しき島しまの方へ動いてしまう。ああ、もう、無理だ。これではまた敷島が殺される。

　敷島は、迫せまり来る怪獣になにを思うだろう。あのアホめと俺おれを見下ろして、悪あく態たいついているだろうか。いや俺もがんばっているんだと言いたいが、恐らく敷島は前回、多た大だいな苦く痛つうを受けた上で死ぬという悲ひ惨さんな目に遭あったはずだ。それはこれまで、安あん易いに繰くり返されてきた『死』と異ことなる死に様ざまだったと思う。

　だけど敷島は今回も、俺の注ちゆう文もん通りに屋上の同じ位置に立った。

　敷島は痛いたみに反はん逆ぎやくできる、強い人間なのだ。

　尊そん敬けいしてしまう。と思ったら敷島が中なか指ゆびを不ふ慣なれな感じに立てて俺と怪獣に向けていた。

　次は必かならず上う手まくやるという意味で親指を立てて返したが、伝わっただろうか。
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　残り時間が二日分を切った。そこから逆ぎやく算さんすると、既すでに十回以上は死んでいるのか。

　不ふ死じ身みのスーパーヒーローの内、半分は夢ゆめを達たつ成せいしたわけだ。さぁあと半分がんばろう。

　理想としては怪獣の出しゆつ現げんした時点で、怪獣と俺と敷島の距離がイコールになっていることだ。その場所さえ分かっていれば少ない前ぜん後ご移い動どうで怪獣をこの場から動かなくすることもできる。だがしかし、そんなものを一いつ介かいの学生がわずか十分足たらずで測ることなどできない。一いち応おう、それっぽいかなと目もく測そくで感じる位置に自転車を配置してはみているのだが、それが正解か分からない。判はん別べつしようと待まっていると、踏ふみ潰つぶされて終わってしまうのだ。怪獣が俺と敷島のどちらを優ゆう先せんして狙ねらうか、という部分について答えを出していないので判別しようがない。

　だから俺は走る。描えがいた直線の中に答えがある。

　二回死んだことで大だい分ぶ絞しぼれた。前回ターンした位置の付近に移い動どうして、自転車を怪獣の現れる方角に向ける。このバックネット付近で留まっていれば、怪獣は敷島の方へ向かうはずだ。だから怪かい獣じゆうが出てきたら真まっ直すぐやつめがけて走る。俺おれの方を向いたら、そこが等とう分ぶんの距きよ離りを取っている場所だ。怪獣がそこまで正確に俺と敷しき島しまとの距離を把は握あくしているかは、確かく信しんこそないものの信用はしていた。既すでにあいつを自然の生き物と考えていない。やつは、ゲームの敵てきだ。

　ゲームなら構こう築ちくされた枠わく組ぐみからはみ出すことなどできない。

　それは俺も一いつ緒しよかもしれないが、この程てい度どの知ち恵えと動きなら世界は許きよ容ようするだろう。

　敷島は俺のこうした行動をどう感じているかな。がんばっているなぁ、がんばってーとか応おう援えんしてくれていることは期き待たいしていない。むしろ敷島にそんなこと本気で言われても不ぶ気き味みだ。山やま崎ざきなら黄色い声で言っても似に合あうかもしれない。怪獣を見たらどんな反はん応のうすることやら。

　怪獣が出現するのを待まつ間に、またゴムで髪かみを縛しばる。後ろの髪だけを軽く纏まとめて、敷島を一いち瞥べつする。表情は読み取れないが、自分の長い髪を弄いじって後ろに纏める仕し草ぐさを取る。つまり俺の真ま似ねをしてきた。多た分ぶんからかっているのだろう。ほっといてくれ。

　何度か胸むな元もとを叩たたいて、生き急ぐ心しん臓ぞうを自じ制せいさせる。五月の日差しに髪が焼けて、頭部に熱がこもる。少し顔を上げて空を見るとその熱が滑すべり落ちるように抜けて、少し爽そう快かいだ。

　遙はるか向こうに真っ暗な空間が控ひかえているとは思いがたい青せい雲うん。俺たちの繰くり返す時間の中では、何度も同じ雲が流れているのだろうか。青みがかった薄うすい雲と太陽が重なり、日が薄まる。

「………………………………………」

　空の向こうには本当に宇う宙ちゆうがあるんだろうか。そこまで『作り込まれている』のかな。

　古いゲームで世界の端はしに行くと、ある場所を境さかいに真っ暗な画が面めんが広がっているのを思い出す。

　あれが俺たちの宇宙なのかもしれない。

　少しの間、ぼぅっと、口を半開きにして遠くへと思いを馳はせた。

　それが終わって前に向き直ってからほどなくして、飽あきもせず怪獣が姿を見せる。

　一いつ匹ぴきでよくもはりきるよ、と皮ひ肉にく混まじりに賛さん辞じを述のべた。

　怪獣が敷島の方を向いたのを見て移い動どうを開始した。今度は全速力ではなく少しだけ控ひかえて、慎しん重ちように探さぐるように進む。こっちを向け、早く向けと念ねんじながら車輪を回す。

　と。

　怪獣が振り上げた足を前ではなく元もとの位置に下ろす。そして反対の足を億おつ劫くうそうに動かすことでこちらへ向き直ろうとする。それをぎりぎりまで堪こらえて、こちらへ踏ふみ出す動どう作さを始めたところで自転車ごと後こう退たいする。すると怪獣はまたも足を元に戻して、敷島の方を向こうとする。

　見つけた。この付ふ近きんが俺と敷島の優ゆう先せん順じゆん位いを切り替える位置なのだ。二度ほど死んだが手て際ぎわとしてはそれなりだろう。怪獣が敷島の方へ進む前に、また前進する。で、ちょっと待って後退。怪獣は右う往おう左さ往おうどころかキョロキョロと落ち着きなく身体からだを振ることしかできない。

「しかし、なぁ、おい」

　相あい手てが律りち儀ぎというか、杓しやく子し定じよう規ぎが過すぎて思わず笑ってしまう。確信するがこの怪獣は俺以上に融ゆう通ずうの利きかないアホだ。近くにいる敵を踏み潰つぶせと、それぐらいしか命じられていないのだ。

　怪かい獣じゆうに意い思しがあるのなら憐あわれでもある。ないのなら、意思なく人を殺すなと腹はらを立てる。

　自転車をわずかに後こう退たいさせて、振り向きかけたらまた少し近づいて。その合あい間まに敷しき島しまを見る。敷島は怪獣から目を離はなす様よう子すはないが、こちらに親おや指ゆびを立てていた。よくやったと褒ほめているのだろう。敷島にしては素直な反はん応のうでむずがゆい。達たつ成せい感かんが生なま温ぬるい液体のように、胃いを満たす。

　まるでもうゲームを完全に攻こう略りやくしたような勘かん違ちがいまで起こしかける。

　教室から顔を覗のぞかせた生徒たちが、続々と悲ひ鳴めいめいた金かな切きり声をあげる。特に俺おれの教室は怪獣が目の前にいることもあり、反応が著いちじるしい。早く逃げろよと思う反面、その驚おどろきの先頭に立つ山やま崎ざきに注ちゆう目もくしてしまう。山崎は落ちるんじゃないかというほど、窓まどから身を乗り出していた。

　山崎は俺の方を向いている。口の横に手を添そえてなにか言ってきているみたいだが、怪獣の動く音が邪じや魔まで聞こえてこない。これがまたうるさいなんてものじゃないのだ。だが山崎が何度か同じことを喋しやべる様よう子すを眺ながめて、口の動きや目を丸くしている表情からなにを言いたいのか察する。『なにしてるのー』と尋たずねているようだった。そんな暢のん気きに聞いている場合か。

　こっちだって叫さけんだところで声は聞こえないだろうし、なにより短く説明できる自信がない。どう応こたえればいいのか悩なやんでいると、山崎はなにを思ったか、二階の窓まど枠わくに足をかける。おいスカート、おい待まてと嫌いやな予感を巡めぐらせていると予想通り、窓から下へ飛び降りた。怪獣が側にいるにもかかわらず、だ。果か敢かんというより無む謀ぼうである。スカートを押さえつつ、二階の教室の高さから地面に着地する。そしてさっきの俺と同じように衝しよう撃げきが走ったらしく、転てん倒とうしそうになる。が、最初は足をぶるぶる震ふるわせながらも耐たえた。顔は下した唇くちびるを巻き上げるように隆りゆう起きさせて目も潰つぶれそうなほどしかめている。あ、ガッツポーズを取ろうとした。取った。でもやはりダメだったらしく、最後は倒たおれて転げ回った。まぁ、俺よりは根こん性じようを見せたな。

　怪獣に踏ふみ潰つぶされないかと固唾かたずを吞のんで見守っていたが、山崎が無事に起き上がる。制服は地面を転がったせいで汚れてしまっていたが、本人に擦すり傷きず等とうはないようだ。立ち上がった後、取り繕つくろうように顔を上げて、照てれつつも微ほほ笑えんだ。側で怪獣がどすんどすんしているのに。

　いやーやっぱり山崎さんかわいいなー。頭は絶対おかしいけど。

　その山崎が土で汚れたスカートや制服を払はらいながらこっちに走ってくる。途と中ちゆう、上うわ履ばきでグラウンドを走ることに違い和わ感かんがあったのか、靴くつ下したと一いつ緒しよに脱ぬいでしまう。裸足はだしになって土の上を駆かけてくる姿を見ていると、砂すな浜はまにでもいるような気分だった。

　側までやってきた山崎が「ちょっと待って」としゃがんで足の爪つめを弄いじり出す。指との間に入り込んだ土を取っているようだ。そっちを優ゆう先せんするのか。手早く土を搔かき出した後、俺の自転車の籠かごに上履きと靴下を放り込んでから、手が楽らくになったとばかりにぶらぶら振る。

　山崎の上履きと靴下を持って帰っていいということだろうか。……いや、いらないだろ。好すきな女の子からは高こう原げん的てきな香かおりしかしないと信じているので、匂においを嗅かいで幻げん滅めつしたくもない。

「走って出て行くからどこ行ったかと思っちゃったけど」

　怪獣からあまり目は離せないが、山崎を一いち瞥べつする。首のへし折おれた山崎を思い出しかけて、陰いん鬱うつが広がる。それでも、山やま崎ざきは微ほほ笑えむ。それは山崎に『前回』がないことの証しよう明めいだった。

「案あん外がい、近くにいたね」

　脳のう天てん気きな物言いに少し和なごむ。乾かわいた肌はだが通り雨に濡ぬれるような感かん覚かくだった。

　山崎は同どう級きゆう生せい。なので当然、同い年。茶色に染そめた巻まき髪がみという、校内で何人見るんだと思う髪かみ型がたではあるがよく似に合あっているので文もん句くはない。鼻が高く、メイクで目もぱっちり大きく見えるので、山崎の方が異い国こくの血が混ざっているようにも感じられる。
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　性せい格かくは天てん真しん爛らん漫まんとしておこう。他にもっと適てき切せつな言い方はあるかもしれないが。

「ところでさぁ」横に並んだ山崎が俺おれの動きに合わせて前へ出る。「フージーは」後こう退たい。「なにやってるの？」前ぜん進しん。別に俺の動きに合わせなくていいし、言こと葉ばもくぎらなくていいのに。

　山崎は俺の見た目が異い人じん風ふうだからという理由だけで、名みよう字じを伸のばして呼よぶ。四月に初めて教室で会ったときは『ガイジンガイジン！』と死ぬほど喜よろこばれた。それを見たとき、あぁこの子はちょっとアレだけど面おも白しろい子なんだなぁと思ったものだった。それはいいが伸のばし具ぐ合あいがどんどん酷ひどくなり、二週間が経たつとフージーターになっていたのでそれはさすがに訂てい正せいさせた。別人にされるのは勘かん弁べんしてほしい。本当になれるなら、いっそと思うときもあるが。

「見て分からないとは思うが、怪かい獣じゆうと戦たたかっているんだ」

　動いている本人からすれば怪獣と間合いを取り合う勝しよう負ぶでも演えんじている心しん境きようだが、傍はたから見ればうろうろしているだけだということは承しよう知ちだ。寂さびしい一人遊びのようでもある。

　山やま崎ざきが教室の窓まど、怪かい獣じゆう、俺おれという順に見つめてくる。なんだ、と思っていると。

「怪獣が来るの知ってたの？」

　色々と過か程ていを省はぶいた問といかけではあるが、俺が教室から飛び出したことと結びつけての発言だろう。山崎は言動や行動の思し慮りよこそ浅あさいが、頭が悪いわけではないのだから、当然の疑ぎ問もんだ。

「なんとなく、そんな予感がしたんだ」

　ごまかしにもなっていないが、一から説明したところでそちらにも証しよう拠こはない。

　なにより、明かしたところで死んでしまえば記き憶おくから消えてしまうのだ。死んだらすべて失うというのは至し極ごく当たり前のことなのに、理り不ふ尽じんとか不ふ便べんと抵てい抗こうを覚えるようになっていた。

　そんな俺は、生き物であり続けることができるのだろうか。

「ふーん」と山崎が怪獣を眺ながめ回す。納なつ得とくしている風でもなかったが、言げん及きゆうはしてこない。

　それよりも今いま更さらだが、怪獣に目を奪うばわれているようだ。やはり順じゆん序じよがおかしい。

「しかし驚おどろいたよねー。怪獣だよ、怪獣。なんで学校に来たのかな」

　怪獣の存そん在ざいより、登校してきたことを不ふ思し議ぎがるような物言いだった。天てん然ねんはこれだから、と目のつけどころに苦にが笑わらいしてしまう。怪獣が生せい徒と手て帳ちようでも持っているというのか。

「フージーが戦たたかっているなら、仲なか間ま、じゃない。知り合い、でもない。関係者？」

「さぁねぇ。一方的に追いかけ回されているだけだから」

「ストーカーか！」

　適てき切せつに言い表すことができたからか、山崎が目を輝かがやかす。まぁもうそれでいいや。

　しかしこの時間稼かせぎ、有ゆう効こうかもしれないが俺と敷しき島しまのどちらもほとんど動けなくなるので、他になにもできなくなるのが欠けつ点てんだ。怪獣をどうこうできるわけではない。

　だがこの繰くり返しでひたすら待まって、他の抑よく止し力りよく、戦せん闘とう機きあたりが出動してくれるのを期き待たいすることはできないだろうか。この移動を注意深く繰り返せば、恥はじも外がい聞ぶんも捨てれば可か能のうではあった。つまり小しよう便べんを垂たれ流して空くう腹ふくにあえいで喉のどの渇かわきに耐たえることさえすれば、あり得る。

　しかしそれを仮かりにも女の子である敷島に課かすのは酷こくだ。正直、俺だって嫌いやだ。それに時間稼ぎに踏ふみ切るのは大きな賭かけになる。時間を消しよう費ひすることは、死ねる回数の減げん少しようを招まねく。

　そもそもこんな場所で戦闘してミサイルをぶっ放したら一いつ層そう、被ひ害がいが増える。怪獣から狙ねらいが外はずれて俺が爆ばく発はつに巻き込まれたら終わってしまう。市し街がい地ちに戦闘機の出動を期待しても、時間を大いにムダにする可能性がある、等とう々とう問題が多い。男の子脳のうの俺でもそれぐらいは分かる。

　でも戦車とか戦闘機で戦わなかったら、このゲームをどう終わらせればいいのか。ウルトラマンや巨きよ大だいロボットも助けには来てくれない雰ふん囲い気きだ。いくらアホでも相あい手ては怪獣だ、俺が一万回殴なぐったところで指の爪つめも折おれそうにない。先に俺の根こん気きか腕うでがへし折れるだろう。

「なぁ。こういう場合ってどの大人に助けを求めたらいいと思う？」

　こういう相そう談だんは敷島の方が良い判はん断だんをしてくれそうだが、あいつに声は届かない。

　山崎は大して悩みもせずに言い切った。

「地ち球きゆう防ぼう衛えい軍ぐん」

「ぜひ呼んできてくれ。できるなら」

「じゃあ、ウルトラマン」

「いないってば」

「えー」

　山やま崎ざきはなぜか不満そうだった。その理由を口くち早ばやに語る。

「怪かい獣じゆうは目の前にいるのに、他のは現げん実じつ的てきじゃないっておかしな話だよそれは」

　山崎のそれは正せい論ろんに思えた。空くう想そうを具ぐ現げん化かするのはいいがバランスが無む茶ちやなことになっている。やはりそこは、これがクソゲーであるということで納なつ得とくするしかないのだろうか。

「あの怪獣、さっきからなにしてるのかな」

　左右に動くだけで人じん畜ちく無む害がいな怪獣に、山崎が首を傾かしげる。大量の客をさばこうと慌あわてる店てん員いんのような動きだ。事じ情じようを知らなければなにをしているんだと聞きたくもなるだろう。

「あぁ、あれはさぁ」

　得とく意いげに説明しようとしたところで、変化が起こる。

　時間か、それとも別の要よう素その影えい響きようか。

　突とつ如じよ、怪獣が動きを変える。

　怪獣は振り向くのを止めて、校こう舎しやの端はしに抱きついた。体当たりでヒビを入れた後、その線に沿そうように腕うでを突つっ込む。腕がかぎ爪づめの先せん端たんのように短いためか、抱かかえ込むように持ち上げた。そうして、そのコンクリートの塊かたまりを足あし下もとに落とした。

　その衝しよう撃げきと風ふう圧あつに身体からだが持ち上がりそうになる。なんだ、と新しい反はん応のうに目を疑うたがった直後。

　怪獣が、足あし下もとの塊を蹴けっ飛ばしてきた。俺の方へ、正確に。

　そうくるか、と目が引きつる。

　隣となりの山崎も目を丸くして動けない。なんとか山崎だけでも助けたいが、無理そうだった。

　時間稼かせぎを許ゆるさないように変へん更こうされた行動パターンに対応できるはずもなく。

　建物の塊にジアース号と共ともに押し潰つぶされるのを、受け入れるしかなかった。

　甘あまかった。いつまでも続けることなんかできなかったのだ。

　ここまで経けい験けんしても、死ぬことには抵てい抗こうがあり、恐きよう怖ふがつきまとう。

　大だい丈じよう夫ぶ、きっと次がある。

　何度も念じながら、飛んでくる校舎を睨にらみ続けた。
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「ありがとう。じゃあ次、私がやるから」

　教室から出ようとした途と端たん、入り口で敷しき島しまと鉢はち合あわせた。教きよう師しに話しかけて教室を出る口こう実じつを毎回作っているために出で遅おくれたのはあっても、それでも異い様ような速さだった。敷島は毎回、無む言ごんで教室を飛び出しているのだろうか。後あと先さきを気にしている俺おれがおかしく思えてくる。

　全力で駆かけてきたらしく、壁かべにすがるように手をついて息いきも荒あらい。腰こしと膝ひざも折おれかけている。急に飛び込んできた別クラスの女子に教室内の注ちゆう目もくが集まるが、敷島はまったく意いに介かいしていないようだ。俺としては敷島との関係で噂うわさされないかと、そんなことを気にしてしまう。

　なにしろ山やま崎ざきもこちらを見ているはずだから。

「えぇっと、もういいのか？」

「大だい体たいね。面おも白しろいものも見つけたから」

　敷島が頭の上で、くるくるー、と手を回す。そして、パーと拳こぶしを開いた。

　くるくるぱー？　なんだそりゃ、俺の頭のことか。そんなの今いま更さら過すぎるぞ。

「藤ふじくんの方法を真ま似ねるから。同じ位置に立ってね」

　果はたして二度目に効こう果かはあるのだろうか。もし、相あい手ても記き憶おくを引き継ついでいるなら。

「場所分かる？」

「上からずっと見ていたし、大だい体たい。でも見直した、藤くんちょーすげー」

　無理に砕くだけた調ちよう子しで褒ほめなくてもいいです。若わか者ものにもかかわらず、若者ぶる敷島がおかしい。

「結局殺されたけどな」

「十じゆう分ぶんよ。続きは藤くんが観察終わってから、話す。頭」

「あ？」

　繫つながっていない言こと葉ばに疑問を持つ。敷島は脇わきが痛いたむのか、手で押さえつつ続けた。

「怪獣の頭に注ちゆう目もく、してみて。じゃあ、そういうことで。山崎さんによろしく」

　最後に明らかに余よ分ぶんな一ひと言ことを加くわえて、にやっとした敷島が走り出す。前回のやり取りを見ていたのだろうか。これから顔を合わせる度たびにネタにされそうで、参まいったなぁと頭をかく。

　山崎は俺と一いつ緒しよに校こう舎しやの下した敷じきになったが、今は教室でのほほんと生きている。この騒そう動どうに巻き込まれて死んだわけだがそれと関連して生き返りもするわけで、感かん謝しやと罵ののしり、一体どちらを口にすればいいのか分からなくなってくる。

「じゃあ、行くか」

　怪獣と遊んできてやるからなにか見つけてこい、という敷島の命令を果はたすために急いで屋上を目指した。敷島も同じことをやって、上う手まくいくのだろうか。嫌いやな予感でいっぱいだ。

　屋上へ続く大きな窓まどには鍵かぎがかかっていた。そんな鍵を職しよく員いん室しつに行って調ちよう達たつしている時間などないので、蹴ける。手で叩たたくと破は片へんで切りそうだったので、上うわ履ばきの裏うらで何度も窓まどガラスを蹴り飛ばす。敷しき島しまに倣ならって力で解決することにした。三回ほど蹴る。まったく割れそうもない。

　割れたガラスが突つき刺ささったら、を想像して腰こしが引けてしまう。更さらに言うと蹴ったときの音が響ひびいて、それにもビックリする。こんなときでこんな事情を抱かかえながら、下から教きよう師しが走ってきて怒られるのではと心配する自分は、正せい常じようと言えるのだろうか。恐おそらく敷島は躊ちゆう躇ちよなく割っただろうことを考えると、あいつの頭はどうなっているんだと感心してしまう。

　やむを得ず、最後の手段を取る。一いつ旦たん、一つ下の階に戻った。廊ろう下かの火か災さい報ほう知ち器きの下に設置されている消しよう火か器きを担かついで、掲かかげて上へ向かい、窓ガラスめがけてぶん投げた。







　加か減げんが分からないので思い切って手て加か減げんなく投げてみたが、なんとか窓ガラスを叩き割ることに成せい功こうする。しかしその音があまりに大きいので、思わず「ひぃいいいい」と悲ひ鳴めいが漏もれてしまう。心しん臓ぞうも収しゆう縮しゆくして、激しく痛いたんだ。自分が根っからの小しよう心しん者ものであることを再さい確かく認にんする。

　屋上にガラス片へんと共ともに消火器が転がり、落ち着いたところでその穴あなを通ることにした。尖とがっているガラスに極きよく力りよく触ふれないよう、身みを縮ちぢめて中ちゆう腰ごしで進む。通り抜けた後は転がる消火器をまたいで、屋上のフェンス際ぎわに向けて走った。初めて来たが、屋上というのも味あじ気けないものだ。

　だけどフェンスを摑つかみながら覗のぞく眼がん下かは、高い場所に久ひさしく上っていなかった自分にとっては刺し激げき的てきなものだった。巨きよ人じんの肩かたを借りて世界を見下ろすような構こう図ずに、くらくらする。いつも見ているものが小さくなる感かん覚かくは、様さま々ざまな錯さつ覚かくを呼び起こして気き色しよくが悪い。

　早い話、高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようの気があるだけだ。

　グラウンドには既すでに敷島がいた。けど、自転車にも乗っていないし膝ひざに手を突ついて俯うつむいている。走り詰づめでへとへとになっているようだ。行動が整せい然ぜんとしていてなんでもできる印いん象しようを受ける敷島だが、体力はさほどあるわけでもないようだ。そりゃあ、そうだ。本当に一人でなんでも補おぎなえるなら、俺と協力する必ひつ要ようもないのだから。あいつも必要以上に有ゆう能のうに見られるのを望んでなどいないだろうと思う。期待なんて、過か剰じようにされたら重力の一部になってしまう。

　そんな敷島を見ていたら、こっちも自然と身体からだが前まえ屈かがみになりそうだった。

　振り向く。音を聞きつけた教師が駆かけ上がってこないかと戦せん々せん恐きよう々きようしているけど、姿を見せる気け配はいはない。あと数分も経たたない内に怪獣が出現してうやむやになるだろうから、それまでは風の音だけが屋上を満たしていてほしい。フェンスを摑んで、軽く揺ゆする。

　屋上は風の巡めぐる音がそこかしこで鳴っている。飛行機の飛んでいく音を緩ゆるくしたような、そんな流れが制服の端はしをはたはたと弄もてあそぶ。決して肌はだ寒ざむくない五月の気き候こうではあるけど、ジッとしていると時とき折おり、身み震ぶるいしそうになる。教室の静けさとまた異ことなる寂せき寞ばくに、高さの違ちがいを感じる。

　そしてなにより空に近づくと、太陽に頭を押さえつけられる感かん覚かくの強まる気がした。

　そんな居い心ごこ地ちの悪さに耐たえていると、もう何度目か分からないが怪かい獣じゆうが生まれる。宿しゆく敵てきと思えるほど実力が拮きつ抗こうしていないので、災さい害がい扱あつかいは依い然ぜん変わらない。その怪獣が敷島に向く。

　敷島はその動きより早く背はい走そうして距きよ離りを取る。そして怪獣が俺の方へ向こうとすると、軽いランニングで前進する。その距きよ離り調整で、怪かい獣じゆうはまたも左右にふらふらするだけとなる。

　どうやら効こう果かがあるみたいだ。しかしまた前回のように、一定の時間が経たつと対たい策さくしてくるかもしれない。観察できる時間は短いぞ、と意い気き込ごむのはいいがしかし俺おれは怪獣のなにを見ればいいのだろう。敷しき島しまが言うには頭の上、だったな。それを俺にも見せたいから、囮おとりで死ぬ役を引き受けたのだ。学校より遙はるか高い怪獣を、身体からだを反そらすようにして見上げる。フェンスを摑つかんだまま仰のけ反ぞって、空の彼方かなたへ目を細めると。

　……なんだ、ありゃあ？

　敷島の言こと葉ばを思い出し、そして導みちびかれるようにそこを注ちゆう視しする。

　そして怪獣のウニみたいな色合いと突とつ起き物ぶつの奥に、はためくものを見た。

　白い旗はたが突つき刺ささっている。突起物に紛まぎれて気づきづらいが、頭とう部ぶを動かすと風に白しろ地じが揺ゆらめき、区別がついた。とはいえ怪獣を足あし下もとあたりから見ていても、後こう頭とう部ぶ付ふ近きんに隠かくれているので気づくことができない。屋上ぐらいの高さで、無む防ぼう備びな背中側を見てこその発見だ。

　どこかから飛んできて、偶ぐう然ぜん、怪獣の頭に突き刺さったはずがない。

　よく見ると旗になにか書いてある。目立つようにという配はい慮りよか赤あか字じで、『かち』と大きな二ふた文も字じが印いん刷さつされていた。かち。価か値ち。勝ち？　勝ちってなんだ。誰だれだ、どっちがだ。

　まさかとは思うが、あの旗を俺たちが摑んだら『勝ち』という意味だろうか。怪獣があの旗をどうこうして勝ちに繫つながるとは思いがたいからだ。もう何度も怪獣が俺たちを殺したからあいつの『勝ち』なら、こうしてゲームが続行しているわけがない。

『かち』の意味をこちら側に好こう意い的てきに解かい釈しやくすれば、あれを摑むなり引っこ抜くなりするのが勝利条じよう件けんということになる。ビーチフラッグじゃないんだから。しかしますます、あの怪獣がマヌケに見えてきた。

　頭に旗を刺したまま暴れている姿は、喜き劇げきの絵え面づらだぞ。

「……でも」

　怪獣の頭の旗なんて、どう引っこ抜けばいいんだろう。怪獣をよじ登るなんて芸げい当とう、誰ができるものか。敷島にはなにか良い案あんがあるのだろうか。いや、ないから時間を稼かせいでいるのもあり得る。頭の旗を抜く、というのは簡かん単たんそうで、でも生なま身みの俺たちにとっては難なん関かんだ。

　そういえば、関係ないが今回は山やま崎ざきがグラウンドに現れないな。クラスメイトの俺を見つけないと飛び降りてはこないのだろうか。山崎のことだから怪獣を間ま近ぢかで観察しようと、足あし下もとに行っていてもおかしくはない。いくら生き返るとしても心配なもので、つい、そちらにも目をやってしまう。怪獣を観察しろと言っても、他にめぼしいものはなさそうだった。

　そうして時間稼ぎを十五分ぐらい続けただろうか。すると怪獣はまた振り向くのを止めて、校こう舎しやを破は壊かいし始める。敷島はそれを見て、バックネットの方へ全力で駆かけ出した。

　先さき程ほどの再さい現げんのように同じ行動を取るのを見て、色々と確かく信しんするものがあった。

　どうもある程てい度ど続けると、行動パターンが変へん更こうされるようだ。呪じゆ文もんを封ふうじられると別の攻こう撃げきを始めるボスみたいなものだろう。しかし、前回や次回といった概がい念ねんをまたいでの経けい験けんは蓄ちく積せきされない。あの怪かい獣じゆうに過か去こはないのだろうか。前回同どう様よう、校こう舎しやの塊かたまりを蹴けっ飛ばして敷しき島しまを狙ねらう。

　距きよ離りとしては俺おれの方が近いはずだが、そうした習しゆう性せいも変化しているようだ。

　逃げたのに残念だったな、敷島。

　舞まい上がる校舎の一部。放物線を描えがき、自由落下が始まる。

　それを見ていてふと、自分が中学校の頃ころにサッカー部に所しよ属ぞくしていたのを思い出す。

　幽ゆう霊れい部ぶ員いんだったが。放ほう課か後ごにボールを蹴けったこともない。

　ネット下のコンクリートに張り付いた敷島を、校舎が隙すき間まなく押し潰つぶす。

　じわりと血が目の中に滲にじむように、なにも見えなくなった。
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「さてあの旗はたよ。どうやって摑つかめばいいと思う？」

　ここは教室であり、当然、授業まっただ中だ。表現として正しいのかはもう知らん。

　数学の授業などどこ吹ふく風、俺の席せきに肘ひじをついた敷島が正面にいる。教きよう師しが見かねて「敷島、なにがどうなっている」と近寄ってきても「今忙いそがしいので」と相あい手てにしない。

　さっきは教室の入り口で、今度は中に堂どう々どうと。敷島が侵しん食しよくしてきている。

「藤ふじくん、よそ見しないで話し合いに参加するように」

　前まえ髪がみを軽く引っ張られる。そうは言っても教師が真横に立っているのに、意い識しきしないのは難むずかしい。この教師、背がかなり高いので威い圧あつ感かんも相そう応おうにあるのだ。敷島は視し野やを意い図と的てきに狭せまくする方法でも実じつ践せんしているんじゃないのか。

「見たんでしょ？　怪獣の頭」

　怪獣という単たん語ごが出てきたことで、周まわりの席にいた男子が噴ふき出す。女子も嘲ちよう笑しようめいたものを浮かべている。高校生にもなって怪獣はない、という空気だ。分かる分かる。

「見たよ。すげぇマヌケに旗がひらひらしてた」

　しかし普通に会話する。相手が真しん剣けんだとそれを無む視しして茶ちや化かせないものだ。

「おい、いい加か減げんにしろ。アホかお前ら、ちょっと来い」

　教師が敷島の腕うでを摑んで立たせようとする。と、敷島はそれに逆さからわず立ち上がったと思いきや、そのまま教師の鼻に肘ひじをたたき込んだ。まったく遠えん慮りよがないのか、音が重い。教師が敷島の腕うでを摑つかむために屈かがめた膝ひざが伸びる前を狙ねらうなんて、喧けん嘩か慣なれしているような動きだ。

　教きよう師しが仰のけ反ぞって机つくえと生徒をなぎ倒たおすように転てん倒とうし、打った敷しき島しまの方も肘ひじを押さえていることから相そう当とう、本気でぶつかったようだ。どうせ死んでリセットかかるからという前ぜん提ていでの行動かもしれないが、過か激げきすぎる。もう少し手て心こごろというものをだな。

　などと教師に気を取られていると、目の前に屈む人物に追つい加かがあったことに気づく。

　いつの間にか山やま崎ざきが来ていた。敷島の隣となりに、同じように屈んでいる。机で口もとを隠かくすようにして、目だけがきょろきょろと左右に動いている。スパイごっこをする子供のようだった。
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　これには教師を肘で打った敷島も面めん食くらったようだ。

　ついでに教室内は大おお騒さわぎになっている。当然である、教師が派は手でにぶっ倒れたのだから。

「怪かい獣じゆう見みたンすか？　どこで？」

　話題に食いついてきたらしい。怪獣に耳みみ聡ざとい女子高生も珍めずらしかろう。

　敷島は教師がまだ鼻を押さえて倒れている姿を一いち瞥べつしてから、山崎に応こたえる。

「興きよう味みあるの？」

　聞かれて目がキラキラしている。見えないけど口がにやにやしていそうだった。

「ちょー見たい」

「もう少ししたら見られるわ」

　敷島がさらりと本当のことを教える。まるで星せい座ざの観察でもしていて、もう少し経たてば雲が晴れるというぐらいの気軽さだ。「マジか」と山やま崎ざきの目がきろきろ忙せわしなく動く。こっち見た。

「……いやいや、噓うそに決まっているじゃん」

　少し悩なやんだが、噓をついた。マジですと答えたら俺おれたちと行動を共ともにするだろう。つまり、山崎も踏ふみ潰つぶされる。いくら元もと通どおりになるからって、目の前で死なれては堪たまったものじゃない。

「どっち？　どっち？」

　山崎の目が俺と敷しき島しまに交こう互ごに向く。敷島も俺を見ていた。どう答えるの、と面おも白しろがるように。

　お前が否ひ定ていしなかったからややこしいことになっているのに。

　こうなったら、答えを濁にごす。

「話の続きは外でした方がいいんじゃないか」

　倒たおれた机つくえや鼻はな血ぢを噴ふき出している教きよう師しから距きよ離りを取った方がいいと提てい案あんする。敷島も小さく頷うなずいて賛さん同どうして、足あし早ばやに廊ろう下かへ出て行こうとする。一々行動の早いやつだ、とそれを追いかけると山崎も子こ犬いぬみたいについてこようとする。ので、その肩を摑つかんで押し返した。

「授業中だからね、席せきに戻ろう」

「フージーがそれを言うか」

　ごもっとも。肩を押さえられたまま、山崎の足が空から回まわりする。段々加速して、最後は足を滑すべらせて転びそうになった。なぜ一人でそこまで盛り上がれるんだと、ある意味で感動した。

　そんなことをやっていると教師が起き上がって、鼻を押さえたまま凄すごい形ぎよう相そうでこっちにやってくる。肘ひじで打った敷島はとっくに廊下の方へ逃げているので、矛ほこ先さきがこちらに向いている感じだった。山崎を押して離れた後、引くか向き合うかで戸と惑まどう。人を怒おこらせて対たい峙じした経けい験けんなんてほとんどないのだ。教師が俺の腕を摑んでくる。うひっ、と変な声が漏もれてしまった。

　教師は涙なみだ目めとなり、白しろ目めの充じゆう血けつが秒びよう刻きざみに増している。顔がん面めんを殴なぐり飛ばされるんじゃないかと、その目に捉とらえられるだけで恐きよう怖ふする。見下ろされていると、こいつまで怪かい獣じゆうに見えてきた。

「いやちょっと待まって、先生」と腰こしを引こうとしても本気で摑まれているので逃げられない。山崎もさすがに空気を読んでいるのか、割り込んでこない。教師の後ろにちらちら見える。

　わひゃあひゃ、と情なさけない声をあげていると教師が鼻から手を離す。潰れた鼻は真まっ赤かでひん曲がっている。折れているんじゃないだろうか。そして教師が大きく振りかぶった。

　その腕の先に握にぎり拳こぶしがあるのを見て、目を回す。俺違ちがうじゃん、なにもしていないじゃんという思いから暴あばれると、教師の無む防ぼう備びな胴どう体たいに頭を押しつける結果となった。狙ねらったわけではないが、腹に頭ず突つきが入ってしまった形となる。しかも綺き麗れいに入ったのか、教師が膝ひざを折おって腹ふく部ぶを押さえる。特に非ひがあるわけではない数学教師にここまでしてしまうと、その罪ざい悪あく感かんは思いの外大きい。しかし、教師に付つき添そってそのまま死ぬのも勿もつ体たいない。

　また倒れた教師に「すいません！」と謝あやまりつつも介かい抱ほうはせず、敷島を追うことにした。

「おーい、怪獣ー！」と叫さけぶ山崎に対しても、振り向かないで答える。

「そのうち話す！　いつか話す！　それじゃあ、また後で！」

　全力で駆かけて、逃げた。先さき程ほどから階段を降りる音はしていなかったので、下げ駄た箱ばこの方ではないなと予想して渡わたり廊ろう下かの方面に走る。その推すい測そくが当たって、すぐに敷しき島しまを見つけた。

　敷島は別べつ校こう舎しやへの廊下の中ちゆう央おうで俺おれを待まっていた。窓まどに手をつき、グラウンドを見つめている。

　その隣となりに追いつくと、意味ありげに笑いかけてきた。

「山やま崎ざきさんが潰つぶれるのは嫌いやなのね」

「そりゃあ、見ていて気分いいものじゃないから」

「軽けい率そつに教えて悪かったと思ってる。次からは廊下で会いましょう」

「そうして」

　お前の肘ひじのせいでとばっちりを受けたぞ、と文もん句くを言いたかったが先に話を切り出されてしまう。話して敷島にごめんなさいと言ってもらうのも時間のムダなので、忘れることにした。

「で、話を戻すけど。旗はたをなんとかしたいの」

「あの旗を手にすれば『かち』なのかね」

「確かく証しようはないけど。これ見よがしだから、今のところ信じている」

　そこはこっちも同じ思いだった。これが『チュートリアル』だというなら、分かりやすいことを切せつに願う。しかし仮かりに俺たちの希望が叶かなったとしても、たやすいわけじゃない。

「問題はどうやってあんな旗を摑つかむか、だよな？」

　敷島が提てい案あんしそうな問題を先読みすると、短く頷うなずいた。

「奇き跡せき的てきに逃げられたとしても、上から飛び降りる作戦は無理ね。怪かい獣じゆうより背の高いビルなんてこの町に存そん在ざいしないもの」

「飛行機からパラシュート背せ負おって飛び降りるとか」

「パラシュートなんてどこに持っているのどうやって正せい確かくに降りるの」

　深く考えていない思いつきを敷島に却きやつ下かされる。まぁ俺もそれは無理だと分かっていた。

　大事なのはその後だ。

「じゃあどうする？」

「私が聞きたい」

　それじゃあ話が終わってしまう。じゃあ、どうする。二つの言こと葉ばがぐるぐる回る。

　敷島が全力で教室に走ってきたお陰かげで怪獣出しゆつ現げんまでまだ時間はあるが、妙みよう案あんなど思いつける自信がない。世界一長いはしごを作る、空を飛ぶ、必ひつ殺さつ光こう線せんで怪獣爆ばく発はつ。荒こう唐とう無む稽けいな逃とう避ひばかり思いついて、頭の中でなにも進しん展てんしない。

「やっぱり俺たちだけっていうのが厳きびしいよな」

「でも大人に協力を仰あおぐのは難むずかしいでしょうね。藤ふじくんの考えた時間稼かせぎも、救きゆう援えんを呼ぶほどの長期間に効こう果かがないみたいだし。そういうことはできないようになっているんだと思う」

　敷島が俺たちの希望をモグラ叩たたきのように潰す。なにか恨うらみでもあるのかというほどに。

「つまり、あれだな。ここは、」

「私と藤ふじくんがなんとかするしかないってこと。さぁなにか閃ひらめいて」

　敷しき島しまに胸むねをノックされる。くそ、敷島にがんばれと言おうとして先制された。言われてぽんと閃けるなら十回も二十回も死んでいない。いや二十回はまだ予定だが。

「あの大きさを相あい手てにするのはしんどいよ。見上げているだけで首が折おれそうだ」

「じゃあ怪かい獣じゆうが大きいんじゃなくて、私たちが小さくなったんだって考えたら？」

「なんの解決になるんだ、その気休め」

「人間だって嚙かまれたら死ぬ蟻ありだっているし、一ひと口くち舐なめたら死ぬ毒どくもあるじゃない。小さいからって絶ぜつ望ぼうする必ひつ要ようなんてない……とは、考えるのもちょっと無理がある、かな。うぅん」

　言い出しておいて、途と中ちゆうから頭を抱かかえるように考え込んでしまう。言った本人は納なつ得とくしかねているようだが、その例え話は聞かされる方からすれば奇き妙みような説せつ得とく力りよくを感じる。俺おれたちが蟻のごとく小さくなったのなら、あの怪獣の大きさは本来の人間ぐらいになる。

　そう意い識しきすれば、確かに大したことないように錯さつ覚かくできる。そういう自信の持ち方もアリか。

「毒が効きく、という考え方は面おも白しろいな」

「でしょう？　怪獣が異い世せ界かいから来たのなら、地ち球きゆうの物質で毒になるものがあってもおかしくない。むしろないと不自然なくらい。こんな状じよう況きようで自然、不自然なんてアレだけど」

「タマネギ食べたら血が固まったりするかもな」

「犬いぬじゃないんだから」

　逆ぎやくにあの怪獣が未み知ちの細さい菌きんを振りまいている可か能のう性せいも、十じゆう分ぶんにあるのだが。

　そっちはもう個人では対たい処しよしようがない。潔いさぎよく人類滅めつ亡ぼうしよう。

「問題は怪獣にそのタマネギを食べさせる方法ね。あ、別にこの場合のタマネギって限定しているわけじゃないから。比ひ喩ゆ表現みたいなもので、他のものでもいいわけ」

「分かってるよ。国語の先生みたいな注ちゆう意いはいらない」

　そして主しゆ旨しから外はずれてきているような気もする。旗はたを摑つかむ方法から、怪獣の毒どく殺さつに。

　なんだかんだ、敷しき島しまも『男の子脳のう』になってきていないだろうか。

「でもタマネギの効こう能のうを調べる前に、俺たちが殺されるんじゃないか？」

　即そつ効こう性せいの毒ばかりでもないだろう。敷島もそれに気づいたようで、目を逸そらす。

「そうね。……あぁうん、どうしよう」

　敷島が目を瞑つむって唸うなる。俺は敷島が考え終わるのを待まつ。窓まどの外に目をやると、グラウンドの砂すなが風で緩ゆるく舞まい上がっていた。あの上がり方は、ひょっとして怪獣が現れたせいか？

　なにかを直感したように敷島が目を開く。

「次回は合ごう流りゆうせずに、なにか作戦を考えましょう。なにか思いついたらその次に相手の教室まで行く、でどう？」

　なにかが二つもある。敷島も今のところは打つ手なしということだろう。

「……分かった。でも期き待たいするなよ」

「するに決まっているわ」

　敷しき島しまが真っ向から俺おれの言い分を否ひ定ていしてきた。なんで、と肩が重くなりそうな期き待たいをぶつけてくることに問とい質ただしたかったがそれより早く、敷島がその肩に手を載のせてきた。

　ぽんぽんと。猛たけりそうな肩をあやすように優やさしく、二度叩たたいて。

「あなたが主しゆ人じん公こうなんだから」

　その過か大だい評ひよう価かを残して、敷島と渡わたり廊ろう下かが沈しずむ。

　もうそんな時間か、と空くう虚きよな気持ちでその損そん失しつを見つめてしまう。

　蛇へびの腹はらの中にでもいるように廊下がくねり、波なみに足が吞のまれた。

　そして、暗くら闇やみに引きずり込まれる。
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　わずか十分後に出しゆつ現げんする大だい怪かい獣じゆうの頭とう部ぶに突つき刺ささっている旗はたをどうにかしなければ昼休みも満足に迎むかえられない昨さつ今こん、教室のみなさんは暢のん気きにお過すごしのようであくびばかりしています。

　俺も本ほん来らいは眠ねむ気けを水のように含ふくんで瞼まぶたが重くなっているはずなのだが、今ではそれより吐はき気けが酷ひどくてかなわない。時間酔よい、とでも言うべきだろうか。繰くり返しすぎて記き憶おくも傷きずだらけなのか、曖あい昧まいな部分が多くなってきたような気がする。大だい丈じよう夫ぶなのか、俺は。

　山やま崎ざきは退たい屈くつそうに頰ほお杖づえをついて、シャープペンを回している。……あれ、回していないぞ。指の間に挟はさんで、左右にそれっぽく振っているだけだ。それから思い立ったように、ノートの隅すみになにかを書き込む。その動きが毎回似ているのでなんだろうと真ま似ねして手を動かすと、こちらのノートの上に出で来き上あがったものは立りつ方ぽう体たいだった。なにこれ。よっぽど暇ひまなようだ。

　そんな山崎の姿を見ていると、まぁまだ大丈夫そうだと安あん堵どするところがあった。

　本当はすぐにでも怪獣について考えないとダメなのだが、どうにも集中できない。教室で頰ほお杖づえをつくと、気が抜けてそのまま動くのが億おつ劫くうになりそうだった。冬ふゆ場ばのこたつや布ふ団とんにくるまれるときに似た、堕だ落らくに誘さそわれる。ここを出て走り回ることに少し疲つかれていた。

　嫌いやで仕し方かたなかった教室の空気にさえ平へい穏おんを感じている始し末まつだ。そうして落ち着いていると目だけが動き回って、思し考こうがまとまらない。今までのようになにも分からないまま振り回されるのではなく、明めい確かくな目的ができたのでどこか気き楽らくに感じている部分もあった。

　でもこれ、きっと良くないよなぁ。俺おれはすぐ誤ご解かいしてしまうが、事じ態たいは好こう転てんしていない。飛行機に乗れば遠い外国に行けるが、パスポートを入にゆう手しゆすることができない身みの上だとしたらその国に行くのは困こん難なんとなる。目的が判はん明めいしても過か程ていがさっぱり抜け落ちているのだ。

　どうしたものかなぁと思いつつ、黒こく板ばんの方を見る。

　前回は怒いかりに満ちていた数学教きよう師しも、今は淡たん々たんと授業を進めている。その後ろ姿を眺ながめていても、高いなぁとは思わなくなっていた。正面から向き合えばさすがに高いと感じるが、距きよ離りを置くとそうでもなくなっている。怪かい獣じゆうを見み慣なれたせいだろう。あれぐらい背せ丈たけが伸びれば、と羨うらやましく感じていたのも今や薄うすれている。望めるならもっと、シロナガスクジラぐらいの全長を求めていた。巨きよ大だい化かすればあの怪獣の頭にも手が届くのだ。

　頰ほお杖づえをついたまま、ようやく少しは考え出す。

　簡かん単たんに考えれば、高くて届かないなら低くすればいいわけだ。怪獣が膝ひざを折おって頭を垂たれてどうぞどうぞと協力してくれるはずもないので、力尽づくでそれを実現する必ひつ要ようがある。しかも怪獣が地面に膝を突ついてもまだまだ高い。もっと低く、顔面が地面につくぐらいじゃないと。

　だとするなら、転ばせるしかないのかな。

　足を引っかけて、ずてーんと。幸さいわい、あの怪獣は腕うでが短い。あれでは受け身を取りづらいから、転てん倒とうさせることさえできれば派は手でに倒れることだろう。どうやって転ばせればいいのだ、という過か程ていがすっぽり抜け落ちているが。しかしそれぐらいしか考えつかない。

　十階建てのビルより大きい相あい手てを俺たちが倒せるのか、という疑ぎ問もんはある。ビルを倒してみろと言われても素す手でで個人で、という条じよう件けんならば戦せん闘とう民みん族ぞくでもない限り不ふ可か能のうだ。だが怪獣とビルには一つ大きな違ちがいがある。ビルは自発的に動かないが、怪獣は歩くのだ。

　取り留めはなく具ぐ体たい的てきな策さくもないが、そういう方向性で考えることを敷島に提てい案あんするのは悪くないように感じる。次回に話すことにしよう。時間酔いと記き憶おくの混こん乱らんで万が一にも忘れないようにとノートにメモ書きしてみたが、残らないのだから意味がないことに途と中ちゆうで気づいた。自分で覚えているしかないのは地味に不ふ便べんだ。人間、どんな拍ひよう子しに忘れるか分からない。

　ノートに写うつした数式の横に怪獣を書く。全長は、三十メートルか四十メートルぐらい。対する俺と敷島は二メートルもないので、絵にして比ひ較かくすると豆まめ粒つぶみたいになった。こうして客きやつ観かん的てきに眺ながめてみると、藤ふじパンチと敷島キックではどうにもならないな。

　いきなり出現させた戦車の砲ほう撃げきで足を負ふ傷しようして、倒れる姿すがたを描えがく。協力を仰あおぐ時間さえあれば有ゆう効こうな手立てなのに、それは許されていない。恐らく、このゲームを観かん戦せんしているやつがそんなものを望んでいないのだろう。理り不ふ尽じんかもしれないが、それぞれの都つ合ごうがあって働はたらきかけて、環かん境きようを作っているのは今までと変わりない。俺にだけ都合良くいかないということだ。

　今までに観た特とく撮さつ映えい画がや番組を振り返ってみるが、怪獣の転ぶシーンというのは思い浮かばなかった。投げ飛ばされて倒たおれることはあっても、そんな格かつ好こう悪い姿はカメラの前で見せようとしないのだろう。踏ふみつければ校こう舎しやも破は壊かいする相手の足を掬すくう方法なんて、あるのかな。

　視し線せんを近くから感じて、顔を上げる。直後、思わず椅い子すと一いつ緒しよに騒そう々ぞうしく後こう退たいしてしまう。

　山やま崎ざきがノートを覗のぞき込んでいた。授業中なのに堂どう々どうと席せきを離はなれて、俺おれの机つくえの前に来ている。屈かがんで口もとを隠かくして（気に入っているのか？）目だけが活かつ発ぱつに動く。教きよう師しが黒こく板ばんに向いてなにか書いているところを狙ねらったのか、すぐに気づかれて咎とがめられることはない。他の同どう級きゆう生せいからの視線を一いつ身しんに浴びているが。

「な、なに？」

　声を潜ひそめて用事を尋たずねる。ついでに椅子に座すわり直す。山崎がじーっと、こっちを見つめる。

　目にかかる前まえ髪がみが邪じや魔まなのか、指で横に払はらった。

「なにかと思ったら、怪かい獣じゆうか」

　俺の簡かん素そな絵を見て、正確に判断してくる。

　でもそこで納なつ得とくして、山崎的に問題はないのだろうか。だって怪獣だぞ、高校生。

　山崎は垂たれてくる前髪をずっと弄いじっている。横や後ろの髪は手入れが行き届いているのに、前髪は伸ばして垂らしてあるだけなのが不ふ思し議ぎだ。分けるかピンで留めればいいのに。

「フージーは教室に武ぶ装そう集しゆう団だんが入ってくるんじゃなくて、怪獣と戦たたかう路ろ線せんかぁ」

「そんな想像じゃあ……あ、いいや。ま、それでいいや」

　そういう時間つぶしだと思ってくれた方が、余よ計けいな説明もしなくていいので助かる。これで話は終わりかと安あん堵どしていたら、山崎の腕うでが机に重なって載のる。その上に顎あごを置いて、帰るどころか距きよ離りを縮ちぢめてきた。

「このしきしまって、あの敷しき島しまさん？」

　豆まめ粒つぶの左側に向いた矢や印じるしと名前について尋ねてきた。ぐむ、と喉のどが詰つまりそうになる。

「え、あー適てき当とうにぱっと思いついたから。どの敷島さんってわけでもないうお」

　言い訳わけにもなっていない、苦しい言い分だった。しかも動どう揺ようして、『よ』で締しめるはずが変な語ご尾びになってしまった。咄とつ嗟さに思いつくのが敷島なんて、余よ計けいに誤ご解かいを深めそうだ。死ねば記き憶おくから消えるけれど、けれどそういうものばかりじゃないだろう。

　死ねば全部終わりだからって、今生きることを否ひ定ていするのは間ま違ちがっている。

　点を繫つなぐ線を疎おろそかにしちゃあ、面おも白しろくない。

「あとこれ、わたしのやつに似にてる」

　ノートの隅すみに書かれている立方体を指差す。似てるって、よく分かるな、こんなの。

「エ、そ、そうかなー。みんな似たようなものだし、わっかんねーなー」

　最初、声が裏うら返がえった。いい加か減げんこの自由な生徒を注ちゆう意いしてくれ先生。山崎は前髪を指で弾はじきつつ、身体からだを引く。また沈しずんで、机の上に目だけを出した状じよう態たいに戻る。で、凝ぎよう視ししてくる。

「フージー、わたしのこと結けつ構こう見てる？」

　ぐぁ。言げん及きゆうされると一番まずい方向に行ってしまう。

「続きは昼休みに、ね」

　来ないけど。山やま崎ざきの額ひたいを指で押す。山崎は前後に軽く揺ゆれるばかりで、席せきに戻ろうとしない。地じ味みに前の席の男子が狭せまくて辛つらそうだ。でも相あい手てがクラスでもかわいい方の女子なので表おもて立だって文もん句くを言わないあたり、思し春しゆん期き男子の鑑かがみだ。それはいいが、山崎がまるで動かない。

　おらおら答えろよとばかりに、机つくえの下でこっちの足をつついてくる。

　あのなぁ。

　見てるなんて言えるはずないだろう、みんなが聞き耳を立てているのに。

「……おっと」

　そろそろ時間だ。山崎への返答をごまかすついでに、移い動どうしておかないと。

　このまま教室にいるとみんな死んでしまうので、窓まどから飛び降りることにした。無む言ごんで席を立って颯さつ爽そうと窓まど枠わくに足をかけて飛ひ翔しようする。高さは足りないが飛び降り自じ殺さつとでも思われただろうか。覚かく悟ごを決めて地面に降り立つと、不意打ちに近かった最初と比くらべてその衝しよう撃げきにもそれなりに耐たえることができた。とはいえ足首への負ふ担たんと痺しびれは笑って済すませられるものではない。

　壁かべに手を突ついて、痺れが収まるのを待まつ。死にに行くというのに、そちらへの抵てい抗こうがない。

　痛いたみを大たいして伴ともなわないせいで嫌けん悪お感かんが薄うすい。これで毎回、骨ほねや肉にくの砕くだける感かん触しよくを逐ちく一いち感じていたら発はつ狂きようしていたと思う。怪かい獣じゆうなど無む視しして、享きよう楽らく的てきに時間を過すごして狂くるって時間切れに陥おちいっていただろう。後は敷しき島しまという共きよう有ゆう者しやがいなければ、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた可か能のう性せいもある。

　痺れが取れたので怪獣の出てくる場所に近寄る。そこでふと、怪獣の出現地点に重なるように立っていたらどうなるのだろうと疑ぎ問もんを持った。好こう奇き心しんから試ためしてみる。

　教室の生なま温ぬるい雰ふん囲い気きが毒どくとして回り、冷れい静せいな判断を下すことを難むずかしくしていたのだろう。

　結果、怪獣が出しゆつ現げんしたと同時に押し潰つぶされて首から上のちぎれる感かん触しよくを明めい敏びんにキャッチした。

　これまでで一番、最さい悪あくな死に様ざまだった。







　Continue?




　　→Yes

　　　No







　敷島は何組の生徒なんだ、と廊ろう下かに出てから疑ぎ問もんにぶち当たった。敷島はなぜか俺おれのクラスを知っていたみたいだが、今まで面めん識しきなどほとんどないのだ。こちらは知る由よしもない。

　探さがしている時間が惜おしいので、呼ぶことにした。

「しぃいいいいいきぃいいいいいしぃぃいいいいいまぁああああぁぁぁ！」

　呼んだらすぐ出てきた。なんだ、隣となりのクラスだったのか。叫さけんで損そんした。

　敷しき島しまが走って目の前までやってくる。面おも白しろくなさそうな顔をしていた。

「藤ふじくんも大だい分ぶ吹ふっ切れたのね」

「吹っ切れたというか吹っ飛んだというか」

　ゾッとして、首を撫なでる。首がちぎれたときの浮ふ遊ゆう感かんが鳥とり肌はだと共ともによみがえる。あの不安定な感かん覚かくは、無重力の世界に飛んでしまったようだった。帰ってこられないかと思うほど気き軽がるに宙ちゆうを舞まった首が数すう秒びよう後ごにはちゃんとくっついていると、あのあんパンヒーローになった気分だ。

　教室の前で話し込むわけにもいかないので階段を上る。三階の踊おどり場まで移い動どうしてから、敷島が足を止めたのでそこで話すことにした。踊り場では小さく開いた窓まどから風が吹き込んでくる。俺おれと敷島の髪かみが一いつ緒しよに踊った。

「なにか思いついたの？　よね？」

「まぁね。伝つたえておこうと思ってさ」

　話しながらゴム紐ひもを取り出して、髪を後ろで纏まとめる。

　それを敷島がなにか言いたそうに見ていた。

　多た分ぶん、屋上からもそういう目で俺を見下ろしていたんだろう。

「なんだよ」

「女の子しているのが嫌きらいなら、髪をもう少し短くしたらいいじゃない」

　バリカンを動かすような手つきを行う。いかにもやってみたいですという顔だった。

　それはそれでスッキリしていいんだけどさ。

「押しつけられているんだ、仕し方かたないだろ」

「誰だれに？」

「……母親」

　答えてから、言わなければよかったと後こう悔かいする。敷島に教える必ひつ要ようのないことだった。

　失しつ言げんである。それは敷島もこちらの表情から理り解かいしているようだが、容よう赦しやはしてくれない。

「マザコンだったの」

「うるさいよ」

「別に悪いことでもないでしょ。人を大切に想おもうことが悪いこと？」

　敷島がなんか良いことを言い出す。しかしその話題の中心が俺なら、良い気分にならない。

「じゃあ、どうして悪いイメージがつきまとうんだろうな」

「自立していないように感じられて、情なさけないからじゃない」

　なるほど、そんなものかもしれない。人は群ぐん生せいしているのに、独どく立りつを目標とする変な生き物だからな。手足が多くても二本ずつしかないのに、一人で生きるなんて無理だと思うがね。

「でも藤くんはそれぐらいの髪の方が似に合あってると思う。見み慣なれているからかも、だけど」

「そりゃあどうも」

　纏まとめ終えて、でも手て際ぎわがいい加か減げんだったためかすぐに崩くずれてきた。結むすび目から外れた横の髪かみが下りてきて顔にかかる。それを摑つかんで、握にぎり、色いろ遣づかいに溜ため息いきをついた。

　敷しき島しまの言うとおり、髪を切り捨ててしまえば、軽くはなる。

　こだわりを捨てると楽らくになれる。そんなの当たり前だ、自分を薄うすくしているのだから。

　だけど一度薄くなった部分は絶対に戻らない。その薄くなったものを埋うめるのは新しい自分、つまり他人だった。俺おれは嫌きらいであっても、過か去こからの繫つながりを尊そん重ちようしたい。こんな出で来き事ごとに巻き込まれたからこそ一いつ層そう、そう思う。

「で、なんの話だった」

「怪かい獣じゆう退たい治じの話」

「あぁそうだった」

　腕うでを下ろしてから、敷島に俺の考えを伝える。

　俺たちが高い場所に行けないなら、怪獣に低い場所に来てもらうしかないということを。

「怪獣を転ばせることができれば、なんとかなるかもしれないな」

　人より高く、優すぐれるよう努つとめるのは困こん難なんだ。ときに才さい能のうというものが立ちはだかり、不ふ可か能のうとなることも多い。しかし他人の足を引っ張ることは案あん外がい、誰だれにでもできることだからな。

　自信を持とうじゃないか。と、敷島に訴うつたえてみたがその顔は浮かないものだった。

「そうね」

「おや歯切れが悪い」

「どうやってやるのかは考えてなさそうな顔だし」

　敷島が軽く笑う。図ず星ぼしなのでこちらも苦く笑しようで応こたえる。ついでに敷島の肩を叩たたいた。

「そこからは敷島の頭ず脳のうに期き待たいしている。そっちの方が頭いいし」

　さぁ閃ひらめけ。

「そんなことを藤ふじくんと比くらべ合ったことないんだけど」

「比べなくても、いかにもって感じじゃないか」

「過か大だい評ひよう価かね……それに、賢かしこい人間なんていないわ」

　俺の手から離はなれるように、敷島が身みを捻ひねる。そして、腕うでを少しだけ広げた。

「私はね、人というのはみんなバカだと思っているもの。自分を賢いと勘かん違ちがいしているバカか、そういうことを気にしないバカの二種類しかいない。そう割り切っているの」

　自分の頭を指差しながら、敷島がそんなことを言う。思い切った言い分ではあるが、でもみんな一いち様ようにそうだというなら、結局は変わらないんじゃないだろうか。バカの中でも、頭のよいバカが出てくるだけだ。もっとも敷島が言いたいのはそんなことじゃないだろうけど。

　ようするに、期待するなと言いたいのだと思う。

「敷島はどっち？」

「どっちでもいいじゃない。つまり、頼たよられても困こまっちゃうってこと」

　敷しき島しまが窓まど側ぎわの壁かべに背中をつけて、三階へ続く階かい段だんを見上げる。疲ひ労ろうしているのか、横よこ顔がおに精せい彩さいがない。溜ため息いきまでつかれて、敷島も似にたような心しん境きようなのだと知らされる。

「保ほ険けん委い員いん長ちようなんだろ？」

「なんの関係があるのやら」

　本当にな。そんなこと言ったら、高校生にこんなことやらせるなとも言いたくなる。

　目を細めて、敷島が足あし下もとに目をやる。上うわ履ばきで床ゆかを撫なでるように足を動かしながら。

「転ばす、足を滑すべらせる、ねぇ……あ」







　Save2.dataが完かん了りようしました。







　ん？

「ん？」

　疑ぎ問もんの声が口の外と内側で、同時に生まれる。今、変なものが見えたぞ。

　敷島には見えなかったのだろうか。しきりに頭をかいて目を逸そらしているが、左端はしにもちゃんとその目がいっている。見えてはいるようだ。しかしそれより、『あ』という反はん応のうからの気まずさをごまかすのに忙いそがしいらしい。

　すぐに消えた表ひよう示じについては一いつ旦たん置いておき、先に敷島に話しかける。反応から、恐らく。

「あっ、って言ったな」

「言ったね」

「なにか思いついたのか？」

　尋たずねると敷島は曖あい昧まいに頷うなずきかけて、でも、それを取り下げるように首を左右に振った。

「聞かない方がいいわ」

「なんで？」

　当然、そう聞く。敷島は左腕うでを抱き寄せるようにしながら、固そうな口を開く。

「理由を説明すると少し長いし、言っていることが分からないと思うけどそれでも聞きたい？」

　まるで話したくないような口ぶりだった。返事に戸と惑まどっていると、少し強い風が入り込んでくる。弱い纏まとまりでしかなかった髪かみが解とけて、金色の幕まくのように目の前を横切る。

　不ふ愉ゆ快かいだった。

　ここに長々と立っていたくない。そんな気にさせる風と景け色しきだ。

　だけど、と思うのと同時に気づく。

「聞きたい」

　移い動どうしなくても閉めればいいのだ、と窓まどを押す。隙すき間まを遮しや断だんすると、宙ちゆうを泳いでいたお互たがいの髪かみがくたびれたようにへたって落ちた。敷しき島しまが少し乱みだれた髪を搔かき上げた後、微ほほ笑えむ。

　どうやら、求めれば話してはくれるようだ。

「藤ふじくんは善ぜん良りようであるべきだと思うの」

「は？」

　敷島が俺おれと自分の顎あごを順に指す。なにかを指差すのが癖くせなのだろうか。

「藤くんが良いやつで、私が悪いやつ。そういう分ぶん担たんにしましょう」

　てきぱきと一人で決めてしまう。ちょっと待まてと言いたい。勝かつ手てに善良にするな。

「なにそれ。どっちもそんなに該がい当とうしてないだろ」

　俺はいいやつじゃないし、敷島も悪いやつではない。単たん純じゆんか冷れい静せいか、ぐらいの違ちがいだけで本質は変わらないだろう。だけど敷島は俺の意見など無む視しして、境きよう界かい線せんを引く。

「お互いを上う手まく止められるようにするには、それが丁ちよう度どいいの。どちらも非ひ道どうに徹てつすると、きっと後戻りできなくなるから。でもね、どっちも善良だと視し野やが狭せまくなって、どうにもいかなくなると思うの。それなら、戻れないだけで進める分、『悪い子』になった方がマシなぐらい」

　敷島がなにか語っているが、一体、なんの話をしたいのかが摑つかみきれない。

「でもそれは追い詰められたときに、やむなく選べばいい。今はまだ時間があるから、わざわざ気分が悪くなるようなことしなくていいじゃない。……どうしても打つ手がなくなって、時間が迫ってきたら話すわ。でも、それまでは教えない」

「……ろくでもないのを思いついたってことね」

　敷島が曖あい昧まいに笑う。俺の頭をこんこんと、ノックするように叩たたいた。

「頭を使って、私たちを救って。いい子でいてね、藤くん」

　自分には期き待たいするなと言っておいて、それは酷ひどいな。不公平だ、と感じてしまうがそんなこと押しつけあっている暇ひまはないんだよな。解決できるなら、どっちが事をなしても構わない。

　敷島が先に一つ思いついたというなら、答えはあるのだ。俺も考えてみよう。

　善ぜん悪いを意い識しきせず、あるがまま。

「聞くだけ聞けば、別のことを思いつくための参さん考こうになるかもしれないけどな」

「聞かない方がいいってば。ほんと、酷い方法だから」

　教きよう師しの鼻を肘ひじで潰つぶす敷島がそう言うのだから、よっぽど悲ひ惨さんな行こう程ていを踏ふむのだろう。怖いもの見たさの心しん境きようで知りたくはあるが、敷島を見る目が変わるかもしれないのは確かだ。敷島自じ身しん、それを危き惧ぐして語らないというのが分かる。

　どっちみちこのままなら、それを聞かざるを得ない気もするし。

　なにかここから、行動の指し針しんを見つけないとムダに死ぬことを重ねかねない。

「私に頼たよらなくても大だい丈じよう夫ぶ。藤くんには聖せい戦せん士しの資し格かくがあるとみたから」

「ねぇよ」

「開けていい？」

　敷しき島しまが窓まどを指差しながらうかがってくる。「あぁ、いや」と歯切れ悪く曖あい昧まいにしていると、敷島が俺おれの後ろに回り込んできた。振り向こうとすると俺の肩けん胛こう骨こつを押して制し、髪かみに手をかけてくる。「ぐぇ」引っ張られた。横の髪をすくい取り、後ろで纏まとめているようだった。

　緩ゆるく、解とけかけていた髪を敷島が結ぶ。今度は風に吹ふかれても簡かん単たんに解けないだろう。

「これでいいんでしょう」と敷島が笑うので、「いいんじゃないかな」と言うほかなかった。

　開けた窓から、外の景け色しきを二人で覗のぞく。敷島と自然、同じ方向を向く。視し線せんの行き先は、空。

「戦せん闘とう機きとか、来てくれないかな」

「飛行機も飛んでこないな」

　鳥の一いち羽わもいない、青いばかりの風景だ。右側には民みん家かの屋根と、畑。あと、電線ぐらいか。

　……ん？　電線か。

「あれ、どうかな」

「あれ？」

「電線だよ。それなりの高さにあれば足を引っかけて転ぶかも」

　右側の景色を指差しながら言ってみる。敷島の目がそちらに向いて固まる。馬ば鹿か馬鹿しいと一いつ笑しように付ふされるかと覚かく悟ごしていたが、意外に長ちよう考こうしている。そろそろ怪かい獣じゆうが出しゆつ現げんしてもおかしくないのだが、沈ちん黙もくと共ともに穏おだやかな時間が訪おとずれた。乾かわいた肌はだに風が程ほど良よい。

「藤ふじくんは発想が少し違ちがうのね。安心した」

　空を走る黒い線を見つめたまま、敷島がそんなことを言う。

「なにそれ。敷島と話していると質しつ問もんばかりで、会話が楽らくなような、一いつ方ぽう通つう行こうなような」

　まるで敷島が家庭教きよう師しか、この世せ界かいの案内人を気取るようだった。そうした視し点てんの違い、高さの違いから彼女に期き待たいをかけてしまうのは当然の流れのように感じる。

　敷島は俺の質問に答えない。含ふくみを持ったように柔やわらかく口の端はを緩める。

「電線を使うのは、案あん外がいいけるかも。電線が戦闘機より頼たよれるのはどうかと思うけど」

　会話が微び妙みように繫つながっていないのだが、より大事な方には返事があった。ならよし。

「物は使い方次し第だいってことだろ。とりあえず、そういう方向でいってみる？」

　他になにも考えつかないので、敷島に確かく認にんを取る。敷島は窓から手を離はなし、「いいけど」と同意した。電線を罠わなにして効こう果かがあるのかと言った本人も半はん信しん半はん疑ぎだが、試ためす価か値ちはあるか。

　関係ないが、怪獣を文字通り倒たおすために動く、と聞けば山やま崎ざきあたりは喜よろこんで参さん加かしそうだ。

「じゃあ次回は下げ駄た箱ばこ集合ね。電線に足を引っかけて、転ばせて……うん、想そう像ぞうしづらい」

　珍めずらしく、敷島が目を瞑つむって無む防ぼう備びに笑う。今まで意い固こ地じだったカブトムシが羽はねを広げたような……あんまりかわいい表現じゃないな、このときの敷島はかわいかったのだが。描びよう写しやを諦あきらめて、ぼぅっと見とれる。あまり残ざん虐ぎやくそうには見えないけど、頭の中でなにが渦うず巻まいているのか。

　変な表ひよう示じとか、敷島の考えた方法とか。気になる部分は色々あったが、留とどまる時間はない。

　約やく束そくし合って、殺された。首が飛ばないよう押さえたが上う手まくいったようだ。







　Continue?




　　→Yes

　　　No







　学校の周辺にある電線に足を引っかけさせるためには、そこまで逃げなければいけない。ここ二回ほどはのんびりとしていたが、今回は全力で駆かけ抜ける時間となるようだった。敷しき島しまを見習って教きよう師しに断りなく教室を出た。出ると階段に向かって走る敷島の後ろ姿を見つけた。

　敷島もこちらに気づいて立ち止まる。走って隣となりに並んで、すぐまた移動を再開した。

　階段に足をかけた後、敷島が天てん井じようを指差す。

「ちなみに三階の廊ろう下かへ行くと教きよう頭とう先生に遭そう遇ぐうする。これ、豆まめ知ち識しきね」

「へぇ。で、車の鍵かぎを盗んできていたと」

「盗んでないわ、借りただけ。いつも返しているじゃない」

　死んで返へん却きやくとは斬ざん新しんだな。今回は距きよ離りの関係で必ひつ要ようないと判断してか、取りに向かわないようだ。あ、盗とりにか？　どちらでもいいか、と二人で蛙かえるのように跳はねて下げ駄た箱ばこに向かった。

　下駄箱で靴くつを履はき替かえようとしてしまう。敷島がそのまま走っていくのを見て、「慣なれないもんだな」と自じ嘲ちようしながら上うわ履ばきで外に出た。そういえば俺おれは、物覚えの悪い子だったよ。

　正門から出る。途と中ちゆうで見かけた教頭のベンツは傷きず一つなくなっていた。車道を越こえて向かい側の畑を踏ふみ荒らす。人がいないからって堂々と畑を歩くのは抵てい抗こうがあった。栽さい培ばいされているのはグリーンピースだろうか。作物を守るように敷しいてある黒いシートの横を通って、畑の中ちゆう央おうを目安に移動した。

　畑のど真ん中に二人で立つ。まるでカカシだ。敷島など悪ふざけで両りよう腕うでを水平に広げて本当にカカシごっこしている。いやそりゃ、俺たちにできることはなにもないからいいのだが。

　畑と車道の間、溝みぞと平行に電線が走っている。数は三本。問題は怪かい獣じゆうが丁ちよう度ど、電線に足を引っかけるような位置に立つ必ひつ要ようがあるのだがそんなもん、最初から分かるはずもなかった。

「なぁ」

「怪獣の身しん長ちようが四十メートルと仮か定ていして、人間の人じん体たい比ひ率りつと同じだとするなら足の長さだけでも二十メートル以上あるから、一歩につきそれぐらいは進むんじゃないかと思うの」

　気軽に同意を求めたら、具ぐ体たい的てきな考察が返ってきた。「そ、そうなのか」と頷うなずく。

「でもそれが正しかったとして、なにがどうなるわけでもないけど」

　カカシに飽あきたのか、敷しき島しまが腕うでを下ろす。「アホらし」と額ひたいを押さえて呟つぶやいていることから、カカシごっこはお気に召めさなかったようだ。気に入るやつなんかいるのかも知らんが。山やま崎ざきかな。

　無む言ごんとなり、電線を見上げる。俺おれたちの命いのち綱づなとなるかも知れない、黒い線が風に揺ゆれる。

　電線に足を引っかけて怪かい獣じゆうが転ぶなんて冗じよう談だんみたいな話だ。

　でも人間なら取るに足らない小こ石いしにつまずくことはある。俺なんか自分の右足に左足を引っかけて転ぶこともある。そういうのは多いはず……と、信じたい。でも、待まてよ。

「もし足引っかけて転んだら、正面にいる俺たちが潰つぶれるんじゃないか？」

「でしょうね」

　敷島が冷れい静せいに肯こう定ていする。そして目の焦しよう点てんがあっていないまま、学校の校こう舎しやを見つめている。

「どうしよう」

「がんばって横に走って避よける」

「わー、ちょーかんたーん」

　縦たてに避けるよりはまだなんとかなりそうだった。怪獣が肥ひ満まん体たいじゃなくて助かる。

　その怪獣が校舎の側にのっそりと出てくる。すぐにこちらを向いた。振り向く動きに合わせて揺れた尻しつ尾ぽが地面の表面を撫なでる。尻尾を隙すき間まにでも挟はさんで動けなくなってくれないものか。

　一いつ歩ぽ、二歩と怪獣の歩みを数えながら接近を待つ。七歩目で学校のフェンスをまたいで、あと一歩まで迫る。そして怪獣はあっさりと電線をまたいでしまう。上げた足が下りるまでの間に通り過ぎてしまって、まったく意味を成していない。予想していたとはいえ、失しつ望ぼうは免まぬがれなかった。

　電線の手前に重なるように足を置かせて、そこから進ませないといけない。歩ほ幅はばの調ちよう節せつをしてやらないとダメなわけで、こいつがまた難むずかしい。今回、見事に失敗したということは。

　この後に俺たちを待っているのは、いつもの真まっ暗くらな終わりと、再さい開かいだった。







　Continue?




　　→Yes

　　　No







　32:22:45







「そういえば怪かい獣じゆうに名前はあると思う？」

　引き続いて怪獣を畑で待まつ間、敷しき島しまが暇ひまつぶしに話題を振ってきた。

「どうかね。俺おれに聞かれてもなぁ」

「男の子脳のうの藤ふじくんなら、そういうの好すきかと思っただけ」

　敷島はいやに、男の子にこだわる。ロボット好ずきの兄がいるらしいが、そこらへんに思うところがあっての発言とこだわりだろうか。横顔を覗のぞくと、目が合った。目つきが少しきつい。今回は畑の中ちゆう央おうから後ろに引いた位置に立っている。怪獣の足の長さは変わらないだろうから、歩ほ数すうや歩ほ幅はばに差は出ないはず。それを踏ふまえての位置取りだ。あとは歩き出す角度で調ちよう整せいをして、転ぶよう仕向けるしかない。

「俺たちで決めちゃえばいいんじゃないか」

　星ほしや動どう植しよく物ぶつだって、最初に発見したやつが名づけてしまうわけだし。

「じゃあ藤くんが決めて」

　その言い方に、敷島にも『女子』を感じた。こういうとき、女子は丸投げしてくることが多い。その割わりに提てい案あんすると否ひ定ていされるので、あまり好このむ流れではなかった。

「ベ○ラ○にしよう。最初の怪獣だし」

「は？　ベントラー？」

　字じ数すうが違ちがうぞ。わざとらしいとぼけ方である。それをこちらは鼻で笑う。

「まぁ名前なんて決めてもムダだけどね。徒と労ろうってやつよ、とろー」

「あらどうして？」

「今回で片付いてしまうからさー」

「あはははー」

　空くう虚きよな会話だった。どちらも白しら々じらしく、笑い声も乾かわききっていた。

「今日は暑いね」

　敷島が髪かみを撫なでながら眉まゆを寄せる。その黒くろ髪かみではさぞ日光を吸すい込むことだろう。

「真ま夏なつ日びに走り回ることにならないで、まだ良かったな」

「ほんと」

　敷島が短く同意する。季き節せつが違えばやる気は更さらに減げん退たいしていた。いい日よりだと思う。

　そんな良い天気の日の下で、俺たちはなにをやっているのやら。

「死ぬためにここにいる俺たちは、自じ殺さつ志し願がん者しや？」

「自殺とは違うでしょ。私たちは死ぬしかないだけ」

「自殺だって、死ぬしかないと思い詰つめるから起きるんだと思うな」

　敷島と意見を異ことにする。反論を重ねてくるかと身み構がまえたが、出てきたのは溜ため息いきだった。

「何度自殺しても終わらないのね」

「或あるいは、それが人生の終わりかもしれないけど」

　実は一回目に死んだ時点で本当に人生が終わっていて、これは『あの世』を体感している、というのも想そう像ぞうの一つにある。一度死んでいるなら、あとは何度死んでも死なないだろう。

　もっともそれなら時間制限なんて存そん在ざいする理由が分からない。あの世の次にどこへ行けと。

　だから、俺おれたちは繰くり返し殺されているけどまだ死んでいない。

　ここに生きているのだ、きっと。

　そんな俺たちの芽めを摘つむために、叫さけび声の一つもあげない地じ味みな怪かい獣じゆうがずんずか歩いてくる。地面を揺ゆらし、その震しん動どうが胃いの底を震ふるわせる。びりびりとひきつる肌はだを撫なでると、鳥とり肌はだが浮かんだ。飽あきないやつだ、自分の役目を淡たん々たんとこなしてくる。いい加か減げん、殺すのを諦あきらめてほしい。

　しかしこの怪獣がいるからこそ、俺たちは生き返っているのかもしれない。

　こいつが俺と敷しき島しまの生せい死しを司つかさどり、同時に弄もてあそんでいる。

　振り上げた足で学校のフェンスを弾はじき飛ばす。そのフェンスが回転しながら勢いよく吹ふっ飛び、畑に落下して突つき刺ささった。もう少し右にずれていたら敷島に直ちよく撃げきしているところだ。横目で確かめると、さすがの敷島も顔が引きつっていた。そりゃあそうだ、もう少しで首を跳はねられるところだったのだから。自分の体たい験けんを踏ふまえて、こちらも吐はきそうになってしまう。

　九きゆう死しに一いつ生しようを得ても、次の死が迫せまる。怪獣が道路を横断して、こちらへやってきた。

　今回の距きよ離りはどうなんだ、と電線を見つめてすがるように祈いのっていると。

「あ」「あっ」

　下ろした足の指が電線に引っかかる。そのまま踏み潰つぶし、ちぎってしまった。

　ばつぅんと、音が跳ねる。身体からだの中の太い線がちぎれるような、そんな音と衝しよう撃げきだ。

　もう少し手前に足を置いてくれたら引っかかったのに。

　そのまま感かん電でん死しでもしてくれないだろうか。踏みつけた電線を見つめながら願う。

　そんな願いなどどこ吹く風、怪獣は元気いっぱいにこちらへ近寄ってくるのだった。

「ちょっと、後ろすぎた？」

「みたいね」

　うまくいかないものだ。次こそは、と決意するがその次を迎えるためにも覚かく悟ごが必ひつ要ようだ。

　無理だと分かると、さっきもそうだったが自然と後こう退たいする。黙だまってジッと立っていることなどできないだろう。怪獣の方を向きながら背はい走そうして、暗あん雲うんのように迫る巨きよ体たいに舌した打うちする。

　先さき程ほど、怪獣が吹き飛ばしたフェンスの横を通る。その直後、迫り来る怪獣の足がそのフェンスの切れ端はしを踏みつけて、足の裏うらに巻き込まれるように突き刺さる。相あい手てはにっくき怪獣であるはずだが、それでも『痛いたそう』と顔をしかめてしまう。ちぎれて尖とがった横の部分が足の裏に突き刺さったのだ、怪獣といえど痛くないはずがない。針はりが刺されば人間だって痛いのだ。

　しかし怪獣は泣き言ごと一つ漏もらさず足を振り上げて、俺たちを踏み潰そうとする。左足で俺たちの退たい路ろを塞ふさぐように背はい後ごを潰し、フェンスが突き刺さったままの右足を持ち上げた。

　足が上がるのと連動して、その小さな傷きず口ぐちから体液がほとばしる。

　血だ。

　この怪かい獣じゆうにも血が流れているんだ。その事実になぜか、指先まで痺しびれるショックを受ける。

　怪獣の血が降り注そそぐ。袈け裟さ切ぎりのように、俺おれの顔と身体からだを染そめる。

　色は赤で、生なま臭ぐさくて。

　俺たちの流すものとなんら変わりなかった。
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　頭が重い。痛いたむのではなく、水を吸って膨ふくれあがったように重たい。

　俺はこの事態に巻き込まれて、敷しき島しまに『ゲーム』といわれて。

　ここが仮か想そう世界かもしれないと疑うたがっていた。いや、半なかばそうなんじゃないかと思っていた。俺たちはゲームの世界の住人という、よくあるオチだ。代だい紋もんでスターでオーシャンな毎日だぜと開き直ろうとしていたところだった。今テイク幾いくつだよと自じ虐ぎやくにする覚かく悟ごもできて。

　しかしそうした疑ぎ惑わくを怪獣の生臭い血が洗い流してしまう。

　降りかかる血は、俺たちを現実のものとした。そんな気がするのだ。俺は死ぬ度たびにおびただしい血を流し、それを引きずった上で生きている。どちらもなかったことにはできない。だから生き残れなければ、俺の意思は本当によく知らない世界へ逝いってしまう。

　このゲームが現実と地続き、いやその一部になっていることを改あらためて実感した。

「三十時間を切ったのね。もうそろそろ、気軽に死ねなくなってきた」

　敷島が右端はしに目をやりながら言う。いや毎回気軽に死んでいるつもりなんかないが。

　ただ必ひつ要よう以上に意い識しきして恐きよう怖ふに縛しばられないために、死が形けい骸がい化かしていると錯さつ覚かくしていた方が幸しあわせだったかもしれない。敷島のように死ぬことを前ぜん提ていに動けないと、辛つらくなりそうだ。

　三度、グリーンピースの畑に陣じん取どっている。今回は更さらに角度を修しゆう正せいして、前回より少し前に出ていた。あとは怪獣が上う手まく引っかかることと、蹴けり飛ばしたフェンスがこちらへ飛んでこないのを祈いのるばかりだ。罠わなを張っての怪獣漁りようといったところか。イノシシより手て強ごわそうだ。

「上う手まく転んだら、走って旗はたを……どうするんだ？」

　引っこ抜くのだろうか、怪獣の頭から。うわぁ、ずるっと抜けるわけか？　うわわぁ。

「しがみつけば、あとは何とかなるんじゃない？　多た分ぶん。保ほ証しようしないから」

　その、自分はやりません任まかせたみたいな言い方はなんだ。いやまぁ敷島もか弱い、教きよう師しの顔面に肘ひじを叩たたき込むぐらいの女子なのは考こう慮りよするが、俺おれ一人に怪かい獣じゆうへ向けて突とつ進しんしろというのは酷こくだと感じないのだろうか。そしてどう考えても敷しき島しまの方がたくましいと思いませんか。

　などと話している間に怪獣出た。歩いてくる。フェンスどかん。ここまではいつもと同じだ。

　幸さいわい、フェンスは俺たちの頭上を通り越こして畑に落下した。これはこれで怖かった。そして更さらなる大だい迫はく力りよくでやってくる怪獣さん。地面への震しん動どうさえなければ、作り物かＣＧと見み間ま違ちがうような、あり得えない対たい峙じだ。今度こそ、ここで関係を終わらせたい。

　右足が電線の直前に下りる。そして左足は先に電線をまたいだ。このあとだ。

　その右足を、電線に引っかければ。

　爪つめを手のひらにぐっと食い込ませて、倒たおれてしまえと念じながら前へ踏ふみ出す。

　喉のどを鳴らし、奥おく歯ばを強く嚙かみ合わせながら、怪獣を睨にらみ上げた。

　と。

　怪獣が歩みを止めた。

　そして数すう秒びよう、身動きせずに電線を見下ろす。

　それから慎しん重ちように、一歩引いて電線を回かい避ひする。大おお股またで、いつもと明らかに異ことなる歩き方で電線をまたいで、畑に進入してきた。避さけるのかよ、と一連の行動を見ていて啞あ然ぜんとする。

「……賢かしこいじゃねえの」

　そう呟つぶやくしかできなかった。今回は後ろへ引くこともせず、ぼぅっと、怪獣を見つめる。

　なんなんだこいつは。これでは知ち能のうの有う無むも不ふ明めい瞭りようだ。大ざっぱに歩いているかと思えば、そのきめ細かさ。なんだ今の丁てい寧ねいな歩き方。いや、微び妙みようにラグがあった気もする。

　障しよう害がい物ぶつを避けろという、プログラミングでもされているのだろうか。

　だったら、転ばせるなんて無理じゃないか。

　俺の思いつきは怪獣が『ちょっと賢かった』から頓とん挫ざした。

　……なるほど。

　敷島のいうとおり、人間ってバカかもしれない。特に俺が。

　反省して、畑の肥こやしになった。

　さてと。
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　じゃあ、俺おれになにができる？

　なにを考えてもそこに行き着く。電線では怪かい獣じゆうの足を引っかけることができない。他の場所で試ためしても同じだろう。となるとこうした考え方を捨てなければいけない。そうなのか？　諦あきらめの悪い自分が自じ問もん自じ答とうを繰くり返す。それに付き合うのも疲つかれて、机つくえに突つっ伏ぷした。

　記き憶おくが傷きずだらけで、本当に曖あい昧まいになっている。前回の記憶ぐらいしかすぐに思い出せない。

　明めい確かくに覚えているのは、死に方ぐらいだった。

　今回は集合の約やく束そくをしていないし、もう畑まで走る必ひつ要ようもない。復ふつ活かつしてから五分ほど経たつが、ずっと教室にいた。少し死に疲れたのか眠い。本来、この時間の俺はうたた寝ねしているはずだったから原げん点てんに立ち返ったともいえる。

　敷しき島しまは今回、どう動いているだろう。それとも俺のように休んでいるのか。気軽に死ねないと言っていたあいつだから、なにかしているような気もする。そのときに助けが必要なら動くのもやぶさかではないが、呼ばれていないので自発的に動く気になれなかった。

　電線を避よける怪獣の動きを思い出す。怪獣の知ち恵えを過か小しよう評ひよう価かしていた自分を恥はじた。ちゃんと足あし下もとが見えているんだ、あいつは。石ころにつまずく自分とは大おお違ちがいである。怪獣の動き自体には違い和わ感かんと、なにか引っかかりを覚えたがそれを究きゆう明めいするための熱ねつ意いが湧わいてこない。

　いかんなぁと思うが、瞼まぶたと頭の重さに対たい抗こうできない。試し験けん前まえの勉強ぐらい辛つらい。

　しかし怪獣がそれなりに賢かしこいとなると、これはそろそろ、敷島の考えたという酷ひどい方法に頼たよるしかなさそうだ。そしてそれも失敗したら、もう打つ手がない。最初から相そう当とうの無む茶ちやぶりだったことが、やはり無理だったという結論に落ち着くだけだ。こんなゲームを企き画かくしたやつの頭がどうかしている。そいつもいつか寿じゆ命みようで死ぬと思うので、会ったら殴なぐってやろう。

　死後の予定を一つ立ててから、教室の連中の顔ぶれを眺ながめて、しみじみ思う。

　こいつらも毎回、死んでいるんだよなぁ。怪獣に踏ふまれようと、無事だろうと。

　結局はリセットされて、ここでずっと同じ授業を受けている。

　つまんない時間を切り取られたものだ。もっと楽しい時間を繰くり返せばいいのに。

　どちらがマシだろうと考える。なにも知らずに死ぬのと、すべて知りながら死んでいくしかないのと。納なつ得とくできないまま死ぬか、そもそもそんなものを意い識しきすることなく終わるか。

　どうあがいても納得できないのなら、中ちゆう途と半はん端ぱなことは止めて意識せず終わりたい。

　勿もち論ろん、理想としては納得した上で、生きたい。……問といかけを無む視ししているけどさ。そんな都つ合ごうよくいくかどうかは、敷島次し第だいか。敷島も諦めたら完全に終わりだが。

　突っ伏したまま起き上がれない。緊きん張ちようの糸が切れてしまったらしく、手足を動かすことが億おつ劫くうだ。身体からだが繫つながっていない。半開きの口からは涎よだれより泡あわを噴ふきそうだった。

　じわじわとにじむもの。眠ねむ気けに似にた、蝕むしばむもの。これが絶ぜつ望ぼうってやつだろうか。そいつがやる気の気き泡ほうを悪あく趣しゆ味みにぷちぷちと潰つぶしていく。だから湧わき立たない。放っておいてもその内なんとかなる類たぐいではあるが、自し然ぜん治ち癒ゆには時間がかかりそうだ。そんな時間がどこにある。

　敷しき島しまは来ない。来れば俺おれだって動く。怠なまけ者の言い訳わけは、責せき任にん転てん嫁かに落ち着いた。

　とはいえ、このままだと教室のみんなも潰れる。迷めい惑わくはかけられないので、外で死ぬことにした。窓まどに近寄って落下する。かけて干ほしていた布ふ団とんが滑すべり落ちるように地面へ落下して、派は手でに背中を打ったのでさすがに痛いたかった。いてぇいてぇと転がりながら、目を瞑つむる。

　だいじょうぶ、だいじょうぶ。

　次死んだら、またがんばるから。そう言い訳して、大だいの字じに寝ね転ころがった。

　なにをがんばるかは、思いつかないけどさ。
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　死んではみたが、事じ態たいが進しん展てんするわけでもない。目と肩は重いままだ。

　教室にだれかが飛び込んできて、この鬱うつ屈くつを壊こわしてくれることもない。教室の入り口に幾いく度どとなく視し線せんが向かうが、足音は聞こえない。実に正しい、だって今は授業中なのだから。

　それでも、そういう常じよう識しきに囚とらわれない敷島を今は求めていた。

　人に頼たよりっぱなしなのも情なさけないが、俺がダメなときは敷島にがんばってもらうしかない。

　まさか相あい手ても同じことを考えていないとは思うけど。

　どうなんだ？

　お前はどうだ、と聞いてみたかった。まだ怪かい獣じゆうに立ち向かえるのか。

　まだまだ、死ぬ勇気があるのか。

「どうなんだ、敷島」

　声に出して、ここにいない彼女に問とう。

　それを聞いた前の席せきの男子が怪け訝げんそうに振り向く。相手をする気になれなくて、けれど。

　その直後、ぷつんと、校内放送用のスピーカーの電でん源げんが入った。

　教きよう師しや同どう級きゆう生せいたちも気づいて、頭上のスピーカーに注ちゆう目もくする。

　……おかしい、このタイミングで放送が入ったことは一度もない。

　この世界で予定にない行動を起こせるのは俺と、あと一人しかいない。つまり、

『アーエー、藤ふじくん。藤ナントカくん』

　敷しき島しまの声だった。しかも名指しである。間ま違ちがっても別の藤くんではないだろう。

　突つっ伏ぷしていた身体からだを起こして、顎あごを上げる。喉のどを反そらすようにして、スピーカーを睨にらむ。

　敷島。

『至し急きゆう、窓まどの外を見なさい。そして、飛び降りて手て伝つだいなさい』

　そこまで言って放送が切れる。ぶつんと、スピーカーが息いきを引き取るようだった。

　校内放送を私し物ぶつ化かするなよ。苦にが笑わらいしつつ席せきを立って、窓まど際ぎわに寄った。他の生徒も窓に近寄って覗のぞいたため、教きよう師しが俺おれに限定して注意してくることはなかった。身を乗り出して、窓の外を確かめる。放送したばかりで敷島はどこにもいない。恐らく、今は全力で走っている。

　その敷島が校こう舎しやから出てきて、グラウンドへ現れた。

　髪かみを振り乱みだして走る敷島は巨きよ大だいな旗はたを担かついでいた。真まっ白で、思わず目を見張る。

　まさか、と思ったのだ。

　だけど残念ながらその旗には『かち』と印いん刷さつされていない。あれは応おう援えん旗きだ。応援団が真っ赤な旗とセットで振っているのを見かけたことがある。あんなものを持ち出して、どうするつもりだ。関係ないが敷島の黒い髪と白い旗の両方が風にはためいて、綺き麗れいだった。

　敷島が怪獣の現れる場所からある程てい度どの距きよ離りを取る。そして、旗を地面に突き刺さした。

　旗を支ささえるように手を添そえたまま、敷島がこちらの教室を見上げてくる。すぐに俺を見つけて目が合った。早く来いとばかりに手て招まねきしてくる。肩で息をして時々膝ひざが折おれそうになっているが、怪獣に対してまったく萎なえている様よう子すがない。不ふ屈くつと闘とう魂こんがにじみ出ていた。

　敷島は俺よりもずっと、生き抜くことに貪どん欲よくなのかもしれない。

　だからこそ、命を使い捨てにすることも受け入れたのだろう。

「ったく、頼たよりになるねぇ」

　委い員いん長ちようを押しつけ、いや抜ばつ擢てきされるだけのことはある。その委員長に招しよう集しゆうをかけられたのなら断るわけにもいかない。飛び降りろと命じられて守る俺はなんて従じゆう順じゆんなのだろう。

「俺は保ほ健けん委員じゃないんだけどな！」

　要求通りに二階から飛んだ。着地も考えないで格かつ好こうつけて飛ひ翔しようした。見る見るうちに重力に逆さからえなくなって落下していく。一いつ瞬しゆんだけ取り払はらった自じ重じゆうにすぐまとわりつかれて、地面に降り立つ。今回は、足はそこまででもなかったが、腰こしを捻ひねったらしく地面に膝ひざを突く。最初はカイロでも貼はられたように熱を帯びるだけだったが、次し第だいにそれが痛いたみに変化する。ほんと、学習しろよ。

　腰を叩たたきながら敷島に駆かけ寄る。老人めいた俺を、敷島が笑う。

「白しろ旗はた振ふって怪かい獣じゆうに通用するのか？」

「あら？　私は白旗が宣せん戦せん布ふ告こくと習ったのだけど」

　どこの星ほしの常じよう識しきなんだ、それは。

「雑ざつ談だんの時間もなさそうだからお願いするけど、穴あなを掘ほって」

　敷しき島しまが地面を指差す。敷島の命令することは大だい体たい、肉にく体たい労ろう働どうな気がしてきた。

「まさか落とし穴で怪かい獣じゆうを倒たおすつもりじゃないだろうな」

「ううん、この旗はたを地面に突つき刺さして固定できるぐらいでいいの、手伝って」

「分かった」

　疑問を持っている時間も、解かい消しようしている暇ひまもない。今は敷島に従したがおう。しゃがんで土を搔かき分ける。土に本格的に触ふれて、掘り返すなんて小学生のとき、それも低学年の頃ころが最後じゃないだろうか。表面は生なま温あたたいが、掘り返した土の下はひんやりと冷たい。ああ、そうだった。

　背中が日に焼けて熱く、それから逃れるように穴掘りに没ぼつ頭とうする。ある程てい度どの穴を開けると「手をどけて」と敷島が言う。離はなれると、その穴に旗を突き刺した。体重をかけて穴に突き立てた旗をぐりぐりと押していく。俺はそれを手伝うために、穴掘りを再開する。

「怪獣の一いつ歩ぽが二十メートル前後と仮か定ていして、この位置にしたの。ここなら一いつ歩ぽ目めで届くはず」

　その敷島の呟つぶやきを聞いて、この旗の意味を簡かん単たんに推すい測そくする。

「旗を踏ふませるのか」

「踏ませるというか、踏むかどうか実じつ験けんしているの」

　怪獣の足に突き刺さったフェンスを思い出す。あれと関かん連れんがあるのだろうか。

　敷島が額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。走り詰づめだったのか息いきも乱みだれて、目が霞かすんでいるようだった。しかし手は休めず、すぐにまた旗をぐりぐり捻ひねる。歯を食いしばるその顔に、敬けい意いを表する。

「お前は強いよな」

「そうね、藤ふじくんぐらい……あら」

　敷島の顔が上がる。もう来たか、と振り向くと違ちがった。山やま崎ざきだった。

　窓まどから飛び降りたあと、足が痛いたむのか何度か飛び跳はねる。跳ねたままこっちに近寄ってきた。そして勢いきおいよく俺おれの隣となりにしゃがむ。スカートがぶわぁっと開いて、つい目が動いてしまう。

「なにしてるの？」

　そう聞いている最さい中ちゆうから一いつ緒しよに穴を掘り出す。俺も分からないので答えようがない。

「藤くんがいい歳としして穴掘りしたいって言い出したの」

　唯ゆい一いつ答えを知っているはずのやつが大おお噓うそをついてきた。なんで俺の主しゆ導どうになっているんだ。見上げて睨にらむと、敷島が頭をわざとらしく振ふって汗を振りまいてきた。やめろ、汚い。

　そんなことをやっている間に怪獣がやってきてしまう。

　手を払はらって立ち上がり、敷島の横に並んだ。山崎もなんだと振り返って、固まる。

　怪獣に殺される際さいは並んで待まつのが自然になっていた。どちらかに死ぬ役を押しつけて喧けん嘩かになっては困るし、一緒に死ぬ方が納なつ得とくいくのだろう。その中で山崎が目を丸くしている。

　その山崎が俺の手を摑つかむ。いきなり手を取られて目を白しろ黒くろしていると、俺を引っ張ってグラウンドの隅すみへ駆かけ出していく。どうやら怪獣から逃げるつもりらしい。

「ココハキケンダッ」

[image: ]

　いやそりゃ当然の反はん応のうであり、迅じん速そくな判断ではあるが。なんでカタコト風ふうの発はつ音おん？

　あ、俺おれが見た目外人だからか。こんなときまでこだわらなくていい。

　残された敷しき島しまは軽く振り向いたがなにも言わず、動こうともしない。

　旗はたの手前にいないと怪かい獣じゆうの動きが狂くるうからだろう。それにしても、いいのかこれで。

　山やま崎ざきに引っ張られて逃げている間に、怪獣が一いつ歩ぽ踏ふみ出す。

　そして敷島の狙ねらい通り、旗を踏み潰つぶす。やはり白しろ旗はたは通じないようだ。

　固定が甘あまかったのか、旗は無む残ざんにへし折おれた。本当に一部分だけが怪獣の足に刺ささっているのが見える。怪獣からすれば木のささくれが刺さったレベルだと思うが。

　その足がゆっくりと振り上げられたところで、敷島に尋たずねた。

「……で？　でぇぇぇぇぇぇぇぇ？」

「やっぱりぃぃいいぃいいい」

　答えになっていない。だが敷島としては思った通りらしく、死に際ぎわなのに笑えみを浮かべる。

　希望があるのなら、怪獣の足が空から降ってくることにも耐たえられる。のか？

　ま、次回の説明に期き待たいするとしよう。
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「色いろ男おとこさんこんにちは」

　教室にやってきて開かい口こう一いち番ばん、敷しき島しまがそんな嫌いやみを口にしてきた。

「おいおい、あんまりヤキモチ妬やかないでくれないか」

「バカ言ってないで場所変えましょう」

「あいよ」

　いきなり乱らん入にゆうしてきた敷島に教きよう師し含ふくめて啞あ然ぜんとする中、一いつ緒しよに廊ろう下かへ出た。

「私、山やま崎ざきさんに好すかれてないみたいね」

　走りながら敷島が肩をすくめる。

「なんで？」

「だって手を引っ張って助けてくれなかったもの。ま、そんなことしたら肘ひじを使ったけど」

　敷島が腰こしを回転させて肘を振る。そういう剣けん吞のんな気け配はいを感じ取ったからじゃないのか。

「よく知らないだけだろ。ちゃんと向き合えばすぐ仲なか良よくなれる」

「別に仲良くなる気はないけど。ここらへんでいいんじゃない」

　階段を降りて、踊おどり場ばの付近で敷島が立ち止まる。ここは敷島と最初にぶつかった場所だ。なんだか、凄すごく遠い昔むかしの出で来き事ごとに思える。敷島とは何なん年ねん来らいの友人にでもなったような気分だ。

　窓まど側がわの壁かべに背をつけて、敷島が腕うでを組む。そういう姿勢が絵になる女子だ。

　背せ筋すじがすらりと伸びて、でも胸むねを張るようにせいいっぱいではなく。どこか、余よ裕ゆうを持つ。

　そうした敷島に引きずられて、いつの間にか疲つかれは気にならなくなっていた。

「電線での作戦が失敗した感想はある？」

「やっぱり素人しろうと考えって上う手まくいかないもんだと思い知らされたよ」

　枠わくに肘をついて窓まどの外を眺ながめながら答える。その先にあるのは見み慣なれた空だけど、高さが違ちがうだけで青色の濃こさまで変わるようだった。怪かい獣じゆうから見た空は、どんな色に移ろうのだろう。

「あの旗はたの意味は？」

「んー……」

「勿もつ体たいぶるなよ。時間ないぜ」

「藤ふじくんは、足あし下もとに縄なわがあったら避よけて通る？」

　なんだその人を小こ馬ば鹿かにした質しつ問もんは。避けないやつがいるものか。

　横に顔を向けて敷島を見ると、真ま面じ目めそうな顔で見つめられていたので仕し方かたなく答えた。

「見えているなら避よけるよ」

「じゃあ、針はりが床ゆかに置かれていたら？　あ、縦たてにね。画が鋲びようでもいいけど」

「そっちも、気づいたら避けるに決まっている」

「でしょう？」

　敷しき島しまが脇わきを指で突ついてくる。身みをよじると嬉うれしそうな顔をしてきた。やなやつ。

「なにを言いたいかなんとなく分かるけど、敷島の見けん解かいを聞きたいね」

「普通、どっちも避けるのよ。知ち性せいがあればね。でもあの怪かい獣じゆうにはそれが感じられない」

　縄なわが電線とするなら、画鋲はあのフェンスと旗はたか。

「ふむ。電線を避けられる知ち恵えがあるなら、あのフェンスだって避けてよかったはず？」

　そういうこと、と敷島が頷うなずく。確かに違い和わ感かんの残る判断ではある。痛いたいのは嫌いやだろう、どんな生き物でも。避けられる傷きずは避けるべきだ、あの場面で急いで俺おれたちを殺す理由などないのだから。では、あの動きは怪獣の意い思しなど無関係で、外部から誰だれかが操そう作さしていたというのか。いや、それも考えづらい。それなら距きよ離りを調整した時間稼かせぎも不ふ可か能のうだった。

　そうした頭の中の推すい論ろんを引き継つぐように、敷島が口を開く。

「だからね、思ったのよ。あの怪獣はここに来る以前の情じよう報ほうとして存そん在ざいしていたものは回かい避ひするけど、新しく作ったもの、変化したものは避けられないんじゃないかって。だから試してみたんだけど、新しくこさえた旗、それに折おれたフェンスを避けなかったもの」

　組んでいた腕うでを解ほどき、身み振ぶり手振りを交えて敷島が説明する。俺の考えも似にたようなところに落ち着いていた。そしてそこに至いたれば、俺のお粗そ末まつな頭でも別の作戦を思いつく。

「つまり？」

「電線の代わりに、私たちがなにかロープになるものを用意すれば足を引っかけるんじゃないかな、という楽らつ観かんを含ふくんだ予想を立ててみた。藤ふじくんの作戦を補ほ強きようするなら、こんな感じ？」

　敷島が俺を立てる。いや、俺を立ててその影に自分の考えを隠かくそうとしている。

　あくまで俺の方法でなんとかしたいらしい。まだ時間に余よ裕ゆうがあるからだろうか。

　俺の中ではもうとっくになくなっているんだが、そんな余裕。

「そんな感じになるよな」

「でしょう」

　さっきと同じように締しめくくる。だけど次は敷島の答えを待まつわけにもいかない。

　この続きは敷島ではなく、俺が考えなければいけない。俺が提てい案あんした作戦だからな。

　ヒントは貰もらった。全部やってもらっても身につかないので、あとは、自分で解とかないと。

「代わりのロープ……縄、網あみ、紐ひも……なにかあったかな」

　色々と思い浮かべてみる。その中でしっくりきたものを提案してみた。

「綱つな引ひき用の綱とかどうだろう」

「うちの学校にあるの？」

「分からん。長さが足りるかも微び妙みようだな」

　自分で提てい案あんしたものを否ひ定ていするのは寂さびしいというか、思し慮りよの浅あささに呆あきれる。他に思い浮かべたのが縄なわ跳とびとか、和わ服ふくの帯おびとか口にするのもムダなものばかりなのも自じ己こ嫌けん悪おに繫つながった。

　そうした俺おれの沈ちん黙もくを読み取ってか、敷しき島しまが助たすけ船ぶねを出してくれる。

「代わりになりそうなものを思いついたら動いて、行動開始ね」

「そうしよう。また呼ぶよ」

「もうクラス分かってるでしょ」

　敷島もあれは嫌いやだったらしく、しかめ面つらになっている。するなよと念を押すように頰ほおを摘つまんで引っ張ってきた。人の教室には好すきに乗り込むのに、勝かつ手てなやつだ。

　でも。

「今ほど、敷島がいてくれて助かったと思うときはないよ」

　頰の皮かわを伸ばされたまま感かん謝しやする。ひょっとするとタイミングが悪かったかもしれない。これでは敷島に頰を摘まれたのが嬉うれしくてたまらないと誤ご解かいされかねない。案あんの定じよう、敷島が少し不ぶ気き味みそうなものを見る目になっている。じゃあ頰を離はなせよ。

「今ほどじゃなくて、会ってからにする」

「すっごい適てき当とうね」

　安あん易いに改かい変へんした結果、誠せい意いは伝わらなかった。敷島が頰を離して、肩をぶつけてくる。

　寄より添そうようにしながら、俺を見上げて口の端はを釣つり上げる。

「私にもそう思わせてね」

　やっぱり分かっているんじゃないか。敷島なら当然かな、と思った。

「努力はするよ」

　保ほ証しようをはぐらかして微ほほ笑えみ、軋きしんだ天てん井じようを見上げる。

　そんでもって、どぐしゃぁ。どんがらー、がしゃしゃーん。

　ほーんと、どれだけ綺き麗れいに終わろうとしても締あきらめが最さい悪あくだな。
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　残り一日を切った。とはいえこの件けんに関しては日数換かん算さんなど大たいして意味はない。経けい過かする時間も含ふくめて、実じつ質しつあと十回程てい度どしか死ねない、と回数で捉とらえるべきだ。これが一ひと桁けたになると一層焦あせることになるのだろう。冷れい静せいな判断が必ひつ要ようなら、今回で片づけておく必要がある。

　始まってから、俺おれは教室にいた。なにか使えそうなものはないのかと目を動かしてみるが、そうそう発見できるものではない。黒こく板ばんをぎゅっと捻ひねって使うとかくだらない想そう像ぞうもいくつか交まじえて、自じ身しんの集中力のなさに呆あきれたところでふと、疑ぎ問もんに首を傾かしげる。

　怪かい獣じゆうの足の太さはどれくらいなのだろう。

　それを知らなければ基き準じゆんを設もうけられない。

　足の太さといってもメジャーで巻いて全体を測はかるのではなく、正面から見ての長さだけでいい。それも太ももではなく、足首のあたりだ。どう測るか少し悩なやみ、まずは自分の足首付近の長さを測ってみることにした。急に膝ひざを立てて座すわり、足に定じよう規ぎを当てたことで左の席せきの生せい徒とがこちらを凝ぎよう視ししてくる。無む視しして測ると、七センチ程てい度どだった。測り終えて足を戻す。

　ノートに七センチと記しるす。次に自分の身しん長ちようを書く。春に測ったときは百七十二センチだった。計算しやすいのでキリよく百七十センチとしておく。本当はキリがいいというなら上を取って百八十センチにしたかったがそいつは無理があるだろう。で、怪獣の身長は四十メートルと。

　俺と怪獣の身長を比ひ較かくして、その比ひ率りつを足首の長さに当てはめてみる。こんな計算式で正しいのか不安だが、怪獣を相あい手てにメジャー片手に測りにいくわけにもいかない。数学教きよう師しに質しつ問もんしても頭の具ぐ合あいを心配されるだけなので、独どく学がくでなんとかするしかなかった。

　ムダに計算間ま違ちがいなども挟はさみつつ、出た答えは約百六十四センチとなった。意外に細いな。そこらへんの中学生が横になってゴロゴロと転がってくるようなものだ。最初はそれを軽く考えたが、足首が百六十四センチですというのは十じゆう分ぶん異い常じようだ。足に、横になった中学生を貼はりつけて歩くところを想像したら一いつ気きに軽くなくなった。それにこれは人間の体型における計算であり、鵜う吞のみにするのは危険だろう。実際はもっと太くも見える。

　よって怪獣の足首の太さを二メートルと見み積つもろう。二メートルか。それなら綱つな引ひき用の綱があれば本当に足りてしまう。冗じよう談だんで言った綱引きが俺たちの救いの糸となる可か能のう性せいが急浮上である。それが用具の倉庫にあるのか調べるのは悪くないが、でも待まてよとあくまで疑うたがう。

　俺の考えなんて最後まで疑っていてもいいぐらい、浅せん慮りよなものなのだ。

　怪獣は、既き存ぞんのものを避よけると敷しき島しまは言った。綱引きの綱ではどうなんだろう。

　敷島が立てた旗はたはああして立てるものじゃない。振って使うものだ。だから避けないで踏ふんだ、というのもあり得る。

　しかし綱引きは仮かりにどこかに結んで罠わなとした場合、形としてみると引っ張り合うものとなり、用よう途ととしては別べつ段だん、おかしくない形だ。綱引きってそういうものだし。それで引っかかるだろうか。やはり新しいものを使った縄が必要なのかもしれない。二メートルの縄……なんだろう。

　思えばあの怪かい獣じゆう、フェンスを足の指に引っかけて蹴けり飛ばしたことはあっても、踏ふみつけて潰つぶしたことはない。必ひつ要ようでなく、可か能のうならば避よけるようプログラムされているのかもしれない。

　教室を見渡して、目につくのは同どう級きゆう生せい。この中から二人が横に並んで、寝ね転ころんで、相あい手ての足を摑つかめば二メートル越ごえの縄なわが完かん成せいする。俺おれと敷しき島しまでそれを再さい現げんしているところを想そう像ぞうする。

　俺が敷島の足を摑む側だったら、スカートの中を覗のぞき放ほう題だいだ。しかし賢かしこい敷島は一いつ瞬しゆんでそのことに気づくので、そういう立ち位置が回ってくることはないだろう。冗じよう談だんはさておき、人間では接せつ着ちやく力りよくが低すぎて無理だ。怪獣の足が引っかかって、その衝しよう撃げきでちぎれないものを用意しないと。それに二メートルあればいいとはいうが、実際はもっと長さがないと、結びつけて使うことができないな。二メートル丁ちよう度どの道に怪獣を誘さそい込むことも難むずかしいし、そもそもその場所を見つけている間に時間切れになりかねない。さて、そうなるとなにがある？

　簡かん単たんに手に入って、長さの調ちよう節せつが利きいて、それなりに耐たい久きゆう力りよくのあるもの。

　早い、安い、固い。そんな便べん利りなものがそのへんに転がっているわけはないし、少し考えただけで思いつくほど世の中甘あまくはない。しかし、その甘くとも取れるほどとんとん拍びよう子しに事を運べなければ、そろそろ間に合わなくなっているのだ。

　だから、頭を使え、と自分に言い聞かせる。

　そして頭で足たりないならめいっぱい、身体からだを動かせ。主おもに目を、ぐりんぐりんと。

　天てん井じよう。照しよう明めい。スピーカー。黒こく板ばん。チョーク。机つくえ。椅い子す。教きよう卓たく。教きよう壇だん。上うわ履ばき。足。背中。髪かみ。教科書。窓まど。ロッカー。鞄かばん。床ゆか。山やま崎ざき。廊ろう下か。プリント。掲けい示じ板ばん。男子。空くう席せき。筆ひつ記き用よう具ぐ。制服。女子。風。

「……これだ」

　俺が目をつけたのは、風で裾すその揺ゆらいだ女子のスカート。それと、カーテン。

　そよ風と共ともに踊おどるその姿に、一ひと筋すじの希望を見つけた。そしてついでに、死んだ。
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　怪獣と立ち向かうことは、親との関係を思い起こさせる。

　小さな頃ころ、今よりもう少し子供だったとき、大人は絶対的なものだった。親からなにを強制されても子供は受け入れるしかないし、それを覆くつがえすことはできない。反はん抗こうする意い欲よくも湧わかないほど、大人は大きく、嫌いやみな力強さに溢あふれたものだった。俺の親もその例外ではなかった。

　親は子を想おもうが故ゆえに押しつけるのかもしれない。そりゃあ大人にはそこまで社会を生きてきた経けい験けんがあって、自分の子供だったときの思い出やらなんやらを含ふくめて自分の子供に色々と教育した方がいいと考えるのだろう。それは大たい半はん正しいかもしれないが、全部実行しろ、受け入れろというのは無む茶ちやがある。親と子供の容よう量りよう、器うつわの大きさが一いつ緒しよとは限らないのだ。

　早い話、大人の想そう像ぞうするとおりに子供がなんでもできるわけじゃない。親というのは時々、自分の思い描えがくとおりに子供があると勘かん違ちがいしているみたいだが、そんなことは無理だ。

　そして言いつけが器に収まりきらないと、大人はすぐに怒おこる。子供はそれに納なつ得とくがいかない。

　だけど、その不満をぶつけることもできない。なにしろ、小さいのだから。

「………………………………………」

　俺おれはあの頃ころから少しぐらい大人になったのだろうか。

　なっていなければ今回も、なにもできずに終わりを迎むかえるしかないのだろう。

「というわけで一緒に大人になろう」

「それ、セクハラ？」

　敷しき島しまが俺の勧かん誘ゆうに難なん色しよくを示しめす。そりゃそうである、前ぜん提ていをまるで話していないのだから。

「怪かい獣じゆう退たい治じしてこの繰くり返しを終わろうって意味。健けん全ぜん健全」

　敷島を呼んで、一いつ緒しよに渡わたり廊ろう下かまでやってきていた。この時間帯に教きよう師しが通りかからないのは面めん倒どうがなくて幸さいわいといえる。通るようなら毎回、敷島の肘ひじが教師の鼻を潰つぶしたことだろう。

　渡り廊下でジッとしていると、上の階から微かすかに音楽が聞こえてくる。別べつ校こう舎しやの三階にある音楽室の音だろうと思う。内容までは分からないが、怪獣と立ち向かうときの音楽にしては少し優やさしすぎるように聞こえた。そのＢＧＭをかき消すように、引きずるものが衣きぬ擦ずれの音を立てた。

「藤ふじくんって外人女性の裸はだかの方が興こう奮ふんするの？」

　顎あごに指を添そえた敷島がいきなりなんか言ってきた。

「大和やまと撫子なでしこを愛あいしているよ。そんな話はどうでもいい、本ほん題だいに入ろう」

　内ない心しん、どうでもよくなかった。さりげなく敷島がとんでもないことを言っているので、そのまま話を続けたくもあった。しかし雑ざつ談だんに明け暮れて残り時間を浪ろう費ひするのはためらわれる。

　こんな状じよう況きようじゃなけりゃあ根ね掘ほり葉は掘ほり説明して敷島を赤せき面めんさせる自信があるのに。でもこんな事じ態たいじゃないと、そもそも敷島と話す機会もなかった。あちらが立てばこちらが立たず。

「じゃあ聞くけれど、それはなに？」

　俺の抱かかえてきたものを指す。取り返しに教師あたりが走ってくるかと危き惧ぐしていたが、突とつ拍ぴよう子しがないので対たい処しよに困こまっているのだろう。俺が教室から持ってきたのは、カーテンだった。

「こいつを使おうと思いついてさ。とりあえず外はずして持ってきた」

「カーテンねぇ」

「そう。敷島の教室にもカーテンがあるだろ？　あれを外して結びつけて、ロープの代わりにしようと思うんだ。長さも十じゆう分ぶんだし、それでも足たりなかったら、まぁ他にも使えるものはある」

　四束たばのカーテンの内、半分を敷しき島しまに渡わたす。カーテンは丸まった紙かみ束たばのように纏まとめられていて、無理に引きはがしたせいで上の部分は少し破やぶけていた。手て触ざわりの粗あらい、粗そ雑ざつなものではあるが破けているなら丁ちよう度どいい。更さらに引き裂さいて、結ぶための紐ひもを作り上げる。両方のカーテンに同じことを行い、紐ひも状じようにした布ぬのを結びつけた。最初は蝶ちよう結むすびにしたが、敷島の指し摘てきにより固かた結むすびに変える。できあがったらカーテンを脇わきに抱かかえて運ぶ。

「で、結んだら水をかける」

　渡り廊ろう下かの手前にある水道へ行き、蛇じや口ぐちを捻ひねる。結び目を中心に勢いよく水で濡ぬらした。

「水を含ふくむと引き締しまって固くなる。こうなると布って強いもんだよ」

　ちょっとやそっとでは結びが外はずれることはないはずだ。「なるほどね」と敷島が俺おれの説明を受けて頷うなずく。反はん応のうが淡たん泊ぱくで、教師が無ぶ愛あい想そうに話を聞いているときみたいで不安を煽あおってくる。

「簡かん単たんな発想すぎてがっかりした？」

「そうでもないけど。藤ふじくんの目のつけどころはなかなか面おも白しろいなぁと、感心しているもの」

　無む表ひよう情じようを自じ覚かくしてか、敷島がニッコリする。しすぎて場ば違ちがいなウキウキ笑え顔がおになっていた。

「やっぱり人間って、自分以外にも意い思しがあるし目め玉だまもぐりぐり動いているのね」

「なんだい、そりゃあ」

　ニコニコしたまま言うことには思いがたい。

「気にしないで。でもこれ、準じゆん備びが間に合うと思う？」

　敷島が右端はしの時じ刻こく表ひよう示じを指差しながら首を傾かしげる。確かに、カーテン外すことにも意外と時間がかかるのだ。わざわざ廊下に出て水をかけて外に運んでいたら間に合わないだろう。

「思わない。他にも手伝ってくれるやつがいないと成立しない」

　新しいロープをかけるにしても俺たちだけでは無理だ。俺たちが直接動けば、怪かい獣じゆうの進路も変わってしまう。時間内に準備できないなら、他の人間にやってもらう必ひつ要ようがあった。

「手伝ってくれるやつにアテがあるんだ。次回はそいつを連れてくる」

「ふぅん？」

「細かいこと説明しなくてもいいやつなんだ、そいつ」

「あぁ、山やま崎ざきさんね」

　敷島があっさりと正解を口にしてしまう。とっておきにするつもりだったのに、その察しの良さはなんなんだ。まぁ冷れい静せいに考えるとそんな話に乗ってくるのは山崎ぐらいなんだけど。

「なんで分かる」

「藤くんの推すい薦せんならそれぐらいしかいないと思った」

「その安あん直ちよくな発想はどうかな……」

　山崎への片想いがすっかり筒つつ抜ぬけで、面白くない。もっともいい顔できないのは他に理由がある。山崎をこの件けんに関わらせるのは、本当は反対だということもあった。

　当然だけど、危険なことに巻き込むのは嫌いやなんだ。でも他にアテがない。わずか十分で身の上を信じさせる証しよう拠こもなく説とき伏せるのはあまりに無理があった。

　頭おかしい山やま崎ざきさんを除のぞいて。

　だから、俺おれは山崎に頼たよる。俺は完かん全ぜん無む欠けつのヒーローじゃないからな。

「次回はどこに集合する？」

　尋たずねると敷しき島しまが少し考え込む。

「とりあえずグラウンドに出てきて。怪かい獣じゆうを転ばせるなら、外の方が都つ合ごういいし」

「だな。外で直接見て、どこに結ぶかを決めないと」

　そこまで相そう談だんしたあと、カーテンを放り出す。廊ろう下かに転がしてから、二人で床ゆかに座すわり込んだ。

　壁かべに背せをつけて、伸のびをする。足も伸ばしきって、自然と安らいでいた。

「そろそろ死ぬねぇ」

「そうねぇ」

　もはや死ぬことも世せ間けん話ばなしの一つとなってしまった。感かん覚かくが明らかに異い質しつになっている。

　このあと、普ふ通つうの生活に戻ることができるのだろうか。なにかあると安あん易いに死んでリセットをかけようと思ってしまいそうで怖い。死ねば終わりという価か値ち観かんも崩ほう壊かいしてしまっていた。

　それでも俺たちの目の端はしにはいつも、終わりがぶら下げてあって。

　徐じよ々じよにつり下がるそれが地面に突つかないようにと、必ひつ死しに走るのだ。
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　死にまくることで唯ゆい一いつ身についたのは、度ど胸きようかもしれない。勇気では断じてない。

　恥はじを感じぬ心は皮ひ下か脂し肪ぼうの如ごとく蓄たくわえられた。例えがあまり嬉うれしくないが。

　だから授業中の教室でいきなり立ち上がることも、唐とう突とつに歩き出すことも苦くではない。他のやつの視し線せんもまったく気にならなくなった。そういうことにしておけば、きっと克こく服ふくできる。

　山崎の肩を叩たたく。ついでにノートを覗のぞくと、その端はしには大量の立方体があった。しかもそれぞれに顔がかかれている。笑え顔がおが比ひ較かく的てき多いところがかわいいと思った。が、シュールだ。

　なんですかという表情で見上げてくる山崎に、前置きを一いつ切さい省はぶいて頼たのみ込む。

「なにも聞かずに手て伝つだってくれ」

　山崎は一いつ瞬しゆん、目を泳およがせる。でもそのあとまばたきを挟はさむこともなく頷うなずいた。

「うん、いいよ」

　いいんかい。こっちが逆に疑うたがわしくなるほど素す直なおだった。頭がアレな山やま崎ざきさん的には考えるまでもないのかもしれないし、ありがたいのだが心配になってしまう。今授業中だよ。

　山崎が勢いきおいよく席せきを立って、「なにするの？」と両腕うでを前に突つき出しながら尋たずねる。なぜキョンシーになる。そして台詞せりふの順番がどう考えても逆ぎやくだろう。逆にしても十じゆう分ぶんおかしいけどな。

「とりあえずそこのカーテン外はずして」

「カーテン？」

「うん、使うから」

　山崎の理解を待まっている時間が惜おしいので動く。カーテンに抱きつくようにして、もぎ取る。上のサッシに引っかけてある金きん属ぞく製せいのパーツをへし曲げて、強ごう引いんに外す。これが意外に重じゆう労ろう働どうで腰こしに来る。正せい規きの外し方じゃないから当然ではある。それから振り向くと、山崎はまったく動いていなかった。手伝ってよ、と目で訴うつたえると「いやいや」と手を横に振ってきた。

「カーテンがなくなると教室のみんなが困こまるよ」

　すげぇ正せい論ろんで返された。山崎さん優やさしい。でも着ちやく眼がん点てんがどこかおかしい。

「いやあとで返すから」

「……ならよしっ」

　納なつ得とくしてしまった。いいのかそれで。ついでに教きよう師しが「いいわけないだろ」と突つっ込む。

　その教師が止めに来る間までに、次のカーテンをもぎ取ろうと走る。数学教師は奇き抜ばつな行動に出られると困こん惑わくして対たい応おうに戸と惑まどう常じよう識しき的てきな人なので、あまり邪じや魔まをしないのが助かる。それに加くわえて生徒に無関心なので、別のクラスから生徒が乱らん入にゆうでもしてこないと注意する気にならないのだろう。仮かりに俺おれが椅い子すでも振り回して暴あばれ出したら、止めるどころか逃げると思う。

　見ると山崎も別の窓まどの側に立ち、カーテンの金具を破は壊かいして引きちぎっていた。順じゆん応のうが早すぎる。ある意味、羨うらやましいほどの切り替えぶりだ。もし山崎が俺の代わりに記き憶おくを引き継つぐ立場だったら、もっと手早く今回の件けんを片づけていたかもしれない。まことに惜おしい。

　多た少しよう手て間ま取どって時間をかけながらも計四つ存そん在ざいするカーテンを二つずつ引きはがしてから、山崎がこちらに顔を向ける。

「次はどうするの？」

「グラウンドに急いで出る」

　急いでの部分を強きよう調ちようした。そうすれば山崎がどうするかは予想がついたからだ。

「分かった、急ぐとも」

　山崎がカーテンを窓から放り捨てる。そして、その後を追うように飛び降りた。やっぱり。俺も同じように、「おいおい」と関わりを極きよく力りよく持たないようにしている教師の声を無む視しして窓から飛んだ。空に向かうその瞬しゆん間かんは気持ちいい。問題はすぐにそれが終わることだ。

　快かい感かんが一いつ瞬しゆんで終わったあとは、忍にん耐たいの時が待つ。何度も下りて着地の衝しよう撃げきもどれほどのものか摑つかめているのだが、それでも足にかかる負ふ担たんが減ることはない。転げ回らずに、壁かべに手をついて落ち着くまで待まてるようになったのは成長か。山やま崎ざきは見事にすってんころりんだ。

　敷しき島しまはまだやってこない。飛び降りるなんて軽けい率そつな行動はしないか、あいつなら。教室の窓まどを見上げながら待つ。俺おれたちの教室から同どう級きゆう生せいがこちらを覗のぞいてくるので、手を振っておいた。

「フージー、次はどうするのさ」

　なぜかまたキョンシーになっている山崎が、俺の周まわりを跳はね回る。

　暇ひまになると飛び跳ねるって。子供か。

「えーと、待たい機き。もう一人来るまで」

　作業をすぐに進めてもよかったが、どこにロープを結ぶか敷島の意見も聞きたい。すぐに来るだろう、という根こん拠きよのない楽らつ観かんに基もとづいて判断して、山崎に待てと命じた。

　だが予想に反して、敷島が来るのはかなり遅おそかった。カーテンを重そうに引きずりながらグラウンドにやってきた敷島は、憔しよう悴すいしているように目が疲つかれ切っていた。

「教師が止めようとしたから手間取ったの。私のクラスから持ってくるのは難むずかしいかも」

　敷島がそう報ほう告こくしてくる。また教師を肘ひじで倒たおしてきたのだろうか。

「どこに結ぶ？」

　息いきを切らせている敷島が落ち着くのを待っている時間がないので、相そう談だんを持ちかける。敷島も額ひたいに張り付いた髪かみを搔かき上げながら、顔を上げた。飛び跳ねている山崎は、まぁ置いておく。

「出る位置から考えて……フェンスと、パイプに結んじゃえばいいと思う」

　敷島が二カ所を指差す。学校と道を隔へだてるフェンスと、校こう舎しやの壁を走る太いパイプだ。位置としては問題ない。グラウンドの方へ怪かい獣じゆうを移い動どうさせれば、一いつ歩ぽ目めで足に引っかかることだろう。カーテンの量も十じゆう分ぶんにある。むしろ八個あっても余あまるのではと思う。残る問題は、

「足たりる、とは思うけど。間に合うかな」

　そう言いながらも動き出す。山崎に簡かん単たんに説明して、ロープの端はしを持って走ってもらう。その間にも敷島の持ってきたカーテンを裂さいて一つずつ結んでいくが、焦あせって順じゆん調ちように進まない。

　二十分あれば簡かん単たんなのに。十分という時間設せつ定ていが絶ぜつ妙みように嫌いやがらせとなっていた。

　案あんの定じよう、作業の途と中ちゆうで怪獣が出てきてしまった。まだフェンスに結んだ段階だぞ。

　敷島を待っていては間に合わない。そもそも、待たずに始めても間に合うだろうか。

　怪獣の足は俺が計算したよりずっと太く見えた。三メートル以上ある気もする。

　所しよ詮せん、俺の予想などその程てい度どだ。現実には埃ほこりのように払はらわれるものでしかない。

「……あぁ、っと」

　カーテンを外はずすのが一ひと手て間まなのだ。じゃあ他のもので代だい用ようするか？

　いや、作業に俺たちが加くわわっても意味がない。つまり、時間が全体的に足りていない。

　それなら。

「敷島、前のやつ！　屋上、お前！　グラウンド、俺！」

　咄とつ嗟さに、相そう当とう省しよう略りやくして叫さけぶ。次回の役やく割わり分ぶん担たんだが、骨ほね組ぐみだけで伝つたわるだろうか。

　いや、分かるはずだ。

　ここまで一いつ緒しよにぐるぐる回ってきたのだから。

　敷しき島しまが怪かい獣じゆうの足から目を離はなして、こちらを向く。そして、怒ど鳴なるように確かく認にんしてきた。

「それでいいの！」

「いいの！」

　立てた親おや指ゆびは怪獣の足に、ものの見事に潰つぶされた。

　だが見ていろよ、後こう編へんで巻き返す。目に物見せてやるとも。
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「さぁがんばろう、な！」

「うん？」

　そんなやり取りを含ふくめて山やま崎ざきの説せつ得とくをいとも容易たやすく成せい功こうする。山崎はハゼの化け身しんかなにかではないだろうか。疑うたがいつつもカーテンを剝はがし、共ともに飛び降りる。ここまでは前回通り。

　違ちがうのは、グラウンドには敷島がやってこないことだ。

　グラウンドに降り立ってから、髪かみを結ぶ。そのあとに敷島が屋上に立っているかと確かめる。見上げるとすぐに、敷島がフェンスにしがみついているのが見えた。背中を丸めて息いきを乱みだしているのが遠くからでも分かる。そのまま吐はいたらフェンスの隙すき間まからはみ出るな。

　脇わき腹ばらを押さえながら、敷島が顔を上げる。そして無理して親おや指ゆびを立てて、こちらに向けてきた。前回の死の間ま際ぎわに応こたえたのだろう。任まかせろと、強く頷うなずいた。

　世界は巻き戻されている。でも確かに、繫つながっているものが頭の中にある。

　過か去こがあったことを証しよう明めいする敷島という存そん在ざいに、大いに感かん謝しやした。

　山崎がロープを水で濡ぬらすべく、引きずって近場の水道まで走っていく。別べつ校こう舎しやの下げ駄た箱ばこの近くにある水道だ。運動部の連中が水を飲むためにそこへ集つどう姿を、放ほう課か後ごにはよく見かける。

　校舎が遮しや蔽へい物ぶつとなって山崎の姿を見失う。まぁ山崎だし、ちゃんとやってくれるだろう。

　間を置いて、山やま崎ざきが戻ってきた。引きずって土まみれになったロープを一いつ旦たん置いて、「どこに結ぶのー」と尋たずねてくる。もうすぐ分かるよ、と無む言ごんで微ほほ笑えんでいると、読み通りにやつが姿を現した。出てこなければ、お互たがいにずっと無事なのに。

　勿もち論ろん、出てきてもらわないと困こまる。俺おれたちが勝つこともできない。

　山崎がギョッとして作業を止めた。仰のけ反ぞって怪かい獣じゆうを見上げる。口が半開きになっていた。俺は以前のように動いて、怪獣を振り向かせる。動いたことでますます、山崎の目が釘くぎ付づけになる。しばらくはそうやって動けないだろう。理解を無理に促うながさず、自然に訪おとずれるのを待まつ。

　距きよ離り感かんを調ちよう整せいして、怪獣を動かさない時間稼かせぎは今回も有ゆう効こうのようだった。

　成長しないなぁ、お前。

　怪獣がその場でキョロキョロとしているだけだと理り解かいしたらしく、山崎がまた動き始める。

「山崎ー、慌あわてないで準じゆん備びしてくれー」

　怪獣の側で声が聞こえただろうか。こちらを見ていた山崎は目を何度かまたたかせたあと、元気よく頷うなずいた。おぉ、分かってくれたか。などと思うのは甘あまい。あれは分かっていない顔だ。

　とりあえずはっきり頷いておけば大だい丈じよう夫ぶだろう、という意い図とが透すけて見える。まぁどんな形であれ、間に合うように結んでくれるなら文もん句くはない。作業のペースは山崎に任まかせた。

　翻ほん弄ろうされる怪獣の足あし下もとで動き回り、山崎がロープを結んでいく。片側をフェンスに引っかけてから結び、もう片方を校こう舎しやの壁かべを走る太いパイプに結ぶつもりのようだ。

　しかしフェンス側を結んだあと、山崎の動きが一旦止まる。目もく測そくでなにかを確かめて、ロープを眺ながめてから、こちらに走ってきた。なんだ？　山崎が俺の横に並ぶ。そして、一いつ緒しよに動く。

　その動きは過か去こ、どこかで俺を真ま似ねした山崎そのものだった。世界が変わっていないことにほんの少し安あん堵どする。

「ちょこっと足たりない」

　山崎が指で小さな輪を作るようにして、用よう件けんを説明してきた。

「足りない、って長さが？」

　山崎が「そうそう」と頷く。四つのカーテンで足りるかと思っていたが、甘かったか。

　今から山崎にカーテンを回収してきて貰もらうことも考えたが、校舎内には教きよう師したちや生徒がいる。どんな邪じや魔まが入り時間を割さくことになるか分かったものじゃない。ここはやはり、

「仕し方かたない……あまりやりたくなかったんだが」

　最後の手段に出よう。まさか、山崎に脱ぬいでくれと強きよう要ようするわけにもいかないからな。

　制服の上うわ着ぎを脱いで、投げ渡わたす。風に膨ふくらむそれを山崎が不安定ながら宙ちゆうで摑つかむ。

「それを足しにしてくれ」

　制服でも役やく目めを果はたせるなぁと、カーテンを使うのを思いついたとき同時に閃ひらめいた。でも実際に使うことになるとは本気で考えていなかった。山崎は上着を広げて、「うぅん」と唸うなる。

「これだけだと足りないかも」

「えぇ……じゃあ、もう一枚と」

　下のカッターシャツをためらいつつも脱ぬいで、山やま崎ざきに渡わたした。これで上じよう半はん身しんは裸はだかだ。日差しが肩けん胛こう骨こつに痛いたい。ついでに山崎の目線が強い。なんか凝ぎよう視しされている。胸きよう筋きんあたりを。

　なんだその視し線せんは、と不ふ審しんに思っていると山崎の目がにまーっと笑う。

　ろくでもないことを思いついた目をしていた。

「まだ足たりないので、次もお願いします」

　おい、本当に足りないという理由で要よう求きゆうしているのか。目が明らかに笑っているぞ。

　こんなときでも平へい常じよう通どおりにユーモアを捨すてない山崎さんはやっぱりおかしいです。

「脱げって？　下も」

「パンツはいらない」

　当たり前だ。山崎が手て招まねきするように催さい促そくしてくる。ニヤニヤと、えぇい。時間がない。

[image: ]

　移い動どうしながら下を脱ぐのも地じ味みに大変なんだぞ。愚ぐ痴ちりつつ、そして敷しき島しまにあとでなにを言われるかと絶ぜつ望ぼうしながらも制服の下まで脱ぐ。これで俺おれはパンツ一いつ丁ちようとなった。

「うわぁです、うわぁ」

　山崎が人の制服を抱かかえながら、裸ら体たいを凝視してくる。

「はよ行って、はよ」

　シッシと手で払はらう仕し草ぐさをすると、実に名残なごり惜おしそうに走っていた。なんなんだ、もう。

　敷島の方は見るのが怖いので、屋上を意い図と的てきに視線から外はずした。

　ついでに格かつ好こう的てきに上うわ履ばきを履はいているとマヌケというか変へん質しつ者しやなので、脱いだ。靴くつ下したも捨すてる。裸足はだしで地面を踏ふむなんて、小学生のとき以来だ。土の指に入り込む感かん触しよくが懐なつかしい。

　怪かい獣じゆうの側に戻った山崎が、俺の制服をロープの端はしに足たして、壁かべにしがみつく。器き用ように窓まど枠わくに足を引っかけて上っていき、パイプの高い位置に手早く結びつける。

　……少し長さが余あまってないか、それ。

　作業を終えた山崎が親おや指ゆびを立てて、怪獣の足あし下もとから離はなれる。走って距きよ離りを取る間はずっと、怪獣を物もの珍めずらしそうに見上げていた。あれだけ怪獣の話題に食いつくのだ、生なまで見られてさぞ満まん足ぞくしているだろう。

　その記き憶おくを、もう消し去さることのないように。

「ここまできたぞ、やっと」

　命は常つねに賭かけてきた。勝かつ手てに差し出されてきた。だけど今回は、自分の意い思しで。

　命を賭けよう、この勝しよう負ぶに。

　勝負だ、と胸むねを張って言える。

　距離を崩くずしたあと、怪獣を初めて手て招まねきした。

「来いよ、来い……そして、無ぶ様ざまに倒たおれてみろよ」

　挑ちよう発はつする。固い声だ、と自分でも感じる。ついでに胃いも緊きん張ちようのせいで石のように硬かたい。

　鼓こ舞ぶにもなりゃあしないよ、と引きつった笑え顔がおを浮かべてそのときを待まつ。

　怪獣はなんの疑うたがいもなく、こちらへ向かおうとする。その一いつ歩ぽ目め、右足が愚ぐ直ちよくに前へ出ようとする。最初に右足ってことは、こいつも右利ききなのかな。そんな心しん底そこどうでもいいことに着ちやく目もくしながら、足の行方ゆくえを凝ぎよう視しする。前へ出ようとした右足が、カーテンのロープに触ふれた。

　揺ゆれるカーテン、そして俺おれの制せい服ふく。

　怪獣の足に引かれてロープが激しく軋きしむ。勝て、競せり勝てと拳こぶしを振って祈いのる。

　そのロープに染しみこんでいるのは、これまで俺が流してきた血だ。

　何度も死んできた、過か去この俺たちの怨おん念ねんで紡つむがれているのだ。

　だから、お前なんかに、切れるもんか。

「切れるなぁああああぁぁあぁああ！」

　気づけば叫さけんでいた。その叫びが、怪獣の動きによってかき消されたとしても。

　巨きよ体たいが一いつ拍ぱく、宙ちゆうを舞まうようにしながら。傾けい倒とうしていく。

　引っこ抜けたフェンスと校こう舎しやの一部を巻き込んで。

　怪獣は受け身みも取らずに、顔面から地面へと突つっ込んだ。

　やった！　と飛び跳はねそうになるのと同時に、猛もう烈れつな砂すな煙けむりが舞まい上がる。

　顔にかかったそれが目に入らないようにと、腕うでを組んで防ぼう護ごする。風ふう圧あつで後ろへ飛びそうになるが、足の指を土に埋うめるように力を込めて耐たえ抜ぬく。足の大きさの割わりに指が長いと指し摘てきされたこともあるが、それも安あん定てい感かんに関係しているのだろうか。なんとか、衝しよう撃げきを耐たえきる。

　それが完全に終わるより早く、全力で駆かけ出す。パンツ一いつ丁ちようで靴くつも脱ぬいだまま。

　あとは俺おれが決めてみせる。全力で腕うでを振って加か速そくして、怪かい獣じゆうの頭とう部ぶに突つっ込んだ。こいつが起き上がる前に頭によじ登って、旗はたを摑つかむなり引っこ抜くなりしなければいけない。怪獣の頭部を上るのも簡かん単たんに済すみそうにないので、無む我が夢む中ちゆうだ。

　目め玉だまの近くで足をかけて、恐おそれる余よ裕ゆうすらなく張りつく。ぎろりとその目玉が動いてこちらを向く。うるせぇ、と視し線せんに見けん当とう外はずれの文もん句くをつけて手足を動かす。凹おう凸とつの多い顔なので幸さいわい、上るための足あし場ばに困こまることはない。目玉を通り過ぎて、額ひたいの上まで一いつ気きに上る。

　旗まであと、四、五歩に迫せまる。いける、と確かく信しんして中ちゆう腰ごしのまま駆け出そうとする。

　しかしそこで、怪獣の抵てい抗こうが始まった。

　足下が、迫せり上がる。

「うぉ、おぉおい！　おぁおあおあうああおあおあ！」

　立ち上がる怪獣に巻き込まれて、その頭に手をつく。けれど激しい上下運動に到とう底ていついていけず、背中側へ転がってしまう。そのまま転げ落ちて地面に激げき突とつする瞬しゆん間かんを想そう像ぞうして、目の前が真っ暗になりそうになる。だが、まだ暗あん幕まくを下ろすのは早い。今度こそ、終わらせてやる。

　必ひつ死しに怪獣の背中の突とつ起き物ぶつにしがみつく。この角つのがまた鋭するどく反そっていて、摑むだけで手のひらに激しい痛いたみが走る。皮の剝むける感触が線として描えがかれて、指が焼けるようだった。しかし離はなせば背中を転げ回って地面に叩たたきつけられる。どっちがマシかと問とわれれば、歯は茎ぐきを剝むき出しにするほど必ひつ死しに突起物を摑んでいるのが答えだった。かけている足にも鋭えい利りな刃はが入り込む。それでも瞬しゆん時じに切断されるほどの鋭さはない。靴を履はいてくればよかったと後こう悔かいする。

　息いきを吐はき、弱よわ音ねを目め尻じりに溜ため込みながらも更さらに上の突起物を摑む。手のひらが血で滑すべって二度失敗するが、三度目に指の関かん節せつ部分を強く食い込ませることで固こ定ていした。そこを支し点てんに力を入れて、身体からだを引きずり上げる。

　怪獣はうろうろと、背中側の俺を探さがすように歩き回る。こいつにとってはただの歩ほ行こうだが、十じゆう分ぶんな攻こう撃げきとして効こう果かを上げていた。振しん動どうが訪おとずれる度たびにこの世の終わりを感じて、ひぃひぃと悲ひ鳴めいが漏もれる。ここで落ちてもまだやり直す時間はある。しかし、怪獣の背中に乗ることができるのは今回だけかもしれないのだ。どうせ死んでも大だい丈じよう夫ぶなら、最後まで粘ねばってみせる。

　幸さいわいなのは、怪獣の腕が短いことだ。とても背中に回せる長さがないので、俺を直接に捕ほ獲かくすることができない。こいつ用の孫まごの手は地ち球きゆうにないからな、と無理をして笑った。

　怪獣が足を下ろして、次の一いつ歩ぽへ移行するまでのわずかな瞬しゆん間かんを縫ぬって慎しん重ちように上を目指す。学校の連中は大おお騒さわぎしているだろうか。何度も、何度も世界を終わらせてその度たびに目もく撃げきしてきたはずの怪獣に、新しん鮮せんにはしゃいで。驚おどろいて、怖がって。その背中に変なのがくっついてこそこそ動いていることには気づかないでほしい。もし気づいてしまったなら、せめて誤ご解かいはしないようにとお願いしたい。俺は今、鼻はな水みずを拭ふく余よ裕ゆうもないほど必ひつ死しに、戦たたかっているのだ。

　怪かい獣じゆうの首の裏うらに血をべったりと付ふ着ちやくさせながら、一歩ずつ、ときには怪獣の肌はだに嚙かみつきながら上っていった。明日、筋きん肉にく痛つうで動けなくなっても構わない。パンツ男、怪獣と激げき闘とうなどと一面のニュースにされても結けつ構こうだ。今は生きたい、生きたいと目の前の餌えさに釣つられることを選ぶ。

　そうして、何度死ぬことを覚かく悟ごしたか数えられないほどの危険を踏ふみ越こえて、怪獣の頭部に上り詰つめる。背中や首の裏うらよりも狭せまく、また平地に角度が近づいている頭部では四つん這ばいになって旗はたに近づく。足を地面に下ろす際さいの振しん動どうは、頭部にも存そん在ざいする角つのにしがみついてやり過すごす。その度たびに腕うでの内側に赤い傷きずが生まれて、咄とつ嗟さに抱きついた際さいは頰ほおも鋭するどく切った。

　今まで軽々と死にすぎたせいで希き薄はくだった、傷つくということを存ぞん分ぶんに味わう。

　この傷の痛みを失わないことが、俺の勝利の証あかしとなる。

　最後は蛇へびのように身みをくねらせて、押し出して。四つん這いどころか寝ね転ころがる形でじりじりと近寄った。あとは飛びつけば旗に届くという位置まで詰め寄り、その前に手のひらの血を拭ぬぐおうとしたが素すっ裸ぱだかだった。太ももで手のひらを拭ってみると、歪いびつな血ち化げ粧しようとなってしまい余よ計けいに不ふ快かいになる。えぇぃもうこのままでいいと、決けつ死しの思いで身体からだを伸ばして旗にしがみついた。これでどうだ、これで終わりだ、頼たのむ終わってくれと涙なみだ目めで祈いのる。

　だが怪獣は体たい調ちよう不ふ良りようの一つも訴うつたえることなく歩き回っている。今までとなんら変わりない。地上に砂すな埃ぼこりを巻き起こし、俺と敷しき島しまに絶ぜつ望ぼうを振りまく。

　どうやらこの旗は手にするだけでなく、引っこ抜かないとダメなようだ。できるかこの野や郎ろうと悪あく態たいをつきながらも、旗を杖つえの代わりにして、よろめきながら足を伸ばしていく。

　旗を摑つかんだまま、立ち上がると自然、絶ぜつ叫きようしてしまった。

「ひぃいいぃいいいいいぃいいいい！」

　こんな情なさけないかけ声がかつてあっただろうか。声は裏うら返がえり、目を剝むいて。

　しかしこんな高さで、怪獣の頭の上で、空が近くて、パンツ一いつ丁ちようでどんなに格かつ好こういいこと叫さけんでも絵にならなけりゃあ誰だれも聞いちゃいないとくるし、なにより顔が引きつって満まん足ぞくに口も開けられないのだからこれが限げん界かいなんだよ文もん句くあるかうひ、ひ、ひぃ「ひゃぁああああ！」

　く、沓くつをくれ！　念じると翼つばさの生えるやつ！

　抜けろと念じる。死ねこのと怪獣の頭に足の指を絡からみつかせるように踏ふん張ばる。怪獣がそれを阻そ害がいするように頭を振り、その度に視し界かいが大だい胆たんに傾かたむく。空と大地が交こう互ごに押し迫せまり、校こう舎しやは波なみにでも漂ただようように位置をゆらゆらと変える。思わず旗にしがみついてしゃがみ込む。

　これを引っこ抜いたら、そのまま落下してしまう。どうするどうすると躊ちゆう躇ちよして目が回る。どうするもこうするも、それでも抜くしかない。抜かなければどっちみち終わりなのだから。

　振動が収まるまで待まってから、再ふたたび立つ。血でどこもかしこも滑すべってきて、風に吹かれるとその傷きず口ぐちが冷たく切りつけられたように痛い。しかし、なにくそ、と虚きよ勢せいを張る。

　ガキの頃ころ、なにかの影えい響きようで封ふう印いんの針はりを抜く勇ゆう者しやに憧あこがれていた。

　それを思い返し、あんな風ふうに格かつ好こう良よくありたいと夢む想そうしながら。

「ひぃいいっっっやあああああぁあぁ！」

　悲ひ鳴めいを上げる。癖くせになってしまったように、口から出るのはそれだけだった。

　しかし、その恐きよう怖ふが俺おれの手足に力を加くわえる。守りたい、死にたくない。生きたいという保ほ守しゆ的てきな願いを強く刺し激げきするのだ。ぐじぐじぐじと歯は軋ぎしりの音が空に響ひびく。怪かい獣じゆうの暴あばれる音ぐらいしか聞こえてなかった耳が一点、自分のことばかり気にするようになる。周まわりが見えなくなり、恐怖が心に立てた一本の柱はしらに意い識しきが集つどう。生きるため、五ご感かんがそこに逃げ込んだ。

『外』を感じないまま、怪獣の頭を強く踏ふむ。そして、全ぜん身しんで引きちぎるように躍やく動どうしながら、旗はたを引っこ抜こうと持ち上げる。ずるずると、耳か鼻に押し込んだ布ぬのを引き抜くように怪獣の頭から棒ぼうの部分が抜け落ち、その抵てい抗こうが次し第だいに弱まる。そして、怪獣が地面を踏み込む振しん動どうに翻ほん弄ろうされたのと同時に。引き抜いた旗と共に、怪獣の背中を再ふたたび転げ回る。

　抜けた、という成じよう就じゆへの思いと、死ぬ、という恐怖がせめぎ合う。肘ひじを突とつ起き物ぶつで強く打ち、深く切りつけて鮮せん血けつが飛沫しぶきとなる。傷きずの深さより、引っかからずに転がることに絶ぜつ望ぼうした。

　んなろ、なろ、なろぉ。声にならない悔くやしさのようなものが唇くちびるを震ふるわせる。せっかく旗を奪うばえたのに、終わってたまるか。そんな勿もつ体たいないことはできないと目を剝むき、旗を振る。

　咄とつ嗟さに旗を怪獣の背中に叩たたきつける。先せん端たんが鱗うろこめいた肌はだに引っかかり、そこに突つき刺ささって止まれと必ひつ死しに念じながら、上を向く。流りゆう血けつの酷ひどさで遠のきそうになる意識に、活かつを入れて。

「と、ま、れぇぇえええぇえぇぇえええええええええ！」

　旗と共に落下する中で怪獣の肌が裂さける。思いの外ほか柔やわらかく、表面が弾はじけ飛ぶ。その破は片へんが肌を掠かすめて後方に消えていく中、血によって手のひらが滑り、旗を離はなしそうになったところで血の気けが引く。咆ほう哮こうが悲鳴へと切り替わろうとするその瞬しゆん間かん、怪獣の動きが停止した。

　その急停止に合わせて、ずるりと、手のひらが旗から滑り落ちる。

　悲鳴を上げて腕うでを回しながら、無む意い識しきに足を蹴けり出す。その先に幸こう運うんにも怪獣の突起物が存そん在ざいした。かかとの近くを角つので深々と切ったものの、そこを足場にしてなんとか留まる。旗は持ち手の部分が半分ほどへし折おれているが、なんとか無事だった。

「ひ、ひぬ。ひぬ、かと思った」

　歯と腰こしが一いつ緒しよに抜けたように頼たよりなかった。旗を摑つかんだまま、怪獣の様よう子すを窺うかがう。

　怪獣は電でん池ちが切れるか電でん源げんでも落とされたように、一いつ切さい、揺ゆれない。

　やがて怪獣がゆっくりと膝ひざを突つく。そして、丁てい寧ねいに倒たおれて頭を地面に擦こすりつけた。まるで、俺に下りろと言っているように。頭を踏んづけながら久ひさ方かたぶりに感じる地面に下りると、怪獣はそれを見み届とどけたように目を瞑つむった。こっちも旗を横に刺さしたあとはへたり込んで、尻しりを打つ。

　地面に不用意に手をつくと一いち文もん字じの傷に土が混じり、ざらざらとした痛いたみに不ふ快かい感かんを覚える。

　そこでようやく、実じつ感かんが湧わいてきた。

　全ぜん身しんくそいてぇ。でも、だけど。

「勝て、たぁ」

　一生分のエネルギーを使い果はたしたように、力が抜けた。まだ口の端はしがひぃひぃ言っている。しかしそれ以外は、緊きん張ちようが解とけてそのままぐにゃぐにゃとスライム状になって地面に溶とけていくのではと思うほどの解かい放ほう感かんだった。

　地面に座すわり込んだまま浴あびる太陽が心地ここち良よい。十か二十は一いつ気きに老ふけたように、この場から動けない。動どう悸きだけが激しくて、命を消しよう費ひしている感かん覚かくに酔よいしれて、最後は噎むせた。

　山やま崎ざきが怪かい獣じゆうを警けい戒かいしつつもこちらに走ってくる。俺おれの服を持ってきてくれるのはいいけど引きずらないでほしい。水を含ふくんだ服の袖そでに土がまとわりついて、変色していた。

「……お？」

　倒たおれたままだった怪獣に変化が訪おとずれる。最初は目も眩くらむような発光から始まった。その光が怪獣の体内に吞のまれるように引き込まれて、その肌はだを溶とかしていく。段々と細かい粒りゆう子しとなるように、光に包まれて消しよう失しつしていった。まるで光る虫が寄って形を成していたように。国語の教科書とスイミーを思い返しながら、天へ還かえっていくそれを見送った。

　怪獣は、どこへ逝いくのだろう。次の場所に安らぎがあるよう、無む言ごんで願う。

　そして手て元もとに残ったのは、『かち』とでかでか書かれているマヌケな旗はた。引っこ抜いた先せん端たんに怪獣の血がまとわりついていて、その接せつ着ちやくが自然のものではなかったことに辟へき易えきする。俺の手からの流りゆう血けつがそこに混じると、血の塊たましいに吸い寄せられて区く別べつがつかなくなった。

　そんな俺を余よ所そに、事じ態たいは淡たん々たんと後あと始し末まつを始める。

　ぱしゃりと、写真を撮とられた感かん覚かくだった。







　Saveが完かん了りようしました。







　案内が左端はしに届とどく。セーブ。この状じよう況きようを保ほ存ぞんする意味。

　カウント自体は止まったものの、リセットされた上で消しよう失しつしない時じ刻こく表ひよう示じ。




　72:00:00




「……おいおい」

　次があるのだ。敷しき島しまの言ったとおり、これは『チュートリアル』に過すぎないのかも知れない。

　こんなのが、練習か。どれだけ死んだと思っているんだ。ルール説明は一いつ切さいなし。怪獣の出現地点も近ければ、考える時間を確かく保ほするのも命いのちがけ。次回からは練習じゃないので本ほん番ばんとして難なん易い度どが跳はね上がります、なんてことになったら。

　お先真まっ暗くら、なんていうものじゃない。ネット全ぜん盛せいのこの時代に検けん索さくをかけることも、攻こう略りやく本ぼんの一つも用意せずに取り組めだなんて。命いのちを景けい品ひんにしても、根こん気きがそこまで続くかよ。

「どんなクソゲーだよ……」

　その呟つぶやきを最後に脱だつ力りよくする。グラウンドに倒たおれて、空を仰あおいだ。

　目を逸そらしても届とどく、よく分からない報ほう告こくを羽は虫むしのように鬱うつ陶とうしく感じながら。







　Ver1.1.1に更こう新しんされました。

　各種ステータスを調ちよう整せい。

　エネミーの種類を追つい加か。

『スキル』システムが実じつ装そうされました。








→Next『Stage2　ラットマン』
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　Save2.dataをLoadします。







　34:29:31







　ん？

　なんだ、今の表ひよう示じは？

　敷しき島しまも同どう様ように、左端はしに目が動く。敷島にも同じものが見えたみたいだ。

「今の、なんの報ほう告こく？」

　敷島の目つきが険けわしくなる。尋たずねても答えられるものはないし、返事もない。

　表示はすぐに消えてしまう。不ふ意い打うち気ぎ味みだったので、全ぜん文ぶんを確かく認にんできなかった。

　その中で一番目がいったのはカギ括かつ弧こでくくられていた部分だ。

「バージョンの更こう新しんとか……スキルとかなんとか」

「そうね。システムが云うん々ぬん……別に手から炎ほのおとか出せるようになってはないみたい」

　敷島が俺おれに手のひらを突つき出しながら言う。出たらどうする気だったんだ。

「これも気になるけど、今は話を戻していい？」

「ん、あぁ」

　なんの話をしていたかな。……そうだ、どうやって怪かい獣じゆうを転ばせるか、だった。

　敷島がなにか思いついたようなそぶりを見せたが、妙みような中ちゆう断だんが入ってしまったな。

「理由を説明すると少し長いし、言っていることが分からないと思うけどそれでも聞きたい？」

　まるで話したくないような口ぶりだった。返事に戸と惑まどっていると、少し強い風が入り込んでくる。弱い纏まとまりでしかなかった髪かみが解ほどけて、金色の幕まくのように目の前を横切る。

　不ふ愉ゆ快かいだった。

「………………………………………」

　三階の踊おどり場ば。開けた窓まどから入り込む、五月の風。それが俺を小こ馬ば鹿かにするようだった。

「藤ふじくん？」

　敷島の催さい促そくもあってか、他の考えが纏まらない。簡かん単たんな対たい処しよ法ほうも見み過すごして。

　ここに長く立っていたくない。そんな理由だけで、首を緩ゆるく振った。

「話したくないなら、別にいいさ」

　そう言って階段を下りる。風の届とどかない別の場所に移い動どうしたかった。早はや足あしでアテなく進む。

　髪かみを払はらうと、さっきの表ひよう示じが消えていた。なんだったんだ、あれ。

　追いかけてきた敷しき島しまが俺おれの顔を覗のぞき込んで、機き嫌げんをうかがってくる。

「怒おこってる？」

　珍めずらしく、少し弱よわ気きに感じられる声こわ色いろだった。気を遣つかわせたかな、と申もうし訳わけない気持ちになる。

「あ、そういうのじゃない」

「顔が怖いもの」

「これは……ほら、自分に怒っている的なあれ」

　自じ嘲ちようともまた違ちがう、よく分からない笑いが浮かぶ。諦あきらめているような、冷めたものが胸むねの側面に押し当てられている。自分を嫌きらうことの寂さびしさと、親への申し訳なさと、関かん与よできない出しゆつ自じというものへの不満、怒いかりが燻くすぶっていた。しかも配分がコロコロ変わるので、安定しない。

「……ん？」

　かさかさと。

　階段を降りている最さい中ちゆう、小さな足音のようなものが聞こえて、上を向く。

　しかし天てん井じようがあるので、なにも見えるわけがなく。ネズミ？　ゴキブリ、にしては音が大きい。小動物の走るような音だった。なんだろう、一体。気のせいかな。

　大たいして気に留とめないまま一階、下げ駄た箱ばこまで下りてから敷島と向き合う。敷島は腰こしの後ろで手を組み、壁かべに寄り添そっている。少し反そったような姿し勢せいで、そうすると強きよう調ちようされる胸むな元もとに自然、目が行ってしまう。

　こんなときに、と鼻を搔かいて自分を恥はじるが思し春しゆん期きの高校生の優ゆう先せん順じゆん位いは愚おろかしくも純じゆん粋すいだ。エロ関連＞命の危機＞成せい績せき。大ざっぱに分けると大たい抵ていの男子がこうなる。ならないやつは煩ぼん悩のうが足たりていない。思春期を満まん喫きつできる時期は今しかないので、もう少し傾けい倒とうすることを勧すすめる。

　そんなことはさておき、敷島だ。敷島は別段、豊ほう胸きようというようには見えない。他の女子と比くらべても平へい均きんぐらいに落ち着くのではないだろうか。女子の平均なんて知らないが。数学の授業中に統とう計けい取って平均数すう値ちを割り出したわけでもない。そんな夢ゆめみたいな授業あるものか。

　しかし、敷島はこの程ほど良い大きさが似に合あっている。彼女にあるすらりと細長い、淀よどみのない印いん象しようを作るのに一ひと役やく買っている。こうして見ていると手足も細くて、少し走ると息いきが切れるのも納なつ得とくというものだ。

　などと考えていると、敷島が溜ため息いきをつく。前まえ髪がみを握にぎるように弄いじったあと、顔を上げた。

「いつまで人の胸を気にしていらっしゃるのですか？」

「うぃ」

　水すい位いが顎あごにまで上がってくるような、そんな息いき苦ぐるしさを覚えた。丁てい寧ねい語ごで指し摘てきされたせいで。

「いやぁ、その、敵てきを知るにはまず味み方かたからって言うじゃないか」

　そんなこと誰だれが言ったんだ？　敷島の目め線せんが冷たくなるにつれて、こちらの頭がぼける。

「藤ふじくんのその余よ裕ゆうは見習いたいものね」

「敷しき島しまが俺おれの胸むねを見てもつまらないと思うよ」

「そうでもないけど」

　即そく答とうで否ひ定ていされて、え、そうなのと虚きよを衝つかれる。そうじゃねえよ、の聞き間ま違ちがいかと思ったが冷れい静せいに振り返ってもそういう否定ではないようだ。

　女子も男の胸なんかみて楽しいのだろうか。真まっ平たいらなのに。しかし男子からしても、膨ふくらんでりゃあいいってものじゃないからな。肥ひ満まん体たんの男のぽっちゃりした胸なんか見たくもないし。女子を理解するのも難むずかしいものだな。……で、俺たちはなにを悩なやめばよかったんだったか。

「あぁ怪かい獣じゆうね。そう怪獣」

「本当に忘れていたなら、藤ふじくん大おお物ものすぎ」

　敷島の胸がよほど魅み力りよく的てきなんだろ、と言うか最後まで悩なやんだが、自じ重ちようした。

　それと敷島が手のひらを向けてくる。今度はエネルギー波はでも出すつもりだろうか。

　あの更こう新しん表ひよう示じの件けんも謎なぞだらけだが、話そうにも内容をあまり覚えていないのだ。

　敷島も似にたようなものだからこそ、話題に出すことがないのだろう。

　重じゆう要ようなことなら、目に映うつる範はん囲いで変化があるはずだ。今はそれを待まとう。

　気にしすぎるよりも、目の前の困こん難なんとして立ち塞ふさがる怪獣の件に力を注そそいだ方が賢けん明めいだな。

　……しかし言い出しておいてなんだが、怪獣が転ぶというのがどうにも想そう像ぞうつかない。巨きよ大だいヒーローに投げ飛ばされる怪獣はいるが、足を引っかけて転ぶやつなどいるのだろうか。

「ま、でも気き楽らくな部分はある。敷島がもう作戦を考えついているんだからさ」

　最後はそれに頼たよればいいのだし。井い戸どの底に落ちても、空はもう見えているのだ。

　それを聞いた敷島は、今までのやり取りと異ことなる冷れい淡たんな顔つきになる。表情を殺ころして平へい坦たんに落ち着くように。氷こおりでも、冷れい蔵ぞう庫この中で作られたものと道路の上に張ったものとぐらい違う。

「藤くん、真しん剣けんにやらないと泣くことになると思うけど」

「それなりに真剣なつもりなんだけどな」

　敷島に釘くぎを刺さされて、浮き足立っていた部分が動どう揺ようする。真剣なやつが人の胸なんか凝ぎよう視ししてないだろうと言われないだけ敷島の優やさしさを感じた。同時に、余よ計けい恥はずかしかった。

「女の子脳のうの敷島の作戦だから、ファンシーな感じなのかね」

「なにそれ」と敷島が目を丸くする。

「いつの間にそんな素す敵てきなもの搭とう載さいしていたのかしら、おほほほ」

　敷島の唇くちびるだけが派は手でに動く。合ごう成せいされた映えい像ぞうみたいで薄うす気き味み悪かった。

「私より、藤くんはなにかないの？」

「急に聞かれてもな」

「藤くんが聖せい戦せん士しに目め覚ざめればことは簡かん単たんなんだけどね」

「異い世せ界かいに行っている間に時間切れになるよ……まだ時間はあるし、少し考えさせてくれ」

　きっかけの一つもあれば、ポンと閃ひらめくこともあり得る。どこにそれがあるか、だが。

　上の階から、大まかな枠わく組ぐみの潰つぶれるような、破は滅めつ的てきな音が聞こえてくる。

　怪かい獣じゆうがやってきたのだろう。ここの天てん井じようが潰れるまで、あと一歩か、二歩か。それを同どう様ように悟さとったのか、敷しき島しまが動いた。俺おれの前まで大おお股またで距きよ離りを詰つめて、ニッと歯を見せて笑う。

　時間がないので笑え顔がおを整ととのえて気取る暇ひまもなかったのだろう。ひどく無む邪じや気きに見えた。

「いい子でいさせてね、藤ふじくん」

　それが今回の敷島の遺ゆい言ごんだった。

　その真しん意いは、闇やみの向こうで俺を笑うばかりだ。







　Continue?
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「先生。先生はビルを倒たおす方法って思いつきますか？」

　授業中にちゃんと挙きよ手しゆして質しつ問もんする俺はいい子のはずだが、教きよう師しの反はん応のうは芳かんばしくない。農作業中にちょっかいをかけてくる山やま猿ざるでも見るような目つきで、露ろ骨こつに鬱うつ陶とうしがられた。

　思うに、授業内容とまったく関係のない質問などしたからではないだろうか。

「急になんだ」

「ふと気になったので。四十メートルぐらいのビルなんですけど」

　家で勝かつ手てに考えろと言いたげに、教師の口もとが歪ゆがむ。授業を脱だつ線せんさせるためにこんなことを言い出したとでも思われているようだ。しかしこの人も終わらない授業を延えん々えんと繰くり返しているのだから、たまには違ちがう内容のことも話していいのではないだろうか。飽あきるだろ。

「はい！　解かい体たいの鉄てつ球きゆうみたいなのでガーンといきます！」

　山やま崎ざきが挙きよ手しゆして答える。まだ誰だれも聞いていないぞ。だが山崎にしては現げん実じつ的てきな発想だ。聖せい戦せん士しとか言い出す敷島の方がよっぽど頭パピパピに思える。実じつ際さいは真ま逆ぎやくなのだが。

「もしくは爆ばく破はします！　発はつ破ぱ解体どうでしょう！」

　山崎が続けて発はつ案あんする。爆ばく殺さつか。可か能のうなら是ぜ非ひやってみたい。それに解体用の鉄球がぶち当たれば怪獣の膝ひざもへし折おれるかもしれない。実現すれば山崎の案あんも悪くなかった。

　問題はどちらも実現不ふ可か能のうな距離にあることだが。

「四十メートル？　ビルか……」

　教師がぶつぶつ呟つぶやきながら黒こく板ばんの方に向く。そして、黒板拭ふきで計算式をばっさりと消してしまう。まだ板ばん書しよを写している最さい中ちゆうの連中が悲鳴や愚ぐ痴ちをあげるが、教師はまったく意いに介かいしていない。早く写さない方が悪いとでも言いたげだった。それでもざわついていると、振り向いた教きよう師しが「今のところは試し験けんに出ない」と言った途と端たんに静かになった。分かりやすいなぁ。

　しかしこの情じよう報ほうを次回に持っていけるのは残念ながら俺おれだけだ。言った本人も覚えていないようなことを信じていいのだろうか。葛かつ藤とうしていると、教師が黒こく板ばんの空あいた場所に絵を描えがき始める。定じよう規ぎを使わなくても真まっ直すぐな線を引くことに定てい評ひようのある教師が、棺かん桶おけのような形のビルを完かん成せいさせた。注ちゆう釈しやくで、高さ四十メートルと捕ほ足そくしてある。

　教師がチョークを持ち替える。白から黄色に変わった。そしてビルの隣となりになにか描き出す。そのビルと対たい照しよう的てきに杜ず撰さんな線の曲がり具ぐ合あいと輪りん郭かくに、どうにも既き視し感かんを覚えた。嫌いやな予感がしながら完成を待まつと、程ほどなくして描かれたのは尻尾しつぽのある大きな生き物だった。

　そいつが右足でビルを容よう赦しやなく蹴けっている。

「怪かい獣じゆうが蹴り倒たおす」

　ちょっと待てと言いたくなった。この数学教師は一体なにをどう考えてそこに行き着いたのだ。教師がビルのガラスの割れる描びよう写しやを描き足すが、そんなこだわりはどうでもいい。

「これで満まん足ぞくか？」

　教師が冷ややかに俺に尋たずねてくる。周まわりは大笑いして大だい満まん足ぞくのようだが、俺はそうもいかない。ある意味、実に空気を読んだ回答ではあるが俺はもっと現げん実じつ的てきなものを期き待たいしていたのだ。

　不満げな態たい度どが伝つたわったのか、教師がチョークを置いてから睨にらんでくる。

「思いつかなくても、山やま崎ざきの言ったとおりに工事すれば済すむだろう。お前はなんだ、個人で倒したいのか。テロリスト的な思想に傾けい倒とうしているのか？」

「いや、そういうのじゃなくて……じゃあ、怪獣の方を倒す方法は？」

「はい！」

　山崎が手を上げながら立ち上がる。誰だれの許しを得えることもなく黒板へと向かっていく。教師も相あい手てをするのが面めん倒どうなのか、微び妙みような表情で教きよう壇だんを譲ゆずった。山崎は両手に紅こう白はくのチョークを握にぎりしめて、左右の手を同時に動かしてお絵かきを始める。器き用ようなことに手の動きが異ことなっている。その両手が途と中ちゆうまで描いた段階で、山崎がなにをしようとしているか八はち割わり理解した。

「……あ？」

　視し界かいの端はしで、なにか動いた。頰ほお杖づえから顔を離はなして廊ろう下かの方を向く。

　廊下にはなにもいない。しかし、一いつ瞬しゆん動いたそれは小さな生き物が走り抜けるような。そんな風ふうに見えたぞ。前回、頭の上に聞いた足音を連想する。……なんだ？　しばらく身み構がまえながら観かん察さつしていたが、生き物の動く気け配はいはない。しかし、なにか変化に伴ともなう悪い予感があった。

　そうこうしている間に山崎が描き上げたのは、紅白の巨きよ大だいヒーローが怪獣の臑すねにローキックを連れん打だしている絵だった。教師の描いた怪獣が涙なみだ目めに置き換わっているところは芸げいが細かい。

「こうですね！」

　誰に聞いているんだ。視し線せんをたどると、あ、俺だ。いや言い出したのは俺だけどさ。

　山やま崎ざきの視し線せんが痛いたい。こうですよ、という返事を待まっている。でも、そうじゃないんだよなぁ。

　拍はく手しゆしてみる。なぜか周しゆう囲いも同どう調ちようするように拍手し始めて、山崎が照てれたように頭をかく。

　いやー、ははは。

　ぱちぱちと鳴り続ける手のひらの動きを目で追いながら、俺おれは一つ賢かしこくなった。

　教室の危き機き感かんが足たりない連中にはなにも期き待たいしないでおこう、と心に決める。

　結けつ局きよく、今回は敷しき島しまの頼たのもしさを再さい確かく認にんしただけだった。
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　散さん歩ぽして良いアイデアが思い浮かぶとは到とう底てい思えないが、ふらりと出歩いてみることにした。教室の中に閉じこもって学べることは多くない。大人にも、友達にも頼たよることができないという現げん状じようを知るぐらいだ。数に頼ることができない人間なんて弱いだけなのにな。参まいったよ。

　それと校こう舎しや内ないを歩く理由には、二回ほど前から感じている不ふ穏おんなものを探さぐるというのもあった。ただの気のせいであってほしいが、この背中を擦こすり取るような感かん覚かくを解消するためにはその証しよう拠こがいる。深しん淵えんを覗のぞいて、やぶ蛇へびにならないことを祈いのっておこう。

　教室を出てから、階段を上がる。特に目的や指し針しんがあるわけじゃない。単たんに、下の階の方が教きよう師しと鉢はち合あわせになってしまいそうな気がしたからだ。職しよく員いん室しつに近寄る意味はないだろう。

　上じよう級きゆう生せいの教室が揃そろう三階に上がる。俺と敷島以外にも記き憶おくを引き継ついでいる人はいないものかと廊ろう下かを覗いてみたけど、授業中に騒さわいでいるようなやつなどいない。それどころか不ぶ用よう心じんに身みをさらしたせいで、マズイのに見つかってしまった。背せ広びろの中年がこちらへ歩いてくる。

「おい止まれ、止まれ」と言われたので、つい言うとおりに足を止めてしまった。

　教きよう頭とうだ。声が特とく徴ちよう的てきで、ひび割れている。それが放ほう射しや状じように広がって届く、独どく特とくの声こえ質しつを持っている。全校集会で居い眠ねむりしていても、その声を聞くとつい目が覚めてしまうという凶きよう悪あくなものだ。そんな声が廊下に響ひびいて、教室内の上級生もなんだと目を丸くしているだろう。

　階段付近で教頭に捕つかまる。声の力強さに反はんしてひょろ長く、蔦つたのような印いん象しようだ。なで肩で、細長い顔は鼻の黒ずみが目立つ。しかし弱々しくとも相あい手ては教頭である。声もあり、萎い縮しゆくしてしまう。

「お前何組だ？　ん？　なんでこんなところにいる」

　冷ひや汗あせを背中に感じながらもなるほどねぇと理り解かいすることがあった。

　敷しき島しまはここで教きよう頭とうに会って鍵かぎを盗ぬすんでいたのか。あいつのことだから、殴なぐって奪うばって逃げていた可か能のう性せいも否いなめない。盗人ぬすつとというより強ごう盗とうの方がイメージにあった。

「ん？　なんでいるんだと聞いているんだ」

　教頭が返事を催さい促そくする。高こう圧あつ的てきな調ちよう子しで、そりゃあ出歩いている俺おれの方が全面的に悪いのは認めるけれどいい気はしない。こっちにだって事情はあるのだ。大人からみればくだらない、なんてこと今回ばかりは言わせない、奥深いものがあるのだから。とはいえ、それを説明したところで証しよう拠この一つもないから、冷ひや汗あせをかいている。どうする、敷島を見習うか。

「口ついとるんか。あぁ、ついとるやろっ。話せと言ってるんだ」

　教頭が俺の唇くちびるを摘つまみながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。その怒いかり方は父親のそれに似にていた。

　だから必ひつ要よう以上にこちらの怒りを煽あおり、自然、拳こぶしを握にぎる。

　親父おやじと似ているなら、殴れる。

　そう信じて握にぎり拳を構えたときだった。

　とたたた。

「……え？」

　頭の隅すみで、走り抜ける音が聞こえた。

　頼たよりなく、しかし連続する軽い足音。短い足の、急ぐ音ね色いろ。廊ろう下かの曲がり角かどからやってくる。

　とたたたたたたたたた、と。やってくる。こっちに向かってくるのだ。

　小こ気き味みよく不ぶ気き味みに、廊下へ飛び出してきたもの。

　小さな、小さな……なんだ？

　玉たま虫むし色いろの……なんだ？　なんだ、お前は。

　玉虫色のトカゲめいた生き物がこちらへ駆かけてくる。

　悲鳴は胃いに空あいた真っ暗な穴あなに飲み込まれて、口だけがぽっかりと開く。

　二に足そく歩ほ行こうと四つん這ばいの中間の走り方で、動きは迅じん速そく。首の向きが普通のトカゲと、いや、普通の生き物と正反対だ。目は後ろを向いている、なのに！　こちらに正確に走り寄ってくる。とたたた、と。とたたたと！

　教頭も思わず俺から手を離はなし、後ろへ飛び退のく。俺も逃げだそうとしたが足が重く思ったように動かず、その隙すきに玉虫トカゲが足首に飛びついてきた。目玉が恐怖でぐりんと裏うら返がえりそうになりながら、無む意い識しきに足を振り上げて引きはがそうと試こころみる。しかしそのトカゲは不ふ揃ぞろいの牙きばを制服越ごしに俺の足に突つき立ててしがみついてくる。足首に牙の食い込む感かん触しよくが駆け上がってきて、足の付け根が激しく震ふるえた。同時に寒さむ気けから脱だつ力りよくして、足を床ゆかに下ろしてしまう。

　そうすると、更さらに血の気けの引く展てん開かいが待っていた。玉虫トカゲが傷きず口ぐちから血を吸すい出したのだ。だから血の気が引く、冗じよう談だん言っている場合か。ずるずると、ぎびぎびーだの。咀そ嚼しやくの音なのか鳴き声なのか判はん別べつのつかない薄うす気き味み悪い音を立てて、玉虫トカゲが俺の血を堪たん能のうする。

　牙を埋うめ込んだまま頭を振り回されることへの痛いたみだけでなく、その吸きゆう血けつのおぞましさに腕うでが震ふるえる。へたり込んだ腰こしも逃げたくて仕し方かたないようだった。なんだこいつ、今までこんなの出てこなかったぞ。まだ十二時にもなっていない、怪かい獣じゆうとは無関係？　いや、そんなはずない。

　とにかく、どうするか。とにもかくにも、このトカゲを、引きはがさないと。

　そのためには、度ど胸きようを振り絞しぼる必ひつ要ようがあった。

　親おや指ゆびの腹はらを強く嚙かんで、皮かわをちぎる。その痛いたみで腹の震えを押さえて、力を込めた。

　伊だ達てに何度も死んでないぞ、この野や郎ろう。

　鼓こ舞ぶして中ちゆう腰ごしながら立ち上がり、廊ろう下かの壁かべを睨にらむ。血をストローで吸すわれるような感かん触しよくに顔の半分が冷たくなっていくのを感じながら、壁に全力で足をぶつけた。不ぶ格かつ好こうに壁を蹴けり飛ばしたことで足首をくじき、食いしばった歯が欠ける。だが俺が痛いだけではない。壁と足に挟はさまれた玉たま虫むしトカゲが首を仰のけ反ぞらせて悲ひ鳴めいを上げる。その際さい、牙きばが数本へし折おれて、猫ねこの爪つめのように俺の足に突つき刺ささる。知るかこの、と何度も足とトカゲを壁に叩たたきつけた。

　こっちの足が痛いを通り越こして木の棒ぼうにでも感じられるようになった頃ころ、玉虫トカゲに血を吸われる感触が失われた。足を振ると、小さな身体からだが廊下の奥へ軽けい快かいに吹っ飛んでいった。口から溢あふれる血の軌き跡せきを描きながら、廊下を滑っていく。壁に当たって止まったその身体はびくびくと小こ刻きざみに震えていた。まだ生きている。殺した方がいいんじゃないだろうか。

　そう思って足を引きずりながら近寄ると、不ふ意い打うちを食らう。

　仰あお向むけになった玉虫トカゲが自じ身しんの喉のどを引き裂さくほどの、凄すさまじい音量の悲鳴を上げた。耳を塞ふさぐのが遅おくれて、左側の耳がその悲鳴を全力で受け止めてしまう。耳たぶに穴あなでも空あくかと思うほどの鋭するどい衝しよう撃げきに見み舞まわれて、顔の左側が麻ま痺ひするようだった。

　こんな小さな身体で、非ひ常じよう識しきに騒さわぎやがって。

　さすがにこれを聞きつけて教室から飛び出してくる上じよう級きゆう生せいもいた。騒ぎが大きくなって、しかし死ねばまた元もと通どおりなのだからそんなに気に留めなくてもいいのだろうか。それより、足だ。

　突き刺さっているトカゲの牙を、恐おそる恐る摘んで引き抜くと、穴に溜たまっていた血がとろりと垂たれ流れる。その中にトカゲの唾だ液えきらしきものが混じっているのが見て取れて、慌あわてて拭ぬぐい取った。触れると腫はれて熱を帯びた足首が激しく痛んで後こう悔かいした。それから、虫の息いきの玉虫トカゲを睨む。

　形状はサンショウウオに近い。輪りん郭かくが丸っぽいからそう感じるのだろう。向きや角度の変化によって、その肉体の色が大きく変わる。緑みどりから金、紫むらさきへと光の加か減げんで変へん貌ぼうする様さまは宝ほう石せきのようだった。だが行こう為いに気け高だかさはない。

　倒たおれて瀕ひん死しになったまま、そいつは口もとの血を舐なめている。味を確かめるように、記き憶おくするようにずるべちゃと品のない音を立てていた。不ふ快かい感かんに突き動かされてその頭部を踏ふみつけて、始し末まつする。トカゲの四し肢しが完全に動かなくなってから、廊下に座すわり込んだ。

　教きよう頭とうは壁に張り付いたまま、腰こしが抜けているようだった。くそ、こっちに嚙かみつけばよかったのに。若いやつの血を好このむとかそういう習しゆう性せいでもあるんだろうか。

　この生き物は、ゲームに関係している？　多た分ぶんそうだろう。こんなトカゲモドキ、見たことがない。だけど急にどうして、怪かい獣じゆう以外にこんなものが現れたのか。踏ふみつけて殺しても終しゆう了りようしないようだし、こいつは単たんなるお邪じや魔ま虫むしなのか？　そして怪獣もやっぱり出てくるのか？

　分からないことだらけだ。混こん乱らんと足の痛いたみに翻ほん弄ろうされて、疲つかれがぐんと増す。教室から出てきた上じよう級きゆう生せいたちが玉たま虫むしトカゲの死し骸がいを見てざわついているが、こいつは一度、敷しき島しまに見せた方がいいだろう。事じ態たいが更さらに広がる前に、怪獣が出てくる前に敷島のもとへ向かおう。

　勇気を出して、玉虫トカゲの死骸を摑つかもうと、前まえ屈かがみになった直後だった。

　とたたた、たっったたたた、たたたたた。

「お、」

　おい、おい。

　絶ぜつ望ぼうして、足の痛みが些さ細さいなことに追いやられる。

　玉虫トカゲが大たい挙きよしてこちらへ走ってきた。廊ろう下かの上級生たちの隙すき間まを軽やかに抜けて、ネズミのように。何なん匹びきいる、五匹、七匹？　上級生たちが飛び退のき、悲ひ鳴めいを上げながら玉虫トカゲに道を譲ゆずる。踏み潰つぶせよ、と叫さけんだがやつらは素早い。あっという間に俺の元もとへやってくる。

　俺しか狙ねらわないということは、やはりこいつも『ゲーム』の一いつ環かんか。さっきの叫び声は仲なか間まに居い場ば所しよを知らせるものだったのか？　逃げようとした俺の背中に数すう匹ひきが飛びつき、服の内側へと入り込んで這はいずり回ってくる。それだけで涙なみだが溢あふれそうなほどだったが、更さらに回り込んだ玉虫トカゲが手首に嚙かみついてくる。そして先さき程ほどのトカゲ同どう様ように血けつ管かんに牙きばを突つき立てた。

　誰だれか、助けてくれ。助けて、と訴うつたえながら四つん這ばいで階段の方へ歩いていた。自分でもなにをして、どこへ行っているのか曖あい昧まいだ。でも敷島なら、なんとかしてくれる。敷島、敷島を求めて、階段を目指している。途と中ちゆうで目的を作って、自じ覚かくが芽め生ばえた。そのせいで余よ計けいに、服の中で這いずるトカゲの感かん触しよくに苛さいなまれて絶ぜつ叫きようしてしまう羽は目めとなった。

　更に階段の上からも、玉虫トカゲが二匹飛び降りてきた。そいつらが俺の背中に着地して、一匹は首の後ろに嚙みついてくる。更にもう一匹は、頭にかじりついてきた。

　他の部位を囓かじられるのとは一線を画かくす恐怖があった。頭は、だめだ。なにしろ恐怖なんてものは頭で感じ取っているのだから。そこに一番近い部分に歯を立てられて、正しよう気きでいられるはずがない。かりかりと頭とう皮ひを撫なでられるようにしたあと、ぶつりぶつりと穴あなを開ける。そして、中なか身みを吸い出す。血液以外のものを吸われるような錯さつ覚かくが目の前を真まっ白しろにした。

　こんな死に方は、食われて死ぬのを待まつのは嫌いやだ。怪獣に踏み潰される方が万倍マシだ。怪獣は、十二時はまだか。トカゲと共ともに転げ回りながら必ひつ死しに願う。早く死なせてくれと。

　ひっ、ひっと短い悲鳴を漏もらしながら壁かべにすがりつく。側にあった消しよう化か器きを杖つえの代わりにして身体からだを起こして、窓まどに手をかけた。鍵かぎを外はずして窓を開ける。感かん覚かくを失った足が邪じや魔ましながらも、無む我が夢む中ちゆうで窓に上る。トカゲたちが早まるなと制するように牙を突き立ててくるが知ったことじゃない。頭を下にして身投げした。ここは三階だ、きっと死ねる。

　トカゲたちと共に地面へと落下する。どぉんと、衝しよう突とつの重い音が遠くから聞こえた。落下の寸すん前ぜんに意い識しきをふと失ったようだが、その音に導みちびかれるように再ふたたび目を覚ます。下した敷じきになったトカゲが服の中で潰つぶれているのを感じる。身体からだはどこも動かない。ついでに言うと、俺おれの頭もこのトカゲみたいに後ろ向きになっている。だから、直じきに死ねるだろう。

　はやく、はやくと。それだけを願う。

　次起きたら、すぐに敷しき島しまのもとへ行こう。
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「変な生き物がいた！　いたんだ！」

「いきなり教室に入ってくるきみが変です」

　敷島の教室で現げん国こくの授業を行っている女じよ教きよう師しが正せい論ろんを述べてきた。うるせぇと言いたいが堪こらえて、敷島の手を取る。「自分で歩くから」などと言っている敷島を引きずるように教室をあとにする。周まわりの連中がはやし立てていたが無む視しする。ただその中に女子からの嘲あざけりのようなものが混じっていたことには気づいた。同どう性せいから嫌きらわれそうな性せい格かくだものな、と失礼に思った。

　教師の引き留とめる声など聞こえないふりをして、渡わたり廊ろう下かまで逃げる。立ち止まってからは耳を澄すませて、あの足音が近寄ってこないかと確かく認にんする。……すぐには、来ないようだな。

　首がへし折おれたり頭を嚙かまれたりしたが、それらはすべてリセットされた。

　涙なみだが出そうだ。

「聞こえたか悲ひ鳴めい。前回だぞ、あの、トカゲの」

「聞こえた。あれ、トカゲが悲鳴を上げたの？　そもそもトカゲって？」

「今からそれを説明するよ、いいか、」

「その前に手を離はなしてくれる？」

　敷島が自分の手を掲かかげる。そこにはきつく握にぎりしめている俺の手があった。慌あわてて離す。

　それから身み振ぶり手て振ぶりを交まじえて、早はや口くちに説明した。玉たま虫むし色いろのトカゲが突とつ如じよ、襲おそいかかってきたと。その特とく徴ちようや自分に嚙みついたこと、断だん末まつ魔まで仲なか間まを呼んだこと。ついでに教きよう頭とうと出会ったことも話した。敷島はそれらを無む表ひよう情じように、口を挟はさまずに黙だまって聞き続けた。

「かくかくしかじかは以上だ。今も、いつあいつらが来るか分からない」

　左右を確かめる。あの特とく徴ちよう的てきな色合いが迫せまってくる様よう子すはない。それでも頭の囓かじられた場所を思わず押さえてしまう。

「ふぅん……怪かい獣じゆうが来る前に目の前が真まっ暗くらになったから何事かと思ったけど、そういうこと。……つまり、あのエネミーっていうのは……ふぅ」

「自じ殺さつまで経けい験けんすることになるとは思わなかったよ。まぁ、それはいい。問題はあいつらなんなんだってことだよ。今まであんなの出なかったのに、急な話だよほんとさ」

　愚ぐ痴ちりながら歩き回る。動いている方が少しでも気が紛まぎれた。でも自分の足音に潜ひそんであいつらが近づいてきたらと考えると、金かな縛しばりに遭あったように足が急に止まった。敷しき島しまを見る。

　敷島は壁かべに背中をつけて、天てん井じようを向いていた。釣つられて上を向くが、なにもない。

「時間が一定を過すぎるとああいうのが出てくるか、もしくは」

　急に話し出したので、慌あわてて顎あごを引いて敷島に注ちゆう目もくする。

　敷島は変わらず天井を見つめていた。

「世せ界かいがバージョンアップされた、ってとこじゃない？　そんな報ほう告こく、見た気もするし」

　敷島が指をくるくる回しながら、他ひ人と事ごとのように言う。だがハッとするものがあった。

　バージョンアップ。

　数回前に、データをロードしたとかいうのが表ひよう示じされる直前に見えて、消えたもの。

　エネミーの追つい加か。そんな項目が、あった気もする。

　Ver1.1.1への更こう新しん。

　まさか、あれの影えい響きようなのか。そのお陰かげで他のも出てくるようになったと？

　これ以上難なん易い度ど上げてどうするんだよ。

　一体、誰だれだ。そんなバカげたことを提てい案あんしたやつは。ゲーム参さん加か者しやの目め線せんにもなれ。

「ボスの他に雑ざ魚こモンスターが増えたのよ」

「あぁ、そういう……確たしかに、そんな感じだった」

　それなら倒たおしたところでなにも起きないのは納なつ得とく……いや、経けい験けん値ちと金はどうした。もたらされた恐きよう怖ふしか体たい験けんしていないぞ。振り返れば飛び降りて首のへし折おれたことさえ鳥とり肌はだが立つ。

　敷島が天井からこちらを向く。さっきからトカゲのことより別のことを考えるように、敷島の反はん応のうが希き薄はくだ。心ここにあらず、という風ふうでもないが。なにしろ、視し線せんを強く感じる。

「それより、藤ふじくん。なにか思いついた？」

　それよりって。そりゃあ、本ほん懐かいは怪獣退たい治じだがあのトカゲ共どもが邪じや魔まをするなら暢のん気きに見ていられない。敷島は自分の目で見ていないから、危機など感じないのだろうか。

「教きよう師しにも相そう談だんしてみたが、巨きよ大だいヒーローの臑すね蹴げりを提案されたよ」

　それは山やま崎ざきだったかもしれないが。敷島の目が曇くもる。目を逸そらしたあと、すぐに瞑つむった。

「そう……残念ね」

　その態たい度どに、失しつ望ぼうされたようなものを感じる。なんと声をかければいいか悩み、俯うつむくと。

　足の裏うらが真まっ先に、その細こまやかな反はん応のうを察さつ知ちした。飛び跳はねて、音の出で所どころを探さぐる。

　あの、連続した足音。忍しのび寄るもの。耳と共ともに肌はだがぞわぞわとざわつき、危機を知らせる。

　逃げたがるな、と二にの腕うでを叩たたいて叱しかる。

「来た！　……あいつら、さっきより早いぞ。早く、俺おれを見つけている……」

　まさかこいつら、と戦せん慄りつする。死の際きわに血を舐なめている姿を思い出し、目め眩まいがしてきた。

　玉たま虫むしトカゲが廊ろう下かの向こう側に姿を見せる。やってきたのは三匹ひき。敷しき島しまもさすがに目まの当たりにしたことで動どう揺ようしたのか、壁かべから離はなれる。そして敷島が面おも白しろそうに呟つぶやいた。

「なんとかパークに出てきそうね」

「暢のん気きすぎるだろう、おい！」

　俺に二匹、敷島の方へ一匹が迫せまり来る。なんで俺の方に多く来るんだよ！

　玉虫トカゲが近くに来た瞬しゆん間かん、敷島が足を振り上げて踏ふみ潰つぶそうとする。だがその足をするりと避よけて、そのまま巻きつくように身みをくねらせてトカゲが飛びつく。敷島にしては甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げた。壁に背中を打ちながら尻しり餅もちをついて、振りほどこうと足を必ひつ死しに振る。

　そちらに気を取られている間に、俺の足にもトカゲが嚙かみついてきた。前回の記き憶おくに引きずられて涙なみだがぶわっと浮かぶ。牙きばの痛いたみも健けん在ざいだ。肉にくを貫つらぬかれる感かん触しよくは何度やっても慣なれそうにない。うぅうえうえうええ、と声が震ふるえて壊こわれた室しつ外がい機きみたいな音になる。……が、しかし。

　トカゲ二匹が足を嚙んでいる。その痛みこそあるが、なるほど。立っていれば、こいつらは足しか狙ねらえないわけだ。俺と怪獣の関係みたいなものか。そこに気づくと妙みように冷れい静せいになった。こいつらは小さい。大きい俺は負けないのだ、と屁へ理り屈くつじみてはいるものの自信が湧わいてくる。

　落ち着いて立ち上がり、壁に足ごと叩きつける。今度は最初ほど動どう揺ようがないため、足を酷ひどく痛いためることはないだろう。音が重なったので振り向くと、敷島も立ち直ったのか、俺と同じことをやっていた。腰こしに手を当てながら玉虫トカゲを蹴けりまくっている。これが女の子脳のうか。

　お互たがいの足から満まん身しん創そう痍いのトカゲが離れる。すぐにトカゲの頭を踏み潰した。

　俺は蚊かを殺すのもためらう子供だった気がする。でもそれは、関係ない。

　二匹目を踏み潰そうとしたところでそれより早く、トカゲの身体からだが震えた。その予よ備び動どう作さを見て取り、足を動かすのを中断する。

「おっと」

　俺が耳を塞ふさぐのを見て、敷島も咄とつ嗟さに真ま似ねる。直後、トカゲが断だん末まつ魔まをあげた。

　音が耳を切り裂さく。髪かみや肌をむしり取られるような音の波なみに押し寄せられて、それが過すぎ去さるまで動けなかった。鳴き終わったあとのトカゲに血を堪たん能のうさせる時間を与えず、踏み潰す。

　鳴かれる前に殺すべきだった。だが二匹いるとそれも難むずかしいな。

「今の鳴き声で居い場ば所しよを知らせた。すぐに大おお勢ぜいやってくる」

　敷島に言う。耳から手を離した敷島がトカゲを見下ろしながら、「綺き麗れいね」と褒ほめる。

　玉たま虫むし色いろは確かに美しいが、死し骸がいを褒めたたえるのは違い和わ感かんがある。まぁ、虫の標ひよう本ほんに感動するのも似にたようなものか。化か石せきを見て神しん秘ぴに心打たれるのも、同じなんだよな。

「悠ゆう長ちようなことしていられないぞ」

　今ひとつ慌あわてる様よう子すのない敷しき島しまを急せかす。敷島は顔を上げて、俺おれに向けて微ほほ笑えむ。

「そうね。だから藤ふじくん、早く考えて」

　敷島はあくまでも俺に頼たよる。なぜ、敷島はそこまで俺に解決させたがるんだ。

　俺を過か大だい評ひよう価かしないでくれと叫さけびたかった。俺に求めないでくれと嘆なげきたかった。俺にそんな力が、知力があるなら何度も死なないで済すんだ。たくさんの人間が死ぬ前に、終わっているはずなんだ。それができないからここまできている。俺になにもできないと証しよう明めいしている。

「敷島の方法でいいんじゃないのか。間に合わなくなる前に」

　弱よわ音ねと共ともに、敷島に頼る旨むねを吐はき出す。声こわ色いろからこちらの弱よわ気きを察したのか、敷島の顔色も変わる。色つやを失って、肌はだが乾かわいているようにも見えた。これでいいのか、とこちらも葛かつ藤とうが芽め生ばえる。まだ自分でがんばってみたらどうだ、と思いそうになる。

　それは敷島が自分の考えを言い淀よどんで、渋しぶっていたことを踏ふまえての躊ちゆう躇ちよだった。

　けれど。

　あの玉虫トカゲに囓かじられたとき、頭の中なか身みを本当に少し吸すわれたのかもしれない。

　考えるのが辛つらい。トカゲと怪かい獣じゆうのどちらに目を向ければいいのかも見み定さだまらず、なにも思いつく余よ裕ゆうがない。時間を置いて落ち着こうにもあのトカゲ共どもが襲おそってくるし、俺はもうだめだ。

　敷島の指し示じに従したがって動いて、楽らくしたい。首をへし折おって自じ殺さつしたとき、色々と萎なえた。

　やや間を置いてから、敷島が小さく頷うなずいた。

「……そうね。それしかないのかも。藤くんが諦あきらめたら、私が動かないとね」

　敷島が俺に背を向ける。足が動くのを確かめるように二度、床ゆかを踏んだあと。

「藤くんは教室に戻って。色々、やっておかないといけないみたいだから」

　そう言って、敷島が走り出す。嚙かまれた右足が動く度たびに、血が床ゆかを点々と汚す。

　動く気に、自分の方法を実じつ践せんするつもりになったんだろうか。あいつが動いて楽らくになるのを望んでいたのに、敷島の背中を目で追うと不安が増していく。あそこまで渋しぶられて、素す直なおに喜よろこぶのは難むずかしかった。よほど嫌いやなのだろうが、しかし敷島の歩む姿に気き負おいや戸と惑まどいは見えない。

　敷島を追うか迷った。だが一いつ緒しよに行動すればそれだけいっぺんに、玉虫トカゲに襲おそわれる。

　その場から離はなれつつも、敷島とは正反対に走っていた。これで少しでも分ぶん散さんできれば、という思いからだ。三匹ひきぐらいまでなら襲われても耐たえられる。総そう数すうも分かっていないのだが。

　足から血を垂たれ流しているのは俺も同じだった。言われたとおりに教室に戻って大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。やっぱり追った方が、と振り向くと既すでに敷島の姿はない。しかも自分で流した血に足を滑すべらせそうになった。壁かべに手をついて転てん倒とうを防いでから顔を上げると、とたたたというあの足音が四し方ほうからやってくることに気づく。どれだけいるんだ、とげんなりしながら教室前の廊ろう下かで立ち止まる。やつらがいくら集団で来ても、倒たおれなければ対たい処しよは可か能のうだと言い聞かせて。

　何十匹ぴきと襲おそいかかる玉たま虫むしトカゲを想そう像ぞうして吐はきそうになりながら、覚かく悟ごを決める。

　と。

　サイレンが鳴った。頭の上で音のくす玉でも割われるように盛せい大だいに。

　これは、火か災さいを知らせる音だ。前にも鳴るのを聞いたはずだ。

　誰だれが鳴らしたか、考えるまでもない。

　この世界の、この時間に変化を与えるのは俺おれと敷しき島しましかいないのだから。

　敷島が火災報ほう知ち器きを鳴らしたのだ。なんのために鳴らしたのだろう。助けか？　あのトカゲに襲われて咄とつ嗟さに鳴らしたのか？　いや敷島はそういう目め先さきに囚とらわれるやつじゃない。

　あいつは常つねに次を、続きを見み据すえて行動している。

　サイレンの中、唐とう突とつに目の前が真っ暗になる。玉虫トカゲの声と音も消える。

　暗くら闇やみの中、けたたましい警けい報ほうだけが続いていた。

　死んだのか、敷島。食い殺されたのか。やめてくれよ、そういうの。
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「なにか思いついた？」

　始まるとすぐに敷島が教室に乗り込んできた。目が据すわっていた。

　別れてから三分も経たっていないのに、なにを期き待たいしているんだ。

「いや……なにも」

「そう」

　あっさりと出て行った。と思ったら入り口に戻ってきて、指差してきた。

「藤ふじくんには聖せい戦せん士しの資し格かくがないとみた」

　あるわけないだろ。あいつは、真ま面じ目めなのかそうじゃないのか分からない。

　ふざけて緊きん張ちようをごまかしているだけかもしれないけど。

　敷島の唐突な登とう場じようと退たい場じようで、教室が浮き足立つ。注ちゆう目もくも集まる。そんな教室に、敷島と入れ替わるように入ってきたのは、玉虫トカゲだ。三度目ということもあり、驚おどろきは小さい。それよりも敷島が一体なにをしようとしているのか、そちらの方に関心が偏かたよっているのもあった。

　そうした意い識しきの薄うすさはあるが、大量にやってくるトカゲは実に気持ち悪いもので教室中に悲鳴が溢あふれかえる。入り口に近いやつらから順に飛び跳はねる様さまは野や球きゆうの応おう援えん席せきのようだ。

　そいつらが全員、他には目もくれないで俺おれに向かってくるというのだからやるせない。

　しかしその数、その早さ。もう偶ぐう然ぜんじゃないな。

　やはりこいつら、学習している。俺たちのように『前回』がある。血ちの味を学習して、その匂においに引き寄せられているのだろうか。椅い子すを蹴けるように立ち上がり、机つくえの上に立つ。これならどうだとトカゲの動向を見下ろすと、机の脚あしを器き用ようにのぼってきて「げっ」と毒どくづく。

　うじゃうじゃと、よくも集まるものだ。他の連中は気き味み悪わるがって俺の周まわりから離はなれて、教きよう師しも黒こく板ばんにべったりだ。唯ゆい一いつ近寄ってきたのは山やま崎ざきぐらいだった。いやお前が一番来るなと言いたい。トカゲの表面のように目を輝かがやかせて、未み知ちの生物を捕つかまえようと手を伸ばしていた。

　このトカゲ、俺と敷島以外には見向きもしていないからな。山崎に危き害がいは加えないだろう。

　だから放っておいた。

　のぼってきた玉たま虫むしトカゲが俺の足に嚙かみつく前に、隣となりの机へ飛ぶ。どう出ると振り向くと、トカゲたちも机の端はしからカエルのように跳ちよう躍やくしてきた。慌あわててこちらも次の机に逃げる。まだ机の脚をのぼりきっていなかったトカゲたちが床ゆかに下りて先回りしてくるのが見えて、「こいつも賢かしこいじゃねえのっ」と文もん句くを口にする。ついでに同どう級きゆう生せいの教科書を踏ふんづけた。

　飛び回って逃げる間、「こいつら、なんとか、してくれっ！」と懇こん願がんしてみるが、誰だれも手助けはしてくれない。山崎は途と中ちゆうで一いつ匹ぴき捕ほ獲かくしたが、そいつを押さえるのでせいいっぱいらしい。山崎の腕うでの中でも、トカゲはあくまで俺に迫せまろうともがいていた。怪かい獣じゆうよりは紳しん士し的てきだな。

　だから俺は延えん々えん、机の上をうろうろするしかなかった。足を滑すべらせて床に倒たおれたら、一いつ斉せいに群むらがられて囓かじりつかれ、肉にく体たいがチーズのように穴あなだらけにされるのは明めい白はくだった。こっちは早々に息いきも乱みだれて汗あせだらけというのに、玉虫トカゲ共どもはまるで動きに衰おとろえがない。

　そうして俺がトカゲと不ふ愉ゆ快かいに戯たわむれていると、ぶつんと、音が聞こえてきた。最初は俺のかかとの腱けんでも切れたのかねと自じ虐ぎやく的てきに想像していたが、音の出で所どころは教室の高い場所にあった。

　スピーカー？　なんだ、敷しき島しま？　あいつしかいないだろう、操そう作さするのは。

『え、えー……』

　だが聞こえてきたのは、敷島の砂さ糖とう菓が子しのような冷たくもさっと溶ける声ではない。

　教きよう頭とうの声だ。特とく徴ちよう的てきなのですぐに分かる。思わず机き上じようで足を止めて、スピーカーを見る。

　その間に押し寄せたトカゲたちがヒルのように足に食らいついてくるが、あまり気にならなかった。多た分ぶん、惨さん状じようを見ていないからだろう。だから今回はもう、下を向かないことにした。

『緊きん急きゆう連絡……生せい徒とたちは、至し急きゆう、え、えー、グラウンドに集合しなさい……』

　つまりながら、教頭がそんな指示を放送する。なんだか、あれだ。言わされている感が凄すごい。教頭の背はい後ごに敷島がいるとみた。あいつが脅おどして教頭に言わせているのだと思う。教頭が単たん独どくで急に思い立つことはまずあり得えない。働はたらきかける者がいなければ、変化がないのだ。

　しかしグラウンドに集合って、どういうことだ？　敷島はなにを計画している？　今回のは恐らく本番のためのテストだとしても、なにを狙ねらっているかが摑つかめない。

『ぐぷぇ』

　教きよう頭とうの汚い声が聞こえてきた。しかも聞くだけで非ひ常じよう事じ態たいだと伝わる放送だった。

　なに吐はいているかですごく意味が違ちがってくるぞ。

『今のは放ほう送そう事じ故こだから気にしないで、藤ふじくんあたり』

　なんで俺おれを名指しするんだ、敷しき島しま。そしてスピーカーの接続がぶつんと切れる。

　やっぱり敷島だったか。あいつ、生せい徒とをグラウンドに集めてどうする気だ？

　数を揃そろえたところで怪かい獣じゆうを倒たおすことなんて無理だと思うが。

　教頭の放送ではグラウンドに行けとのことだったが、教室の連中はとっくに外へ逃げ出してしまっているので動どう向こうは不明だ。残っている少数のうち、山やま崎ざきはトカゲの表面の玉たま虫むし色いろをその目に吸い込むのに夢む中ちゆうのようである。山崎さんはいいなぁ、色んな意味で。

　そろそろ右足が冷たくなってきたのだが、どう決着つければいいのだろう。勝かつ手てに先に死んだら敷島に怒おこられるだろうか。やたら重たい足を引きずりながら、床ゆかに下りる。下りた際さいにぎぇぎぇだのぎえぴーだのトカゲの悲ひ鳴めいらしきものが聞こえたが知ったことじゃない。上を向いたまま窓まどに近寄って、怪獣の出現する右側を向く。そろそろ出てくるはずだからな。

　敷島がなにを計画していようと、今回は失敗する。あいつもそれは承しよう知ちのはずだ。

　本番は次回か、それともその次か。なにをしたがっているか分からないが、敷島ならきっと。

「フージーってよっぽど美お味いしいのかなぁ」

　数十匹ぴきのトカゲが食らいつく光景を見て、山崎がそんな感想を持つ。

　俺の血がうまいから、狙ねらわれる。

　それだけの理由で、人類代表みたいに怪獣と戦たたかわされている。

　そういう考えはなかったなぁ。まぁ、そんな選せん定てい基き準じゆんが本当だったとしても驚おどろかないけど。

　まるっきり心当たりがないのに勝かつ手てにやらされているんだから、理由なんかどうでもいい。

　どうあっても納なつ得とくしないだろうから。
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　この渡わたり廊ろう下かで、何匹びきの生き物が潰つぶれただろう。俺おれたちも含ふくめて、だ。

　足にくっつく玉たま虫むしトカゲを蹴けり潰しながら、敷しき島しまが最後の確かく認にんをしてきた。

「私の考えた方法で本当にいいの？」

「……そんなに嫌いやなのか？」

「嫌よ。でも、やるけど」

　敷島がトカゲの死し骸がいを蹴り飛ばしながら、俺に詰つめ寄る。

　胸むなもとを軽くノックしてから、敷島が俺を見上げた。顔が間近にあって、それも胸むねを打つ。

「藤ふじくん、あなた『悪い子』になれる？」

　敷島の抽ちゆう象しよう的てきな問といに、軽く眉まゆを寄せる。こいつの問いかけは、曖あい昧まいなことが多い。

　敷島からすれば筋すじが通っているのだろうが、頭の造つくりが根本から違ちがうことを意い識しきしてほしい。

　だからこっちもなる、ならないをほんの少しぼやかして。自分の姿し勢せい、在あり方を表明した。

「生きるためなら、適てき応おうしてみせるさ」

　適応力。それが人間の誇ほこるべき部分だからな。

　敷島はその返事を認みとめてくれたのか、表情が緩ゆるむ。とはいえ根本、薄うす暗ぐらいことに変わりない。

「じゃあ、藤くんにはお願いすることがあるの」

「おぅなんでぃ」

　どんとこい。胸を叩たたくついでにトカゲの頭を潰す。そして敷島が「それ」と胴どう体たいを指差す。

「このトカゲたちを引きつけて。校こう舎しやの中に、可か能のうな限り他の人と接せつ触しよくしない場所でお願いね。といっても、こっちの生徒がいる校舎だけでいいわ。反対側は無む視ししても多た分ぶん、平気」

「あん？」

「その間に私がなんとかするから」

　掃そう除じしている間に庭の草むしりをしておく、ぐらいの軽さで敷島がその役やく目めを請うけ負おう。

　だが敷島の『なんとかする』に感じた頼たのもしさは、大人のそれと比くらべても遜そん色しよくない。

「さっきの放送は予行演習？」

「そうよ」

「教きよう頭とうに首に包ほう丁ちようでも当てて脅おどしたのか？」

「刃は物ものなんて使わないし、持っていない。使ったのは、こいつよ」

　敷島が瀕ひん死しの玉虫トカゲを鷲わし摑づかみにする。裂れつ傷しように指が強く食い込み、トカゲがぐにゃりと変形する。しみ出る血に指を浸ひたしながら、敷島が凄せい惨さんに笑った。目の高さまでトカゲを掲かかげる。

「こいつを首もとに寄せて、嚙かみちぎらせるぞと脅しただけ」

　叫さけび散ちらすトカゲの声にも、敷島は動じない。目は鋭するどく、俺を見み据すえていた。

「有ゆう効こう活かつ用ようしてるねぇ」

「でしょう」

　敷島が嬉うれしそうに、トカゲの尻尾しつぽを握にぎる。そして壁かべに叩きつけた。憂うさ晴ばらしのように。

　返り血を顔に浴あびたまま、敷しき島しまが「あぁそうそう」と振り向く。

「引きつけるとき、山やま崎ざきさんを連れて行った方がいいかも」

　にやりと、敷島が思わせぶりに口を歪ゆがめる。血と相あいまって残ざん虐ぎやくなものにも見えた。

「なんでそこで山崎？」

「彼女ならトカゲにも怯ひるまないんじゃないかと思って」

「喜よろこんで捕つかまえていたよ」

　ほらね、と敷島が得とく意いがる。こいつが山崎の名を出したのは他に明らかな悪いす戯ずらめいた気持ちがあったからだろうに。あーはいはいそうね、そうしようねと投げやりに笑って流した。

　そのあとは延えん々えんやってくるトカゲを退たい治じして、数が増えすぎてどうしようもなくなってからはもう二人で無む視しした。正直、いくら潰つぶしてもキリがない。むしろ相あい手てをすると生せい理り的てきな嫌けん悪お感かんがどんどん募つのって落ち込むばかりだ。足に食らいつかれても、動かなければ牙きばに深くえぐられることもない。時々思い出したように一匹ぴき、二匹は潰しながら、その間はずっと無む言ごんで青空を眺ながめていた。空は、素す敵てきだった。何度見たか分からないのに、同じものは見えてこない。

　繰くり返されるだけの俺たちの時間にも、それぞれの意味と景け色しきがあってもいいと思った。

　校こう舎しやの崩ほう壊かいが始まる。一直線に怪かい獣じゆうがやってきて、邪じや魔まなものはみんな退しりぞけていく。

　お片付けの時間というやつだ。

　久しぶりに現れた怪獣に潰される間ま際ぎわ、敷島が尋たずねてくる。

「できるよね？」

「やってみる」

　頭を空からっぽにしておこう。なにも感じないように、ただ前へ進むために。
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　時間に関して、まだ切せつ羽ぱ詰つまっているわけではない。しかし人間の方は限界に近い。

　もう敷島を信じるしかない。いや、敷島は多た分ぶん上う手まくやる。

　問題は俺がそれに応こたえるかだ。……勿もち論ろん、応えてみせるとも。

「ちょっと失礼」

　山やま崎ざきの手を取る。山崎はシャープペンを握にぎったまま、「む、む？」と目を丸くする。

　事じ情じよう説せつ明めいもなしにその手を引いて廊ろう下かへ飛び出した。早くしないとやつらが来る。廊下へ飛び出ると、階かい段だんを駆かけ上がろうとする敷しき島しまの姿が一いつ瞬しゆん見えた。そうか、敷島は上の階に行って教きよう頭とうを連れてくるわけだ。敷島と鉢はち合あわせてトカゲを分ぶん散さんさせるわけにはいかない。

　山崎と一いつ緒しよに渡わたり廊下に走ると、向かい側から玉たま虫むしトカゲが疾しつ走そうしてくるところだった。やはり正せい確かくに俺の居い場ば所しよを察さつ知ちして狙ねらってくる。山崎が「なんじゃありゃあー」と驚きよう愕がくする中、まず玉虫トカゲを一匹ぴき、強ごう引いんに捕つかまえる。そして渡り廊下で鳴かせたあと、絞しめ殺した。「うひぃ」と山崎が若じやつ干かん引ひく。だが相あい手てをしている暇ひまはない。俺の足に嚙かみつく数匹は放って、次の行動に移った。

　渡り廊下には普ふ段だん使われていない、防ぼう火か用ようの扉とびらがある。壁かべに融ゆう合ごうするように設置されたそれのロックを解かい除じよする。鍵かぎがかかっているわけでもなく雑ざつに留とめ具ぐがはめてあるだけなので、簡かん単たんに外はずすことができた。あとは、俺たちの普段使う校こう舎しやからトカゲが来ない内うちに、閉めるだけ。

　このトカゲは怪かい獣じゆうよりも賢かしこい。ただし小型に相そう応おうの力しかない。防ぼう火か壁へきを破やぶるほどの力はなく、また相手するほどの愚おろか者でもない。それならば俺を狙うために、生せい徒とのいない校舎の方から回り込んでこちらを目指すだろう。そうなれば、俺たちの校舎にいる連中は玉虫トカゲを見なくて済すむ。これで敷島に言われたことは実行できたはずだ。山崎、別にいらなかったなぁ。

　足の傷きずを撫なでていると、サイレンが鳴る。敷島が鳴らしたのだろう。山崎が不安がらないように、「大だい丈じよう夫ぶ」と説明する。

「これは敷島の悪戯いたずらだから。実際は火事なんか起こっていない」

「え、えぇー。敷島さん、ワルなの？」

「自じ称しよう、悪い子だよ。俺もだけどね」

　そう説明したあと、少しの間を空あけて例の教頭の放送が始まる。今度もまた言わされている感が強い。しかし危き機き感かんを助じよ長ちようするために火か災さい報ほう知ち器きを鳴らしているので、効こう果かは先さき程ほどより高いはずだ。実じつ際さい、放送が終わるやいなや、防火壁の向こう側から廊下を走る音が聞こえてくる。

「わたしたちも行った方がいいよ、フージー」

「あぁこれも敷島の悪戯」

「ドアルだ！」

　多た分ぶん、ドワルと言いたかったのだろうが滑かつ舌ぜつが悪く、舌したが回りきっていない。

　それはさておき。

　これで生徒の大たい半はんがグラウンドに出る。そして、どうなる？

　廊下の窓まどからグラウンドの様よう子すを覗のぞく。上うわ履ばきのまま走って出てきた生徒たちが、朝ちよう礼れい台だいの近くに集まっているのが見えた。火災報知器も鳴らしてあるので、お遊び感かん覚かくで歩いて逃げる生徒も少ないのだろう。状じよう況きようが迅じん速そくだ。しかしそれより注ちゆう目もくすべきは、生徒が集まりきる前から朝ちよう礼れい台だいに立ってなにごとかを喋しやべり続けている女生徒、敷しき島しまだろう。

　生せい徒と会長でもない敷島が生徒代表のように振ふる舞まっている。その傍かたわらに教きよう頭とうや玉たま虫むしトカゲの姿すがたはない。全校生徒や教きよう師しが集まりながらもざわつく中、敷島が叫さけぶ。「えー、みなさん！」と似につかわしくないほど、朗ほがらかに呼びかけたようだ。

　そして敷島は全員の注ちゆう目もくを一いつ旦たん集めたあと、まるで想そう像ぞうしていない行動に出る。

　敷島は、自分の制服に手をかけて。そのまま、衆しゆう目もくの中で脱ぬぎ始めたのだ。

　な。なに、を。

「あいつなにやって、」

　窓まどに寄りつき、目を剝むく。上着を脱いだあとはためらいなくシャツに手をかけて、そのボタンを外はずしていく。敷島の素す肌はだが段々と露あらわになっていく。敷島の肌をみんなが目にしている。そのことに、こんな状じよう況きようなのに気持ちの悪さを感じた。嫉しつ妬とめいた焦こげ臭くさいものが芽め生ばえる。

　敷島と時間を長々共有したせいで、そうした『特別』な間あいだ柄がらを意い識しきしてしまうのだろうか。
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　全員の注目が集まらないはずがない。特に男子なんか、もうそれこそ特に。敷島の裸はだかを夜な夜な布ふ団とんの中で夢む想そうする男子が何人いるだろう。視し界かいは狭せばまり、その目には敷島しか映らない。

　また、女子も敷島の奇き行こうに気を取られて目を奪うばわれている。敷島がそうした注目を浴びながら、シャツを脱ぎ捨てた。これで上じよう半はん身しんは下着一つとなる。敷島は、笑え顔がおだった。

　その手が次はスカートにかかる。「ひぇぇぇー」と隣となりの山やま崎ざきが顔を真まっ赤かにしている。

　俺おれも似にたような反はん応のうらしく、頰ほおが熱い。だがなぜ、という疑ぎ問もんが渦うず巻まくせいで頭も暑あつ苦くるしい。

　敷しき島しまのストリップに教きよう師しも含ふくめて夢む中ちゆうだ。良い意味、邪よこしまな意味、軽けい蔑べつの意味でも。

　全員の視し線せんや注意をかっさらい、余よ所そに向かせない。

　だから真ま後うしろに怪かい獣じゆうが出しゆつ現げんしたのに、まったく気づかないで。

　怪獣が一歩で、大きく敷島の方へ詰つめ寄よる。その振しん動どうと差し込める影で、やっと生せい徒とたちが異い変へんに気づく。敷島がスカートに手をかけたまま、視線を怪獣に向けた。

　最後列の生徒たちが気づいても、その反はん応のうが先頭にまで届とどくには時間が必ひつ要ようだ。

　そうした時間差も、敷島の想像通りなのかもしれない。

　振り返った生徒たちが怪獣を見上げて、時が止まったように動かなくなる。

　爆ばく心しん地ちから熱が広がるように、悲ひ鳴めいが生まれる。だけど逃げるにはもう遅おそすぎた。

　怪獣が通りかかる際さいに邪じや魔まだからと、大おお勢ぜいの生徒を無む慈じ悲ひに踏ふみ潰つぶす。

　ぶちゅりちゅりと、遠くにまで生なま々なましい音が聞こえるかのよう。

　しみ出る血が水たまりを作って。

「……あ」

　そこに来てようやく。遅いにも程ほどがあるが、敷島の意い図とを理解する。

　俺は『転ばせる』ことに注ちゆう目もくした。でも、敷島が目をつけたのはもっと下、足の裏うら。

　敷島は怪獣を『滑すべらせる』。

　怪獣自じ身しんがその足で潰した、大量の人間の血けつ液えきで。

　敷島の思おも惑わく通りに。

　血の川の底に足を取られるように、怪獣が足を横に滑らせて横おう転てんした。

　その転てん倒とうの際にも、逃げようとした生徒の多くが下した敷じきになる。はみ出る赤いもの、骨ほねのような白いもの。だが敷島は既すでに走り出していた。上は下着、下はスカートという出で立ちだがなにも隠かくすことなく、腕うでを大きく振って。全力疾しつ走そうで砂すな煙けむりと死体の爆ばく発はつに立ち向かい、怪獣の頭部を目指す。作り上げた血ち生なま臭ぐさい好こう機きを逃さないようにと、必ひつ死しだった。

　俺はそれを高い場所から見ていることしかできない。山やま崎ざきも開いた口が塞ふさがっていなかった。

　敷島が、怪獣が起き上がるより早く白い旗はたに飛びつく。そしてあっさりと引き抜いて、地面に背中から落下した。鮮あざやかな手て際ぎわだった。俺が引っこ抜こうとしたら、もっと手間取って七しち転てん八ばつ倒とうもあり得るところだった。敷島にためらいはない。その差が、これなんだろう。

　玉たま虫むしトカゲたちの鳴き声が途と絶だえる。ゲームをクリアしたことでやつらの命も尽つきたのだろうか。横たわり、作り物の人形と化したように動きを失う。

　そいつらを搔かき分けるように蹴けって窓まど枠わくに足をかけて、飛び降りた。飛んでから、もう死んでもやり直せないのではないかという黒い不安を覚えて、軽けい率そつな行動を後こう悔かいする。二階からなので死にこそしないが、心がグラウンドに向いていた影えい響きようで着地に失敗した。足が骨の髄ずいまで痺しびれて、地面を転がる。横たわって尖とがった地面に頭を打ちつけていると、側に山崎も落下してきた。こちらは大たいして足の痺しびれも訴うつたえないで、そのままグラウンドに走っていく。

　多た分ぶん、友達が無事かどうか確かく認にんしに向かったのだろう。

　敷しき島しまが、山やま崎ざきを連れて行けと命じた意味が今になって分かる。あいつなりに気を遣つかってくれたらしい。でもこの一いつ件けんが落ち着いたあと、俺おれは山崎にどこまで疑われることになるのだろう。

　痺れも半分取れた頃ころに立ち上がり、グラウンドを目指す。生なま温あたたい風が吹くと、土の匂においの中に生なま臭ぐさいものが混じっていてそれがむわりと首を撫なでる。近づく度たび、それが濃こくなっていく。

「ひでぇ」

　吐はき気けが迫せり上がって喉のどが詰つまり、それだけ言うのがやっとだった。

　グラウンドに赤あか錆さびが浮き上がっているようだ。怪かい獣じゆうの踏ふみつけた跡あとからは未いまだに、血液がねろねろと湧わき出ている。その中心部にある潰つぶれきっていない丸まった背中がびくり、びくりと動いている。だけど誰だれもそれを助けている余よ裕ゆうがない。近づけば、血の池に足を絡からめ取られて戻ってこられなくなるような……そんな抵てい抗こう感かんがあった。それに首の部分がへし折おれてＶの字を描えがいている。どっちみち、助からない。

　一方、そんな人間たちに紛まぎれて倒れ込んでいる怪獣もぴくりとも動かない。白しろ目めだらけだった瞳ひとみも瞼まぶたを下ろし、開く気け配はいはない。大たいした怪け我がではないだろうに、玉たま虫むしトカゲと同じ反はん応のうだ。

　終わったんだなぁ、とこんな状じよう況きようでも大きく息いきを吐はく。

　しかし怪獣は消え去さる様よう子すもない。そのまま、巨きよ大だいな存そん在ざい感かんを発し続けている。

　そのことに、なぜか嫌いやな予感が駆り立てられる。腹はらの底がくすぐられる、意い地じの悪いものだ。







　Saveが完かん了りようしました。







「……勝かつ手てに、するなよ」

　目の前の惨さん劇げきを勝手に記き録ろくされて、思わずそう言ってしまった。

　友達の無事を確認しようと走り回る山崎から目を逸そらしつつ、敷島の側に向かう。敷島はまだ怪獣の側に座すわり込んでいた。肌はだの露ろ出しゆつもそのままだ。それを見て、上着を脱ぬぐ。

　上着をかけると、敷島が服の袖そでを摑つかんで抱いだくように肌を隠かくす。「ありがとう」と口が動いた。

「酷ひどい有あり様さまだな」

「だから言ったじゃない。ろくでもない方法だって」

　敷島の言こと葉ばは俺を責せめるようで。こちらも思うところはあるが、無む抵てい抗こうに受け入れる。

　助けられた恩おんと、助けてやれなかった後ろめたさがある故ゆえに。

「セーブした、って見たよな？」

「ええ」

「もうやり直せない。死んだ人間は誰だれも生き返らないんだ」

「それが普通でしょ」

　敷しき島しまの声は震ふるえていない。けれど、唇くちびるは気温にそぐわず青あお紫むらさきに染そまっていた。

「………………………………………」

　俺おれも敷島に頼たよって、これに荷か担たんした。同どう罪ざいなわけだ。

　時じ刻こく表ひよう示じが初期の数字に戻り、巻き戻ることもない。

　犠ぎ牲せいの果はて、俺たちは一時的に救われた。

　なにかを成なすには犠牲が必ひつ要ようだという。だが犠牲にされる方からすればたまったものじゃない。自身を正せい当とう化かするために言い訳わけを重ねていくことは、もっとも醜みにくい噓うそであると思う。

　だから、俺と敷島のどちらも口数が少なくなる。なにも言えなかった。

　敷島に手を差し出すと、少しの間があって握にぎってきた。引っ張り、立ち上がらせる。

　敷島と怪かい獣じゆう。関連づけられて追つい求きゆうされると面めん倒どうなことになる。その前にみんなの目に留まる場所から離はなれようと促うながす。青白い顔つきのまま、敷島が小さく頷うなずいた。

「藤ふじくん」

「ん？」

「私のこと、嫌きらいになった？」

「……いいや」

　お互たがい、相あい手ての顔を向かないで喋しやべって。どんな表情なのか、知ることに怯おびえた。

　それと時を同じくして、職しよく員いん室しつにいて無事だった教きよう師しがグラウンドに出てくる。倒たおれ込む怪獣や大量の血けつ液えき、生せい徒との遺い体たいに嘔おう吐とする者もいた。その中でも比ひ較かく的てき動ける教師が生き残ったやつらに、まずは体育館へ集まるように指し示じを出してきた。生き残った連中の頭はまるで働はたらいていないらしく、自動的に流れに乗って、そちらへ歩いていく。出しゆつ荷かでもされるような列が形成されて、俺と敷島はそれを遠くから眺ながめていることしかできなかった。

　こんなことに、次があるのかと青くなりながら。

　別の教師に促うながされて、俺たちもそのあとに遅おくれ気ぎ味みに続く。

　大人の紺こん色いろの背中を俯うつむきがちに眺めながら、口が歪ゆがんだ。

　聞こえないように、そぅっと呟つぶやく。

　来るのがおせぇよ、と。







　Ver1.1.2に更こう新しんしました。

　エネミーの学習機能を調ちよう整せい。

『スキル』システムが機能していない不ふ具ぐ合あいを修しゆう正せい。








→Next『Stage2　ねずみおとこ』
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　　　あとがき




『大ヒットする作品を書いてください』というホームランを打てみたいな指示はさすがの編へん集しゆうも出してこなかった。

　昨今の流行に乗って主しゆ人じん公こうが女の子にやたら人気で妙みように強くて最後は愛の力で凌りよう駕がして大だい体たい解決する話を書くつもりだったのですが、なぜかこうなりました。本当に、なぜだ。

　はいというわけで唐とう突とつに新しい話を書きました。

　こちらもよろしくお願いします。基き本ほん的てきにこの作品は迫せまり来るちょっと理り不ふ尽じんな敵てきとある程てい度どまで現実的に留まっている主人公たちが戦たたかうという内容で、世界の謎なぞに迫るとか壮そう大だいな設定とかそういうものは基本考えていません。『このゲームはなんなのか』ではなく、『このゲームをどうするか』という感かん覚かくを楽しんでくれたら嬉うれしいなぁという感じです。

　ゲームを開かい催さいした真しんの黒くろ幕まくとかも多た分ぶん出ません。出たらネタ切れによる完全な後づけか、担たん当とう編集による強制的なテコ入れと思ってください。あくまでゲーム的、あくまでクソゲー的というコンセプトで書かれています。その結果、主人公を弱くしすぎたのでオーラ○○とか出せなくなりました、残念。ダブルディスパッチも多分できません。あれはしない方がいいか。

　それと最近はブレンパワードを観み返かえしたりしています。台詞せりふ回まわしに癖くせがあっていい。この個性がニワトリならぼくは生まれたてのヒヨコだ的な懐なつかしいアレを感じる。特にジョナサン。

　こいつの最後のセリフが本当に好すき。







　本作のイラストを担当して頂いただいたueda、もとい植田さんにはお礼を申もうし上げます。いや本当に。ご迷惑をおかけしたというか。俺が謝る問題でもないのだけど。だからつまり、何なのだこれは、どうすればいいのだ。とにかくすみません。

　それと『服を着替えるだけで疲つかれた』と仕事に行く前に言い出す父親（休日は元気いっぱい）と………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………な母親にも感かん謝しやしています。

　最後に読んで頂いた読者の方に感謝を。ありがとうございました。





入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

「トカゲのオヤジかと思ったら、今度は本当のカイジュウだー」逃げなくっちゃ、テッテケテー。
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植うえ田だ 亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「入間人間先生」係

「植田 亮先生」係
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